
秘書広報係 ☎63-1043
すくすく1歳 平成25年8月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
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郷土の植物 （292）

第100回
阿孫  久見

クマガイソウ（ラン科）

　
山
地
の
風
通
し
の
い
い
半
陰
地
に

な
っ
た
林
内
に
生
育
す
る
高
さ
30

㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。全
体
に
細

毛
が
あ
り
ま
す
。真
っ
白
い
根
茎
を

横
に
伸
ば
し
、節
々
か
ら
根
を
出

し
て
増
え
、条
件
が
良
い
と
群
生
し

ま
す
。
茎
の
基
部
に
は
薄
い
鞘
状

の
数
個
の
葉
が
密
着
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
ち
が
不
ぞ
ろ
い
の
２
個
の
大

き
な
葉
は
扇
形
で
対
生
状
に
茎
の

上
部
に
つ
い
て
い
ま
す
。
葉
に
は

平
行
脈
と
深
い
ひ
だ
が
あ
り
、
長

さ
も
幅
も
20
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
晩
春
か
ら
初
夏
の
頃
、
下
方
に

Ｕ
字
に
曲
が
っ
た
花
茎
の
先
に
１

個
だ
け
横
向
き
に
ラ
ン
特
有
の
形

を
し
た
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
唇
弁
で
径
10
㌢
ほ

ど
に
膨
ら
ん
だ
袋
状
で
ぶ
ら
下
が

り
、
し
わ
が
あ
り
紅
紫
色
の
斑
点

を
散
り
ば
め
ま
す
。
唇
弁
の
ほ
か

は
小
さ
な
先
が
と
が
る
皮
針
形
の

黄
緑
色
の
花
弁
で
す
。

　
和
名
は
袋
状
の
花
を
熊
谷
直
実

の
背
負
っ
た
母
衣
（
矢
除
け
の
布

袋
）
に
見
立
て
て
熊
谷
草
（
ク
マ

ガ
イ
ソ
ウ
）
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
山
麓
に

当
た
る
、
ご
く
限
ら
れ
た
自
生
地

に
数
個
体
が
稀
に
観
察
さ
れ
ま

す
。
大
分
県
の
絶
滅
危
惧
種
。
花

期
は
４
月
か
ら
５
月
で
す
。

国登録有形文化財に指定されている「吉川家住宅倉庫」（竹田市上町）が染色工房として生ま
れ変わりました。６月29日、お披露目式が行われ、多くの関係者が集まり完成を祝いました。
主の染色作家・辻岡快さん（紺屋そめかひ工房）は、縁あって竹田市に移住してきたばかり。
今後、城下町で生まれる『日本の伝統文化』が全国に向けて発信されます。

　「白百合」は、市の「白百合保護条例」により保
護地域を指定し、地元自治会のご協力をいただきな
がら保護に努めています。近年は、箱根町から球根
の寄贈を受け、岡城跡にも美しい花が蘇っていま
す。
　もうすぐ白百合が開花の時期を迎えます。ぜひ一
度ご観賞ください。
【白百合保護特別地区】
片ケ瀬地区（竹田）、挟田地区（岡本）、上鹿口地区（豊
岡）、楠公社（玉来）、小高野地区（入田）、矢原地区（入
田）、大正公園（竹田）、岡城跡及びその周辺
問竹田市総務課・企画情報課　☎63-1111

竹田の城下町を吹き抜ける「新たな染風」
吉川家酒蔵が「染色工房」に生まれ変わりました！

にじみ染め作業

→「
鯉
の
滝
の
ぼ
り
」（
辻
岡
快
・
作
）

↑「藍」の染色作業する辻岡さん

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年
７月生まれ

7・8月は「白百合」の開花の季節です

日　時　８月31日㈯ 18:00 ～ 20:00
場　所　 久住総合運動公園グラウンド
　　　　（雨天時は総合運動公園体育館）
　７月から練習を始めます。10名以上が参加する
「練習会」には指導者を派遣することができます。
　　　問奥豊後踊りを楽しむ夕べ実行委員会
　　　　☎090-8664-5861（佐藤）

「奥豊後踊りを楽しむ夕べ」に参加しませんか
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加速する「農村回帰」

○加速する「農村回帰」　農村回帰城下町
交流館「集」オープン／染色作家 辻岡

　快氏インタビュー ２
○７・12竹田市豪雨水害から１年－「立ち
上がる竹田」　竹田市一斉防災・避難

　訓練／竹田市豪雨災害「第５回検証会
議」／地域防災推進講演会ほか 4

○平成25年度肉付け予算が本格始動！
　／平成25年度予算をお知らせします ８
○監査公表ほか 11
○第23回参議院通常選挙のお知らせ 12
○市長コラム「有由有縁」 14

人口のうごき

も　く　じ

　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　24,421　人（－20 人）
男　性　11,360　人（－13 人）
女　性　13,061　人（－ 7 人）
世帯数　10,657世帯（＋3世帯）
住民基本台帳登録人数
（平成25年5月31日現在）

別冊　たけたん情報
７月のこよみ・ＴＣＴ特番情報
○別冊「国民健康保険税」

○TAKETAN FACE　今月のひと
　（工藤昭和・吉野智博） 15
○竹田かわら版 TOWN TOPICS 16
○健康情報　保健だより／食育レシピ／
　温泉療法医研修が直入で開催ほか 18
○ミステリアス！竹田キリシタン⑫　
　岡藩飛び地編 20
○たけたんアンテナ　バートクロツィンゲン
コーナー／竹田雑感／生き活き興起 22
○今月のイントロダクション
　ぼくたち・私たちの学び舎（祖峰小学校）
／まるごと博物館／図書館のお知らせ

　／誕生おめでとう／プクサン 24
○岡城遺産㉓ 26
○インターハイ登山大会開催迫る！ 27
○郷土の植物／すくすく１歳 28

　
５
月
29
日
、「
竹
田
市
農
村
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
平
成
24
年
度
総

会
が
市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
「
田
舎
暮
ら
し
セ
ミ

ナ
ー（
福
岡
・
大
阪
・
東
京
）開
催
」

や
「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
へ
の
参

加
」、「
子
育
て
定
住
促
進
住
宅
の
建

設
」、「
農
村
回
帰
補
助
金
」、「
竹
田

市
歴
史
・
文
化
資
源
活
用
型
起
業

支
援
事
業
補
助
金
」、「
竹
田
市
お
試

し
暮
ら
し
短
期
滞
在
費
助
成
金
」、

「
竹
田
市
空
き
店
舗
対
策
事
業
補

助
金
」
な
ど
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
特
に
「
子
育
て
定
住
促
進
住
宅

の
建
設
」
で
は
、
平
成
23
年
度
の
４

棟
（
城
原
２
棟
・
入
田
２
棟
）
に
引

き
続
き
、
市
外
か
ら
の
子
育
て
世
代

を
受
け
入
れ
複
式
学
級
の
解
消
や

児
童
数
の
増
加
を
目
的
に
、
新
た
に

入
田
地
区
に
２
棟
建
設
。
２
世
帯
８

人
が
入
居
（
小
学
生
１
人
、
幼
児
４

人
）
し
た
こ
と
に
よ
り
、
祖
峰
小
学

校
の
４
、
５
年
生
の
複
式
学
級
が
解

消
さ
れ
、
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
す

効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
田
市
へ
の
移
住
を
目
的

に
住
宅
や
仕
事
を
探
し
た
り
、
暮
ら

し
を
体
験
す
る
な
ど
、
市
内
に
連
続

し
て
２
日
以
上
宿
泊
す
る
場
合
、
１

人
当
た
り
１
泊
３
千
円
を
上
限
に
２

泊
分
（
６
千
円
）
を
助
成
す
る
「
竹

田
市
お
試
し
暮
ら
し
短
期
滞
在
費

助
成
金
」。
こ
の
利
用
者
が
倍
増
。

移
住
者
の
決
め
手
に
結
び
つ
く
要

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
村
回
帰
」

新
た
な
戦
略
で
加
速

　「
竹
田
市
農
村
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
25
年
度
事
業
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
充
実
、
集
落
支
援
員
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ

を
基
本
に
、「
農
村
回
帰
　
城
下
町
交

流
館『
集
』の
開
設
」や「
竹
田
総
合

学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
構
想
と
の
連
携
」、

「
竹
田
市
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
」、

「
小
規
模
集
落
の
支
援
」
な
ど
様
々

な
施
策
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
【
農

村
回
帰
運
動
】
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

『
集
』は
人
が
人
を
呼
ぶ

磁
場
の
拠
点
に

　
竹
藝
家
、
紙
漉
職
人
、
木
工
芸

家
、
染
織
家
の
ほ
か
、
多
く
の
芸
術

家
や
文
化
人
が
竹
田
に
興
味
を

持
っ
て
集
ま
っ
て
き
て
い
る
な
か
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
を
中
心
と
し
た
若
者

が
城
下
町
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

相
次
い
で
飲
食
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
な
ど
、
新
し
い
流
れ
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、

城
下
町
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
に
、
５
月
29
日
に
「
農
村
回
帰
　

城
下
町
交
流
館
『
集
』」
を
開
設
。

同
日
、
関
係
者
を
集
め
て
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
集
』
で
は
、
城
下
町
に
お
け
る

移
住
相
談
の
窓
口
を
は
じ
め
、
移
住

者
と
市
民
の
交
流
・
情
報
交
換
の

場
、
竹
田
で
活
動
し
て
い
る
工
芸

家
・
職
人
な
ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品

展
示
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
文
字
通
り
、
農
村
回
帰
、Ｔ
Ｓ
Ｇ

構
想
、
大
学
連
携
を
基
軸
に
人
が

集
い
、
人
の
磁
場
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
交
流
館
を
目
指
し
ま
す
。

↑竹田に移住し活躍をする芸術家のみなさん

『集』のスタッフが→
お待ちしています

農村回帰
城下町交流館『集』
竹田市大字竹田
1995-1　
8:30-17:00〔不定休〕
TEL080-8382-7138

加速する「農村回帰」
農村回帰城下町交流館「集」がオープン
竹田市が全国に先駆けて「農村回帰宣言市」を標榜して以来、本市への移
住者は122人に上りました。（平成25年５月29日現在）
また、竹田の城下町に移住者のサポートをする拠点・農村回帰　交流館
「集」も完成し、農村回帰の加速にさらに期待がかかります。

　「かわいいのです。きれいで、輝いている」
　染め重ねるたびに、我が子が成長していく過程を見ている様だと笑顔
で話す染色作家の辻岡快さん（38歳）。
　藍染めは、大切なライフワーク。受け入れてくれた竹田の城下町。昔酒
蔵だった倉庫を改修し、藍染め工房が完成した。

　辻岡さんは、日本古来の技法である「糊染め」で染め上げる。「糊染め」
とは、餅粉と糠で作った糊などを使い、糊を置いた部分が染まらない性質
を利用して染め上げたのち、糊を水洗いで落とす技法だ。これは日本人の
知恵によって長い年月をかけて改善、工夫され今日に至っている。いろい
ろな技法を試した結果、「体にいちばん合うのは、僕が日本人に生まれて
きたからだろう」と話している。
　学生時代に、陶芸科の染色室で先生が染め物をしていたところを間近
で見る機会があった。藍の液に白い布をつけて引き上げた時、不思議に
思った。その色は、まっ黄色ではないか。「見てみ、藍は空気との酸化に
よって、色が変わるけん」と先生。やがて言われたとおりに、布は藍色に
変わった。それは魔法を見ているかのようだった。この出来事が染色の道
に入るきっかけとなったという。
　卒業後、24歳の時に豊後大野市大野町の閉校した小学校で工房を構え
て活動を続ける。しかし、今年４月、小学校が使用できなくなり、新たな
創作場所を求めて、家族とともに竹田への移住を決意した。１歳の娘・藍
子ちゃんに「故郷と呼べる場所を宛がいたい」という夫婦の願いとともに。

　現在、市内で藍染めの原料となる藍の栽培を始めている。
　辻岡さんに夢を尋ねた。
「アレルギー体質の方々が気軽に着れる植物染料の服を作りたい。竹田
でも山は荒れて、耕作放棄地も増えています。植物染料を産業化すれば
雇用も生まれて、若者の流出も防ぐことができます。全国的な注目を集め
れば、価値が生まれ人が集まる。時間はかかると思うけど、竹田を植物染
料の産地にしたいのです」

　工房２階の柱に文豪・開高健の残した言葉として有名な「漂えど　沈ま
ず」という書を掲げてある。辻岡さんは自らの『心構え』として大事にし
ているのだ。熱い夢に向って、航海は今始まったばかりである。

〔表紙インタビュー〕

竹田のまちに移住してきた染色作家　辻岡　快さん

「気軽に立ち寄ってもらえるような
　　　　　　　　　　交流の拠点に」

辻岡　快　つじおか かい　　　　　　染色作家
1977年　福岡県飯塚市生まれ

大分県立芸術文化短期大学日本画専攻
学生時代日本画の傍ら染色を学ぶ

2001年　豊後大野市大野町で染工房・快を開設
2010年　豊後大野市大野町の閉校となった「旧東

部小学校」に移す
2013年　竹田市に移住し、国登録有形文化財指定

「吉川家住宅倉庫」で「紺屋そめかひ工
房」をオープン。竹田の城下町にて創作
活動中。

〔HP〕http://somekai.com/prof.htm
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５
月
29
日
、「
竹
田
市
農
村
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
平
成
24
年
度
総

会
が
市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
「
田
舎
暮
ら
し
セ
ミ

ナ
ー（
福
岡
・
大
阪
・
東
京
）開
催
」

や
「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
へ
の
参

加
」、「
子
育
て
定
住
促
進
住
宅
の
建

設
」、「
農
村
回
帰
補
助
金
」、「
竹
田

市
歴
史
・
文
化
資
源
活
用
型
起
業

支
援
事
業
補
助
金
」、「
竹
田
市
お
試

し
暮
ら
し
短
期
滞
在
費
助
成
金
」、

「
竹
田
市
空
き
店
舗
対
策
事
業
補

助
金
」
な
ど
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
特
に
「
子
育
て
定
住
促
進
住
宅

の
建
設
」
で
は
、
平
成
23
年
度
の
４

棟
（
城
原
２
棟
・
入
田
２
棟
）
に
引

き
続
き
、
市
外
か
ら
の
子
育
て
世
代

を
受
け
入
れ
複
式
学
級
の
解
消
や

児
童
数
の
増
加
を
目
的
に
、
新
た
に

入
田
地
区
に
２
棟
建
設
。
２
世
帯
８

人
が
入
居
（
小
学
生
１
人
、
幼
児
４

人
）
し
た
こ
と
に
よ
り
、
祖
峰
小
学

校
の
４
、
５
年
生
の
複
式
学
級
が
解

消
さ
れ
、
地
域
に
活
気
を
取
り
戻
す

効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
田
市
へ
の
移
住
を
目
的

に
住
宅
や
仕
事
を
探
し
た
り
、
暮
ら

し
を
体
験
す
る
な
ど
、
市
内
に
連
続

し
て
２
日
以
上
宿
泊
す
る
場
合
、
１

人
当
た
り
１
泊
３
千
円
を
上
限
に
２

泊
分
（
６
千
円
）
を
助
成
す
る
「
竹

田
市
お
試
し
暮
ら
し
短
期
滞
在
費

助
成
金
」。
こ
の
利
用
者
が
倍
増
。

移
住
者
の
決
め
手
に
結
び
つ
く
要

因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
村
回
帰
」

新
た
な
戦
略
で
加
速

　「
竹
田
市
農
村
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
25
年
度
事
業
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
充
実
、
集
落
支
援
員
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ

を
基
本
に
、「
農
村
回
帰
　
城
下
町
交

流
館『
集
』の
開
設
」や「
竹
田
総
合

学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）
構
想
と
の
連
携
」、

「
竹
田
市
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
」、

「
小
規
模
集
落
の
支
援
」
な
ど
様
々

な
施
策
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
【
農

村
回
帰
運
動
】
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

『
集
』は
人
が
人
を
呼
ぶ

磁
場
の
拠
点
に

　
竹
藝
家
、
紙
漉
職
人
、
木
工
芸

家
、
染
織
家
の
ほ
か
、
多
く
の
芸
術

家
や
文
化
人
が
竹
田
に
興
味
を

持
っ
て
集
ま
っ
て
き
て
い
る
な
か
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
を
中
心
と
し
た
若
者

が
城
下
町
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

相
次
い
で
飲
食
店
を
オ
ー
プ
ン
す

る
な
ど
、
新
し
い
流
れ
も
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
、

城
下
町
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
に
、
５
月
29
日
に
「
農
村
回
帰
　

城
下
町
交
流
館
『
集
』」
を
開
設
。

同
日
、
関
係
者
を
集
め
て
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
集
』
で
は
、
城
下
町
に
お
け
る

移
住
相
談
の
窓
口
を
は
じ
め
、
移
住

者
と
市
民
の
交
流
・
情
報
交
換
の

場
、
竹
田
で
活
動
し
て
い
る
工
芸

家
・
職
人
な
ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
作
品

展
示
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
文
字
通
り
、
農
村
回
帰
、Ｔ
Ｓ
Ｇ

構
想
、
大
学
連
携
を
基
軸
に
人
が

集
い
、
人
の
磁
場
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
交
流
館
を
目
指
し
ま
す
。

↑竹田に移住し活躍をする芸術家のみなさん

『集』のスタッフが→
お待ちしています

農村回帰
城下町交流館『集』
竹田市大字竹田
1995-1　
8:30-17:00〔不定休〕
TEL080-8382-7138

加速する「農村回帰」
農村回帰城下町交流館「集」がオープン
竹田市が全国に先駆けて「農村回帰宣言市」を標榜して以来、本市への移
住者は122人に上りました。（平成25年５月29日現在）
また、竹田の城下町に移住者のサポートをする拠点・農村回帰　交流館
「集」も完成し、農村回帰の加速にさらに期待がかかります。

　「かわいいのです。きれいで、輝いている」
　染め重ねるたびに、我が子が成長していく過程を見ている様だと笑顔
で話す染色作家の辻岡快さん（38歳）。
　藍染めは、大切なライフワーク。受け入れてくれた竹田の城下町。昔酒
蔵だった倉庫を改修し、藍染め工房が完成した。

　辻岡さんは、日本古来の技法である「糊染め」で染め上げる。「糊染め」
とは、餅粉と糠で作った糊などを使い、糊を置いた部分が染まらない性質
を利用して染め上げたのち、糊を水洗いで落とす技法だ。これは日本人の
知恵によって長い年月をかけて改善、工夫され今日に至っている。いろい
ろな技法を試した結果、「体にいちばん合うのは、僕が日本人に生まれて
きたからだろう」と話している。
　学生時代に、陶芸科の染色室で先生が染め物をしていたところを間近
で見る機会があった。藍の液に白い布をつけて引き上げた時、不思議に
思った。その色は、まっ黄色ではないか。「見てみ、藍は空気との酸化に
よって、色が変わるけん」と先生。やがて言われたとおりに、布は藍色に
変わった。それは魔法を見ているかのようだった。この出来事が染色の道
に入るきっかけとなったという。
　卒業後、24歳の時に豊後大野市大野町の閉校した小学校で工房を構え
て活動を続ける。しかし、今年４月、小学校が使用できなくなり、新たな
創作場所を求めて、家族とともに竹田への移住を決意した。１歳の娘・藍
子ちゃんに「故郷と呼べる場所を宛がいたい」という夫婦の願いとともに。

　現在、市内で藍染めの原料となる藍の栽培を始めている。
　辻岡さんに夢を尋ねた。
「アレルギー体質の方々が気軽に着れる植物染料の服を作りたい。竹田
でも山は荒れて、耕作放棄地も増えています。植物染料を産業化すれば
雇用も生まれて、若者の流出も防ぐことができます。全国的な注目を集め
れば、価値が生まれ人が集まる。時間はかかると思うけど、竹田を植物染
料の産地にしたいのです」

　工房２階の柱に文豪・開高健の残した言葉として有名な「漂えど　沈ま
ず」という書を掲げてある。辻岡さんは自らの『心構え』として大事にし
ているのだ。熱い夢に向って、航海は今始まったばかりである。

〔表紙インタビュー〕

竹田のまちに移住してきた染色作家　辻岡　快さん

「気軽に立ち寄ってもらえるような
　　　　　　　　　　交流の拠点に」

辻岡　快　つじおか かい　　　　　　染色作家
1977年　福岡県飯塚市生まれ

大分県立芸術文化短期大学日本画専攻
学生時代日本画の傍ら染色を学ぶ

2001年　豊後大野市大野町で染工房・快を開設
2010年　豊後大野市大野町の閉校となった「旧東

部小学校」に移す
2013年　竹田市に移住し、国登録有形文化財指定

「吉川家住宅倉庫」で「紺屋そめかひ工
房」をオープン。竹田の城下町にて創作
活動中。

〔HP〕http://somekai.com/prof.htm
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７.12竹田市豪雨水害から１年　「立ち上がる竹田」

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
朝
８
時
50
分
、
告
知
放
送
に
よ
る

「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
発
表
。引
き
続

き
、
９
時
に「
避
難
準
備
情
報（
自
主

避
難
の
呼
び
掛
け
）」
を
発
表
。９
時

10
分
、
告
知
放
送
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル

で「
避
難
勧
告
」を
発
令
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
自
治
会
が
中
心
と

な
っ
て
、「
指
定
避
難
所
の
周
知
徹

底
・
確
認
」や
、安
全
確
保
の
た
め
の

「
移
動
訓
練
」、
大
分
県
警
・
消
防
署

の
協
力
に
よ
る
住
民
等
へ
の
避
難
広

報
及
び
、
避
難
誘
導
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
避
難
場
所
と
し
た
竹
田

市
総
合
運
動
公
園
駐
車
場
に
は
、
周

辺
の
５
自
治
会
か
ら
65
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
団
体
か
ら
７
７
９
人

（
消
防
団
員
４
１
９
人
、市
職
員
２
８

６
人
、消
防
署
57
人
、警
察
署
17
人
）

が
参
加
。ほ
か
に
も
、避
難
が
必
要
な

危
険
箇
所
を
中
心
と
し
て
、
市
内
各

地
域
の
避
難
所
に
は
、
住
民
約
５
０

０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
文
化
会
館
前
広
場
で
は
、
竹
田
警

察
署
や
竹
田
市
消
防
署
な
ど
に
よ

る
救
出
、救
助
、応
急
手
当
、負
傷
者

搬
送
訓
練
な
ど
、
前
日
か
ら
の
雨
が

降
り
続
く
な
か
、
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
式
に
て
、
首
藤
市
長
は
「
昨

年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
悲
し
い
爪

痕
は
、
我
々
一
人
ひ
と
り
の
こ
の
胸

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
思
い
を

バ
ネ
に
し
て
、
災
害
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」と
総
括
を
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
よ
う
な
豪
雨
災
害
は
、
い

つ
何
時
発
生
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
」を
教

訓
に
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
き
っ
か

け
に
し
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
常
に
防

災
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

竹
田
市
一
斉
防
災
・
避
難
訓
練
を
実
施

悲
し
み
を
バ
ネ
に

　
今
回
の
訓
練
は
、
梅
雨
時
期
に
大

雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
、
土
砂

災
害
や
河
川
の
氾
濫
の
危
険
性
が

高
ま
っ
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
市

内
住
民
総
参
加
に
よ
る
避
難
訓
練

を
実
施
し
、「
自
助（
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
）・
共
助（
地
域
や
近
隣
の

人
が
互
い
に
助
け
合
う
）」に
基
づ
く

災
害
初
期
の「
避
難
体
制
強
化
」と
、

「
地
域
の
防
災
体
制
の
確
立
」、「
防

災
意
識
の
高
揚
」
を
図
る
こ
と
を
目

　
今
年
３
月
に
入
っ
て
復
旧
工
事
に

取
り
か
か
り
、
５
月
10
日
に
通
水
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　「
あ
の
７
月
12
日
以
降
は
、
組
合

員
の
生
活
を
守
る
責
任
感
を
抱
え
、

夜
も
眠
れ
な
い
日
々
だ
っ
た
」
と
振

り
返
る
竹
田
市
土
地
改
良
区
戸
上

工
区
長
の
今
川
安
徳
さ
ん（
66
歳
）。

　「
一
時
は
田
植
え
が
で
き
る
か
で

き
な
い
か
の
境
だ
っ
た
。水
が
流
れ

た
時
は
最
高
の
気
持
ち
だ
っ
た
」

　
農
家
に
と
っ
て「
水
」は
命
綱
。戸

上
工
区
組
合
員
の
み
な
さ
ん
は
、
安

定
し
た
水
の
供
給
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

 

先
人
の「
通
水
の
思
い
」共
感

　「
あ
の
日
、激
し
い
雨
で
田
ん
ぼ
か

ら
水
が
溢
れ
、
家
の
前
の
道
が
膝
上

の
高
さ
ほ
ど
の
川
に
な
っ
て
い
た
。

怖
く
て
思
わ
ず
後
ず
さ
り
を
し
た
」

　
高
台
に
あ
る
荻
町
政
所
に
住
む

荻
西
部
土
地
改
良
区
理
事
長
・
熊

野
一
男
さ
ん
（
63
歳
）。菊
栽
培
の
た

め
、
朝
５
時
に
家
を
出
た
当
時
の
様

子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　「
水
路
の
水
を
と
め
て
」、「
降
り
方

が
あ
ぶ
な
い
の
で
水
路
に
行
く

な
！
」…

。尋
常
で
は
な
い
状
況
下

で
、
早
朝
か
ら
組
合
員
と
の
や
り
と

り
が
続
く
。昼
過
ぎ
に
よ
う
や
く
水

路
や
道
路
等
の
倒
壊
を
確
認
し
ま

し
た
。広
が
る
お
ぞ
ま
し
い
光
景
。し

か
し
、
こ
の
時
期
に
水
を
切
ら
せ
て

 

農
家
に
と
っ
て「
水
」は
命
綱

　
竹
田
市
菅
生
の
台
地
に
あ
る
農

業
用
水
路
は
、
全
長
が
４
・
５
㌖
の

う
ち
、隧
道
が
２
㌖
に
及
び
、開
渠
が

少
な
い
こ
と
が
特
長
で
、
23
㌶
の
田

ん
ぼ
に
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
災
害
時
、
鉄
板
を
引
き
上

げ
る「
門
構
え
」が
流
木
で
倒
さ
れ
、

入
口
は
高
さ
１
㍍
80
㌢
以
上
の
土

砂
に
覆
わ
れ
、
使
用
で
き
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、災
害
発
生

６
日
経
過
の
ち
、
大
蘇
ダ
ム
の
水
で

応
急
対
応
を
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
竹
田
市
は
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
を
教
訓

に
す
る
た
め
、
６
月
２
日
『
防
災
・
避
難
訓
練
』
を
市
内
全
域
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
」か
ら
ま
も
な
く
１
年
。本
格
的
な
田
植
え
シ
ー

ズ
ン
を
前
に「
竹
田
市
土
地
改
良
区
戸
上
工
区
用
水
路
」と「
荻
西
部
土
地
改

良
区
用
水
路
」が
開
通
。農
業
に
携
わ
る
関
係
者
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

本番さながらの負傷者搬送訓練

炊き出し訓練

土砂災害救出救助訓練

給水訓練

参加した多くの市民が訓練を見つめる

任務終了を報告

車から救出救助を
行う隊員たち

↑文化会館裏の玉来川沿いを歩き、避難所に向う阿蔵
地区のみなさん

↑復旧した用水路現場を案内してくれた熊野理事長

↑復旧した用水路を案内してくれた今川安徳戸上工
区長

↑災害当時の様子

待
ち
に
待
っ
た
！

生
命
線
の
用
水
路
が
開
通

は
い
け
な
い
。猶
予
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。パ
イ
プ
を
買
っ
て
き
て
仮

復
旧
に
取
り
か
か
り
応
急
措
置
。大

蘇
ダ
ム
の
水
の
使
用
許
可
が
お
り
、

最
も
心
配
を
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
な
ど

の
か
ん
水
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
設
計
士
不
足
や
水
路
の

土
地
所
有
者
問
題
、
現
場
ま
で
の
道

路
な
ど
、
復
旧
ま
で
に
容
易
で
は
な

い
長
い
道
の
り
が
待
ち
構
え
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、熊
野
理
事
長
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
熱
意
は
、
県
内

で
も
最
大
規
模
の
被
害
と
い
わ
れ

た
用
水
路
の
通
水
を
今
年
４
月
に

間
に
合
わ
せ
た
の
で
す
。

　
通
水
の
瞬
間
、
熊
野
理
事
長
は

「
水
が
踊
る
よ
う
に
と
ん
で
い
く
。嬉

し
か
っ
た
。昔
の
人
も
水
が
流
れ
た

時
に
こ
ん
な
同
じ
思
い
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
恒
常
的
に
水
不
足
の
土
地
柄
で

す
が
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
抱
く

と
と
も
に
、「
水
」へ
の
感
謝
を
こ
れ

か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
。

荻町南河内

わずかに舞う蛍は、希望の光
　昨年の豪雨災害により滝水川が氾濫し、今もなお
懸命な復旧工事が行われている荻町南河内地域。
　例年開催されていた「南河内ほたる祭り」も今年
は中止を決めました。そのような中、川の地石を積
み上げる環境型ブロックをポイントに取り入れる見
通しが立ったそうです。これは、蛍の幼虫が水から
上る「道」としての配慮です。
　南河内が度重なる災害を乗り越え「蛍の里」とし
て、地域の復興に辿りついてきたことは言うまでも
ありません。
　今回の災害で　世帯数は22世帯まで減少。
　しかし、地域の団結力は強い。「災害復旧にメド
がつけば、ほたる祭りを復活したい」という声もあ
るそうです。
　農業を営む佐藤精治さん（64歳）は「夢を語りな
がら、地域を今からもう１回作っていこうと、みん
なで話題にしている」と話してくれました。
　この日の夜、濁流の中を生きのびたわずかな蛍た
ちが畦道を舞っていました。それは、うれしい “希
望の光” でした。

↑南河内地区を舞う蛍
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的
と
し
て
い
ま
す
。

　
朝
８
時
50
分
、
告
知
放
送
に
よ
る

「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
発
表
。引
き
続

き
、
９
時
に「
避
難
準
備
情
報（
自
主

避
難
の
呼
び
掛
け
）」
を
発
表
。９
時

10
分
、
告
知
放
送
や
エ
リ
ア
メ
ー
ル

で「
避
難
勧
告
」を
発
令
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
自
治
会
が
中
心
と

な
っ
て
、「
指
定
避
難
所
の
周
知
徹

底
・
確
認
」や
、安
全
確
保
の
た
め
の

「
移
動
訓
練
」、
大
分
県
警
・
消
防
署

の
協
力
に
よ
る
住
民
等
へ
の
避
難
広

報
及
び
、
避
難
誘
導
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
避
難
場
所
と
し
た
竹
田

市
総
合
運
動
公
園
駐
車
場
に
は
、
周

辺
の
５
自
治
会
か
ら
65
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
係
団
体
か
ら
７
７
９
人

（
消
防
団
員
４
１
９
人
、市
職
員
２
８

６
人
、消
防
署
57
人
、警
察
署
17
人
）

が
参
加
。ほ
か
に
も
、避
難
が
必
要
な

危
険
箇
所
を
中
心
と
し
て
、
市
内
各

地
域
の
避
難
所
に
は
、
住
民
約
５
０

０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
文
化
会
館
前
広
場
で
は
、
竹
田
警

察
署
や
竹
田
市
消
防
署
な
ど
に
よ

る
救
出
、救
助
、応
急
手
当
、負
傷
者

搬
送
訓
練
な
ど
、
前
日
か
ら
の
雨
が

降
り
続
く
な
か
、
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
式
に
て
、
首
藤
市
長
は
「
昨

年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
悲
し
い
爪

痕
は
、
我
々
一
人
ひ
と
り
の
こ
の
胸

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
思
い
を

バ
ネ
に
し
て
、
災
害
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」と
総
括
を
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
よ
う
な
豪
雨
災
害
は
、
い

つ
何
時
発
生
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
」を
教

訓
に
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
き
っ
か

け
に
し
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
常
に
防

災
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

竹
田
市
一
斉
防
災
・
避
難
訓
練
を
実
施

悲
し
み
を
バ
ネ
に

　
今
回
の
訓
練
は
、
梅
雨
時
期
に
大

雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
、
土
砂

災
害
や
河
川
の
氾
濫
の
危
険
性
が

高
ま
っ
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
市

内
住
民
総
参
加
に
よ
る
避
難
訓
練

を
実
施
し
、「
自
助（
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
）・
共
助（
地
域
や
近
隣
の

人
が
互
い
に
助
け
合
う
）」に
基
づ
く

災
害
初
期
の「
避
難
体
制
強
化
」と
、

「
地
域
の
防
災
体
制
の
確
立
」、「
防

災
意
識
の
高
揚
」
を
図
る
こ
と
を
目

　
今
年
３
月
に
入
っ
て
復
旧
工
事
に

取
り
か
か
り
、
５
月
10
日
に
通
水
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　「
あ
の
７
月
12
日
以
降
は
、
組
合

員
の
生
活
を
守
る
責
任
感
を
抱
え
、

夜
も
眠
れ
な
い
日
々
だ
っ
た
」
と
振

り
返
る
竹
田
市
土
地
改
良
区
戸
上

工
区
長
の
今
川
安
徳
さ
ん（
66
歳
）。

　「
一
時
は
田
植
え
が
で
き
る
か
で

き
な
い
か
の
境
だ
っ
た
。水
が
流
れ

た
時
は
最
高
の
気
持
ち
だ
っ
た
」

　
農
家
に
と
っ
て「
水
」は
命
綱
。戸

上
工
区
組
合
員
の
み
な
さ
ん
は
、
安

定
し
た
水
の
供
給
を
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

 

先
人
の「
通
水
の
思
い
」共
感

　「
あ
の
日
、激
し
い
雨
で
田
ん
ぼ
か

ら
水
が
溢
れ
、
家
の
前
の
道
が
膝
上

の
高
さ
ほ
ど
の
川
に
な
っ
て
い
た
。

怖
く
て
思
わ
ず
後
ず
さ
り
を
し
た
」

　
高
台
に
あ
る
荻
町
政
所
に
住
む

荻
西
部
土
地
改
良
区
理
事
長
・
熊

野
一
男
さ
ん
（
63
歳
）。菊
栽
培
の
た

め
、
朝
５
時
に
家
を
出
た
当
時
の
様

子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　「
水
路
の
水
を
と
め
て
」、「
降
り
方

が
あ
ぶ
な
い
の
で
水
路
に
行
く

な
！
」…

。尋
常
で
は
な
い
状
況
下

で
、
早
朝
か
ら
組
合
員
と
の
や
り
と

り
が
続
く
。昼
過
ぎ
に
よ
う
や
く
水

路
や
道
路
等
の
倒
壊
を
確
認
し
ま

し
た
。広
が
る
お
ぞ
ま
し
い
光
景
。し

か
し
、
こ
の
時
期
に
水
を
切
ら
せ
て

 

農
家
に
と
っ
て「
水
」は
命
綱

　
竹
田
市
菅
生
の
台
地
に
あ
る
農

業
用
水
路
は
、
全
長
が
４
・
５
㌖
の

う
ち
、隧
道
が
２
㌖
に
及
び
、開
渠
が

少
な
い
こ
と
が
特
長
で
、
23
㌶
の
田

ん
ぼ
に
水
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
災
害
時
、
鉄
板
を
引
き
上

げ
る「
門
構
え
」が
流
木
で
倒
さ
れ
、

入
口
は
高
さ
１
㍍
80
㌢
以
上
の
土

砂
に
覆
わ
れ
、
使
用
で
き
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、災
害
発
生

６
日
経
過
の
ち
、
大
蘇
ダ
ム
の
水
で

応
急
対
応
を
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
竹
田
市
は
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
を
教
訓

に
す
る
た
め
、
６
月
２
日
『
防
災
・
避
難
訓
練
』
を
市
内
全
域
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
」か
ら
ま
も
な
く
１
年
。本
格
的
な
田
植
え
シ
ー

ズ
ン
を
前
に「
竹
田
市
土
地
改
良
区
戸
上
工
区
用
水
路
」と「
荻
西
部
土
地
改

良
区
用
水
路
」が
開
通
。農
業
に
携
わ
る
関
係
者
の
声
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

本番さながらの負傷者搬送訓練

炊き出し訓練

土砂災害救出救助訓練

給水訓練

参加した多くの市民が訓練を見つめる

任務終了を報告

車から救出救助を
行う隊員たち

↑文化会館裏の玉来川沿いを歩き、避難所に向う阿蔵
地区のみなさん

↑復旧した用水路現場を案内してくれた熊野理事長

↑復旧した用水路を案内してくれた今川安徳戸上工
区長

↑災害当時の様子

待
ち
に
待
っ
た
！

生
命
線
の
用
水
路
が
開
通

は
い
け
な
い
。猶
予
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。パ
イ
プ
を
買
っ
て
き
て
仮

復
旧
に
取
り
か
か
り
応
急
措
置
。大

蘇
ダ
ム
の
水
の
使
用
許
可
が
お
り
、

最
も
心
配
を
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
な
ど

の
か
ん
水
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
設
計
士
不
足
や
水
路
の

土
地
所
有
者
問
題
、
現
場
ま
で
の
道

路
な
ど
、
復
旧
ま
で
に
容
易
で
は
な

い
長
い
道
の
り
が
待
ち
構
え
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、熊
野
理
事
長
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
熱
意
は
、
県
内

で
も
最
大
規
模
の
被
害
と
い
わ
れ

た
用
水
路
の
通
水
を
今
年
４
月
に

間
に
合
わ
せ
た
の
で
す
。

　
通
水
の
瞬
間
、
熊
野
理
事
長
は

「
水
が
踊
る
よ
う
に
と
ん
で
い
く
。嬉

し
か
っ
た
。昔
の
人
も
水
が
流
れ
た

時
に
こ
ん
な
同
じ
思
い
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
恒
常
的
に
水
不
足
の
土
地
柄
で

す
が
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
抱
く

と
と
も
に
、「
水
」へ
の
感
謝
を
こ
れ

か
ら
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で

す
。

荻町南河内

わずかに舞う蛍は、希望の光
　昨年の豪雨災害により滝水川が氾濫し、今もなお
懸命な復旧工事が行われている荻町南河内地域。
　例年開催されていた「南河内ほたる祭り」も今年
は中止を決めました。そのような中、川の地石を積
み上げる環境型ブロックをポイントに取り入れる見
通しが立ったそうです。これは、蛍の幼虫が水から
上る「道」としての配慮です。
　南河内が度重なる災害を乗り越え「蛍の里」とし
て、地域の復興に辿りついてきたことは言うまでも
ありません。
　今回の災害で　世帯数は22世帯まで減少。
　しかし、地域の団結力は強い。「災害復旧にメド
がつけば、ほたる祭りを復活したい」という声もあ
るそうです。
　農業を営む佐藤精治さん（64歳）は「夢を語りな
がら、地域を今からもう１回作っていこうと、みん
なで話題にしている」と話してくれました。
　この日の夜、濁流の中を生きのびたわずかな蛍た
ちが畦道を舞っていました。それは、うれしい “希
望の光” でした。

↑南河内地区を舞う蛍
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か
っ
た
流
木
が
堰
上
げ
を
引
き
起
こ

し
た
こ
と
が
原
因
。魚
住
ダ
ム
の
影

響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」な
ど
、検
証
に

関
連
す
る
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
へ
の
対
応

策
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
対
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
流
木
対
策
】

　
河
川
沿
い
の
人
工
林
を
広
葉
樹

林
化
し
流
木
の
減
少
を
図
る
「
災
害

に
強
い
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
」
へ

の
取
り
組
み

【
洪
水
対
策
】

　
各
河
川
の
災
害
復
旧
事
業
を
基

本
と
し
て
、
さ
ら
に
住
宅
浸
水
被
害

地
区
に
つ
い
て
は
局
部
対
策
を
実
施

（
玉
来
川
）

玉
来
新
橋
か
ら
、矢
倉
川
合
流
点

・
阿
蔵
新
橋
の
撤
去
　
・
稲
荷
橋
の

嵩
上
げ
　
・
護
岸
の
嵩
上
げ
　
・
堆

積
土
砂
の
除
去
　
・
堤
防
の
引
堤

・
逆
流
防
止
対
策

（
大
野
川
）

〔
十
川
地
区
〕・
河
床（
岩
盤
）の
掘
削

〔
岩
本
地
区
〕・
堆
積
土
砂
の
除
去

・
堤
防
の
嵩
上
げ

（
滝
水
川
）

　
主
に
瀬
目
地
区
か
ら
平
原
地
区

・
堆
積
土
砂
の
除
去
　
・
堤
防
の
嵩
上
げ

【
竹
田
調
整
池
堰（
魚
住
ダ
ム
）】

・
堆
積
土
砂
の
浚
渫
　
・
大
雨
洪
水

警
報
等
が
発
せ
ら
れ
た
際
の
水
位

（
予
備
放
流
水
位
）を
こ
れ
ま
で
よ
り

１
・
15
㍍
低
下
す
る
。

【
情
報
収
集
・
伝
達
】

・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）の
活
用
　
・
国
へ
の
事
業
提
案

　
今
回
の
会
議
で
、
災
害
の
原
因
の

検
証
と
対
応
策
に
一
定
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
５
回
に

わ
た
る
検
証
の
結
果
を
活
か
し
、
１

日
も
早
い
復
旧
復
興
と
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
述
べ
、会
議
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
中
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
整
理
が
で
き
次
第
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課

行
政
係
　
☎
６
３-

１
１
１
１（
内
線

２
１
１
）

７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
「
第
５
回
検
証
会
議
」

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を

防災は「地域を知ること」

「TOP懇談会」を開催

対話で生み出す政策

　
昨
年
７
月
12
日
に
発
生
し
た
竹

田
市
豪
雨
災
害
に
伴
う
「
第
５
回
検

証
会
議
」
が
、
５
月
27
日
に
市
本
庁

舎
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
検
証
会
議
に
は
、
環
境
水

利
学
の
専
門
家
で
あ
る
九
州
大
学

の
小
松
利
光
名
誉
教
授
を
招
き
「
平

成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
学

ぶ
こ
と
〜
玉
来
川
の
氾
濫
を
中
心

と
し
て
〜
」と
題
し
、講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。教
授
か
ら
は
「
地
球
温
暖

化
等
に
よ
る
豪
雨
、
台
風
の
強
大
化

な
ど
災
害
外
力
は
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
る
。河
川
横
断
工
作
物
の

構
造
基
準
を
見
直
す
べ
き
」、「
阿
蔵

新
橋
付
近
で
の
氾
濫
は
、
橋
に
か

　「
政
策
は
対
話
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
」と
い
う
信
念
に
基
づ
く「
対

話
行
政
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

地
域
単
位
の
市
政
懇
談
会
「
平
成

25
年
度
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
ト
ッ
プ
）懇
談
会
」

が
現
在
開
催
中
で
す
。

　
５
月
28
日
は
竹
田
地
域
東
部
（
竹

田
・
岡
本
・
明
治
・
豊
岡
）、
29
日

は
西
部
（
玉
来
・
松
本
・
菅
生
）、

30
日
は
南
部
（
入
田
・
嫗
岳
・
宮

砥
）、
31
日
は
北
部
（
宮
城
・
城
原
）

の
竹
田
地
域
４
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
当
面
の
重
要

課
題
に
絞
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

次
の
テ
ー
マ
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
１
．
竹
田
市
の
財
政
状
況

　
２
．
農
地
・
施
設
災
害

　
３
．
河
川
改
修
計
画
等

　
４
．
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
５
．
文
化
会
館
復
興

　
い
ず
れ
の
会
場
に
お
き
ま
し
て

も
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
詳
細
は
残
り
の
地
区
を

含
め
て
、
市
報
８
月
号
で
掲
載
し
ま

す
）

　
こ
の
度
は
、
市
民
の
皆
様
の
貴
重

な
「
声
」
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
政
策
実
現
に
向
け
た
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
７
月
１
日
（
月
）
に
荻

地
域
（
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能

室
）、
７
月
２
日
（
火
）
に
久
住
地

域
（
久
住
公
民
館
機
能
回
復
訓
練

室
）、
７
月
３
日
（
水
）
に
直
入
地

域
（
直
入
支
所
大
会
議
室
）
で
開
催

し
ま
す
。
地
域
の
多
く
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
５
０
０
万
円
で
す
の
で
、
竹
田
市

は
そ
の
約
48
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
注
状
況
は
頭
首
工
や
幹

線
水
路
等
の
通
水
し
て
い
な
い
用
水

施
設
や
、道
路
、影
響
の
高
い
施
設
を

優
先
的
に
発
注
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
業
用

施
設（
水
路
・
農
道
等
）被
害
件
数
は

８
５
８
件
、農
地
は
１
０
４
７
件
。総

額
で
約
38
億
２
３
０
８
万
円
の
被
害

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
全
体
の
被
害
額
は
約
78
億

　６月８日、自主防災組織の要となる自主防災会長、
自治会、防災士等を対象に「地域防災推進講演会」
が竹田市総合社会福祉センターで開催されました。
　第１部では静岡大学防災総合センター副セン
ター長の牛山素行氏を講師に迎え、「地域を知り防
災を考える～最近の豪雨災害事例から学ぶこと～」
と題して基調講演が行われました。
　牛山氏は、全国で発生した災害の事例を挙げ、
「地域防災は『地域を知ること』、『具体的に考える
こと』、『避難を画一的にとらえないこと』が重要」
と講じました。
　第２部のパネルディスカッションでは「未来を守
る－竹田水害を教訓に－」をテーマに昨年の豪雨災
害を振り返りながら、防災についての意見発表が
行われました。

　TOP懇談会では、文化会館復興にあたっての復興
パターンとして次の４つの案を提示し、市民のみな
さんからのご意見をいだたいています。
①現在地での災害復旧【災害復旧事業】
　既存の文化会館、中央公民館、体育センターを
改修し現在地で復旧する。

②現在地での移転新築【災害復旧事業】
　既存の施設を解体撤去し、文化会館、中央公民
館機能を現駐車場に移転新築する。（800席アリー
ナホールを想定）

③新規場所への移転新築【新規制度事業】
　既存の施設を解体撤去し、文化会館、中央公民
館機能を総合運動公園に移転新築をする。（800
席アリーナホールを想定）

④取壊し撤去【くじゅうサンホール等を使用】
　既存の施設を解体撤去し、久住公民館くじゅう
サンホール等を使用する。

↑第５回検証会議

↑竹田地域で行われたTOP懇談会

↑「豪雨の時、流れる水には近づかな
いで」と話す牛山氏

↑前自治会長や消防団長、社協支所長
がパネラーとして参加

地域防災推進講演会
前
に
進
ん
で
い
ま
す
！

　
　竹
田
市
の
農
地
・
農
業
用
施
設
被
害
「
発
注
率
」

し
た
。

　
そ
の
他
で
は
緊
急
を
要
す
る
も
の

（
家
屋
の
裏
に
位
置
す
る
田
ん
ぼ
や

水
路
等
）
を
設
計
し
て
随
時
発
注
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
発
注
見
込
件
数
は
農
業
用
施
設
で

６
７
７
件（
発
注
率
78
・
９
％
）、
農

地
で
５
５
４
件（
発
注
率
52
・
91
％
）

で
全
体
で
64
・
62
％
の
発
注
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
は
平
成
24
年
に
40
万
円
未

満
の
小
災
害
復
旧
制
度
を
創
設
。市

内
で
約
３
０
０
件
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
が
、「
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
」

や「
リ
ー
ス
器
材
の
不
足
」等
の
理
由

に
よ
り
、24
年
度
中
は
農
地
が
81
件
、

農
業
用
施
設
が
34
件
、
合
計
１
１
５

件
の
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
１
日
も
早
い
復
興
に
向
け

て
努
力
を
続
け
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
林
整
備

課
　
☎
６
３-

４
８
０
６

文化会館復興に向けて
みんなで考えています！

7.12発生　梅雨前線豪雨農地・農業用施設被害発注状況（平成25年５月末現在）

■被害・発注件数

地区名

荻
久住
直入

竹田    　　

竹田市合計

農　　地 農業用施設 計

東部
西部
南部
北部

被害件数
189件
184
8
140
87
101
338
1047

発注見込件数
82件
114
8
60
54
46
190
554

発注率
43.39%
61.96
100.00
42.86
62.07
45.54
56.21
52.91

被害件数
170件
163
19
93
112
52
249
858

発注見込件数
137件
151
19
73
91
42
164
677

発注率
80.59%
92.64
100.00
78.49
81.25
80.77
65.86
78.90

被害件数
359件
347
27
233
199
153
587
1905

発注見込件数
219件
265
27
133
145
88
354
1231

発注率
61.00%
76.37
100.00
57.08
72.86
57.52
60.31
64.62

■被害・発注額
農　　地 農業用施設 計

被害額

17億
9,203万円

発注見込額

９億
84万円

発注率

50.27%

被害額

20億
3,104万円

発注見込額

18億
4,944万円

発注率

91.06%

被害額

38億
2,308万円

発注見込額

27億
5,028万円

発注率

71.94%
竹田市

なお、６月末にはほとんどの箇所で発注を終える予定です。
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７.12竹田市豪雨水害から１年　「立ち上がる竹田」

か
っ
た
流
木
が
堰
上
げ
を
引
き
起
こ

し
た
こ
と
が
原
因
。魚
住
ダ
ム
の
影

響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」な
ど
、検
証
に

関
連
す
る
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
証
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
へ
の
対
応

策
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
対
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
流
木
対
策
】

　
河
川
沿
い
の
人
工
林
を
広
葉
樹

林
化
し
流
木
の
減
少
を
図
る
「
災
害

に
強
い
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
」
へ

の
取
り
組
み

【
洪
水
対
策
】

　
各
河
川
の
災
害
復
旧
事
業
を
基

本
と
し
て
、
さ
ら
に
住
宅
浸
水
被
害

地
区
に
つ
い
て
は
局
部
対
策
を
実
施

（
玉
来
川
）

玉
来
新
橋
か
ら
、矢
倉
川
合
流
点

・
阿
蔵
新
橋
の
撤
去
　
・
稲
荷
橋
の

嵩
上
げ
　
・
護
岸
の
嵩
上
げ
　
・
堆

積
土
砂
の
除
去
　
・
堤
防
の
引
堤

・
逆
流
防
止
対
策

（
大
野
川
）

〔
十
川
地
区
〕・
河
床（
岩
盤
）の
掘
削

〔
岩
本
地
区
〕・
堆
積
土
砂
の
除
去

・
堤
防
の
嵩
上
げ

（
滝
水
川
）

　
主
に
瀬
目
地
区
か
ら
平
原
地
区

・
堆
積
土
砂
の
除
去
　
・
堤
防
の
嵩
上
げ

【
竹
田
調
整
池
堰（
魚
住
ダ
ム
）】

・
堆
積
土
砂
の
浚
渫
　
・
大
雨
洪
水

警
報
等
が
発
せ
ら
れ
た
際
の
水
位

（
予
備
放
流
水
位
）を
こ
れ
ま
で
よ
り

１
・
15
㍍
低
下
す
る
。

【
情
報
収
集
・
伝
達
】

・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）の
活
用
　
・
国
へ
の
事
業
提
案

　
今
回
の
会
議
で
、
災
害
の
原
因
の

検
証
と
対
応
策
に
一
定
の
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
首
藤
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
５
回
に

わ
た
る
検
証
の
結
果
を
活
か
し
、
１

日
も
早
い
復
旧
復
興
と
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
述
べ
、会
議
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
調
査
中
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
整
理
が
で
き
次
第
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課

行
政
係
　
☎
６
３-

１
１
１
１（
内
線

２
１
１
）

７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
「
第
５
回
検
証
会
議
」

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
を

防災は「地域を知ること」

「TOP懇談会」を開催

対話で生み出す政策

　
昨
年
７
月
12
日
に
発
生
し
た
竹

田
市
豪
雨
災
害
に
伴
う
「
第
５
回
検

証
会
議
」
が
、
５
月
27
日
に
市
本
庁

舎
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
検
証
会
議
に
は
、
環
境
水

利
学
の
専
門
家
で
あ
る
九
州
大
学

の
小
松
利
光
名
誉
教
授
を
招
き
「
平

成
24
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
学

ぶ
こ
と
〜
玉
来
川
の
氾
濫
を
中
心

と
し
て
〜
」と
題
し
、講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。教
授
か
ら
は
「
地
球
温
暖

化
等
に
よ
る
豪
雨
、
台
風
の
強
大
化

な
ど
災
害
外
力
は
年
々
大
き
く

な
っ
て
い
る
。河
川
横
断
工
作
物
の

構
造
基
準
を
見
直
す
べ
き
」、「
阿
蔵

新
橋
付
近
で
の
氾
濫
は
、
橋
に
か

　「
政
策
は
対
話
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
」と
い
う
信
念
に
基
づ
く「
対

話
行
政
」
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

地
域
単
位
の
市
政
懇
談
会
「
平
成

25
年
度
Ｔ
Ｏ
Ｐ（
ト
ッ
プ
）懇
談
会
」

が
現
在
開
催
中
で
す
。

　
５
月
28
日
は
竹
田
地
域
東
部
（
竹

田
・
岡
本
・
明
治
・
豊
岡
）、
29
日

は
西
部
（
玉
来
・
松
本
・
菅
生
）、

30
日
は
南
部
（
入
田
・
嫗
岳
・
宮

砥
）、
31
日
は
北
部
（
宮
城
・
城
原
）

の
竹
田
地
域
４
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
懇
談
会
は
、
当
面
の
重
要

課
題
に
絞
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

次
の
テ
ー
マ
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
１
．
竹
田
市
の
財
政
状
況

　
２
．
農
地
・
施
設
災
害

　
３
．
河
川
改
修
計
画
等

　
４
．
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
５
．
文
化
会
館
復
興

　
い
ず
れ
の
会
場
に
お
き
ま
し
て

も
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
詳
細
は
残
り
の
地
区
を

含
め
て
、
市
報
８
月
号
で
掲
載
し
ま

す
）

　
こ
の
度
は
、
市
民
の
皆
様
の
貴
重

な
「
声
」
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
政
策
実
現
に
向
け
た
有
意

義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
７
月
１
日
（
月
）
に
荻

地
域
（
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能

室
）、
７
月
２
日
（
火
）
に
久
住
地

域
（
久
住
公
民
館
機
能
回
復
訓
練

室
）、
７
月
３
日
（
水
）
に
直
入
地

域
（
直
入
支
所
大
会
議
室
）
で
開
催

し
ま
す
。
地
域
の
多
く
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
５
０
０
万
円
で
す
の
で
、
竹
田
市

は
そ
の
約
48
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
注
状
況
は
頭
首
工
や
幹

線
水
路
等
の
通
水
し
て
い
な
い
用
水

施
設
や
、道
路
、影
響
の
高
い
施
設
を

優
先
的
に
発
注
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
業
用

施
設（
水
路
・
農
道
等
）被
害
件
数
は

８
５
８
件
、農
地
は
１
０
４
７
件
。総

額
で
約
38
億
２
３
０
８
万
円
の
被
害

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
全
体
の
被
害
額
は
約
78
億

　６月８日、自主防災組織の要となる自主防災会長、
自治会、防災士等を対象に「地域防災推進講演会」
が竹田市総合社会福祉センターで開催されました。
　第１部では静岡大学防災総合センター副セン
ター長の牛山素行氏を講師に迎え、「地域を知り防
災を考える～最近の豪雨災害事例から学ぶこと～」
と題して基調講演が行われました。
　牛山氏は、全国で発生した災害の事例を挙げ、
「地域防災は『地域を知ること』、『具体的に考える
こと』、『避難を画一的にとらえないこと』が重要」
と講じました。
　第２部のパネルディスカッションでは「未来を守
る－竹田水害を教訓に－」をテーマに昨年の豪雨災
害を振り返りながら、防災についての意見発表が
行われました。

　TOP懇談会では、文化会館復興にあたっての復興
パターンとして次の４つの案を提示し、市民のみな
さんからのご意見をいだたいています。
①現在地での災害復旧【災害復旧事業】
　既存の文化会館、中央公民館、体育センターを
改修し現在地で復旧する。
②現在地での移転新築【災害復旧事業】
　既存の施設を解体撤去し、文化会館、中央公民
館機能を現駐車場に移転新築する。（800席アリー
ナホールを想定）
③新規場所への移転新築【新規制度事業】
　既存の施設を解体撤去し、文化会館、中央公民
館機能を総合運動公園に移転新築をする。（800
席アリーナホールを想定）
④取壊し撤去【くじゅうサンホール等を使用】
　既存の施設を解体撤去し、久住公民館くじゅう
サンホール等を使用する。

↑第５回検証会議

↑竹田地域で行われたTOP懇談会

↑「豪雨の時、流れる水には近づかな
いで」と話す牛山氏

↑前自治会長や消防団長、社協支所長
がパネラーとして参加

地域防災推進講演会
前
に
進
ん
で
い
ま
す
！

　
　竹
田
市
の
農
地
・
農
業
用
施
設
被
害
「
発
注
率
」

し
た
。

　
そ
の
他
で
は
緊
急
を
要
す
る
も
の

（
家
屋
の
裏
に
位
置
す
る
田
ん
ぼ
や

水
路
等
）
を
設
計
し
て
随
時
発
注
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
発
注
見
込
件
数
は
農
業
用
施
設
で

６
７
７
件（
発
注
率
78
・
９
％
）、
農

地
で
５
５
４
件（
発
注
率
52
・
91
％
）

で
全
体
で
64
・
62
％
の
発
注
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
は
平
成
24
年
に
40
万
円
未

満
の
小
災
害
復
旧
制
度
を
創
設
。市

内
で
約
３
０
０
件
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
が
、「
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
」

や「
リ
ー
ス
器
材
の
不
足
」等
の
理
由

に
よ
り
、24
年
度
中
は
農
地
が
81
件
、

農
業
用
施
設
が
34
件
、
合
計
１
１
５

件
の
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
１
日
も
早
い
復
興
に
向
け

て
努
力
を
続
け
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
林
整
備

課
　
☎
６
３-

４
８
０
６

文化会館復興に向けて
みんなで考えています！

7.12発生　梅雨前線豪雨農地・農業用施設被害発注状況（平成25年５月末現在）

■被害・発注件数

地区名

荻
久住
直入

竹田    　　

竹田市合計

農　　地 農業用施設 計

東部
西部
南部
北部

被害件数
189件
184
8
140
87
101
338
1047

発注見込件数
82件
114
8
60
54
46
190
554

発注率
43.39%
61.96
100.00
42.86
62.07
45.54
56.21
52.91

被害件数
170件
163
19
93
112
52
249
858

発注見込件数
137件
151
19
73
91
42
164
677

発注率
80.59%
92.64
100.00
78.49
81.25
80.77
65.86
78.90

被害件数
359件
347
27
233
199
153
587
1905

発注見込件数
219件
265
27
133
145
88
354
1231

発注率
61.00%
76.37
100.00
57.08
72.86
57.52
60.31
64.62

■被害・発注額
農　　地 農業用施設 計

被害額

17億
9,203万円

発注見込額

９億
84万円

発注率

50.27%

被害額

20億
3,104万円

発注見込額

18億
4,944万円

発注率

91.06%

被害額

38億
2,308万円

発注見込額

27億
5,028万円

発注率

71.94%
竹田市

なお、６月末にはほとんどの箇所で発注を終える予定です。
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市
債

諸
収
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繰
越
金

繰
入
金

寄
附
金

財
産
収
入

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

使
用
料
及
び
手
数
料

分
担
金
及
び
負
担
金

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

地
方
交
付
税

地
方
特
例
交
付
金

自
動
車
取
得
税
交
付
金

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

地
方
消
費
税
交
付
金

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

配
当
割
交
付
金

利
子
割
交
付
金

地
方
譲
与
税

市
税

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

予
備
費

公
債
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

消
防
費

土
木
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

労
働
費

衛
生
費

民
生
費

総
務
費

議
会
費

単
位
：
千
円

単
位
：
千
円

当初予算額
１号補正

当初予算額
１号補正

平成25年度予算をお知らせします
肉付け予算（１号補正）後の一般会計予算総額は

211億7,513万円です

６月補正
予算が可決

肉
付
け
予
算
が
本
格
始
動
！

　広報たけた４月号においてお知らせした平成25年度当初予算は、市長選挙が行われるため骨格予算となっ
ていました。
　今回は、その予算に対する肉付け予算として実質上の当初予算を編成したので、お知らせします。

用語説明
○一 般 会 計　市民の暮らしにもっとも深い関わりがある会計で、市が行う仕事の基本的な経費を中心に予算計上されています。
○骨 格 予 算　市長の選挙などにより政策的な判断ができにくいときに、政策的経費等の予算計上を避け、義務的経費等必要

最小限度の経費を計上する予算です。
○肉付け予算　骨格予算に政策的経費や新規事業費等を加える補正予算です。

肉付け予算後
1,852,096
270,001
3,500
1,500
500

220,000
8,000
50,000
3,000

8,600,000
5,000

363,114
342,918
1,750,691
4,721,947
74,116
7,920

1,041,248
1

250,278
1,609,300
21,175,130

肉付け予算
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

8,665
234

81,398
26,985
202
200

363,510
0

11,036
△ 90,000
402,230

当初予算額
1,852,096
270,001
3,500
1,500
500

220,000
8,000
50,000
3,000

8,600,000
5,000

354,449
342,684
1,669,293
4,694,962
73,914
7,720

677,738
1

239,242
1,699,300
20,772,900

区　　　分
市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

総　　額

肉付け予算後
189,706
2,625,927
4,766,802
1,205,312
90,761

1,934,272
397,152
1,265,805
1,227,155
1,316,469
3,756,113
2,379,656
20,000

21,175,130

肉付け予算
△ 6,781
82,136
△ 5,533
△ 15,776
22,165
134,956
50,715
191,845
33,379

△ 87,254
2,378

0
0

402,230

当初予算額
196,487
2,543,791
4,772,335
1,221,088
68,596

1,799,316
346,437
1,073,960
1,193,776
1,403,723
3,753,735
2,379,656
20,000

20,772,900

区　　　分
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費

総　　額

歳入

補正計上された主な事業

歳出単位：千円

（単位：千円）

単位：千円

736,591 
862,203 
72,346 
142,536 
17,247 
21,173 

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税

単位：千円

平成25年度予算

市
税
内
訳

歳　入

歳　出　総額211億7,513万円

◇
復
旧
復
興
事
業
進
む
◇

　
竹
田
市
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
、

農
地
災
害
で
昨
年
度
契
約
で
き
な
か
っ
た
過

年
災
と
し
て
、
２
億
９
千
万
円
余
り
を
補
正

計
上
し
ま
し
た
。
逆
に
過
年
災
と
し
て
本
年

度
計
上
し
て
い
た
農
業
用
施
設
災
害
で
昨
年

度
に
契
約
で
き
た
分
な
ど
３
億
４
千
万
円
余

り
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
が
行
う
稲
荷
橋
（
玉
来
地
区
）

の
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
費
が
確
定
し
た

た
め
市
の
負
担
金
約
５
千
２
百
万
円
を
増
額

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
負
担
金
の
総

額
は
約
７
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
に
関
連
し
、
市
道
玉
来
阿
蔵
線

に
架
か
る
阿
蔵
新
橋
の
撤
去
を
行
い
、
都
市

計
画
道
路
竹
田
玉
来
線
へ
の
取
付
道
路
を
整

備
す
る
事
業
費
約
６
千
２
百
万
円
が
土
木
費

に
計
上
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
救
助
費
と
し
て
、
被
災
者
住
宅
再
建

支
援
事
業
費
補
助
金
も
約
４
千
５
百
万
円
を

増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
壊

や
半
壊
な
ど
の
被
災
区
分
に
応
じ
た
基
礎
支

援
金
の
支
給
や
、
住
宅
の
建
設
や
購
入
、
補

修
に
充
て
ら
れ
る
加
算
支
援
金
が
該
当
す
る

世
帯
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
竹
田
ら
し
い
施
策
展
開
◇

　
本
市
は
、Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
を
基
軸
と
し
た
独

自
施
策
を
引
き
続
き
展
開
し
ま
す
。

　
敬
老
会
補
助
や
椎
茸
種
駒
助
成
な
ど
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
従
来
の
補
助
制
度
を

継
続
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
フ
ト
事

業
、
と
り
わ
け
研
修
を
通
じ
た「
人
づ
く
り
」

に
主
眼
を
置
い
た
新
た
な
事
業
も
本
年
度
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
街
づ
く
り
や
新
た
な
農
業
技
術
取
得
に
要

す
る
研
修
費
用
を
助
成
し
、
活
力
あ
る
竹
田

市
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
必
要
な

部
分
に
つ
い
て
は
、
大
胆
な
財
政
措
置
を
講

じ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
行
政
運
営
に
努
め
る

こ
と
が
、
ふ
る
さ
と
の
再
生
と
再
興
に
つ
な

が
る
一
番
の
早
道
で
す
。

↑撤去される阿蔵新橋

　
竹
田
市
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
で
可
決
さ
れ
た
本
年
度
の
一

般
会
計
等
当
初
予
算
は
、
４
月
の
竹
田
市
長
・
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
執

行
を
控
え
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
首
藤
市
政
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
受
け
、
６
月
の
第
２
回
定
例
会
に
本
年

度
の
本
格
的
な
政
策
予
算
を
提
案
、
26
日
全
て
の
予
算
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
市
は
災
害
復
興
を
第
一
義
に
復
旧
事
業
を
加
速
し
、
あ
わ
せ
て
基
礎
自

治
体
の
自
立
を
め
ざ
し
、
竹
田
ら
し
い
独
自
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
一
端
を
一
般
会
計
の
歳
出
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

予算額

1,000

8,560

6,204

570

5,800

9,000

7,274

62,700

34,256

24,840

12,236

52,020

担当課等
企　画
情報課
企　画
情報課
福　祉
事務所

農政課

農政課

畜　産
振興室

農政課

建設課

建設課

建設課

図書館

建設課

事　業　内　容
実践型街づくり事業補助金
（市民、職員の視察研修補助）
農村回帰推進事業補助金
（空き店舗活用や短期滞在等への助成）
敬老会補助金
（敬老会実施団体に1人当り800円助成）
新技術取得チャレンジ事業費補助金
（新農業技術取得研修への助成）
環境に配慮した畑作営農奨励事業費補助金
（露地野菜の成分分解マルチへの助成）
但馬種雄牛利用促進保留購入事業費補助金
（保留1頭当り5万円助成）
椎茸種駒購入費助成事業費補助金
（2万駒以上に対し、1駒当り0.5円助成）
市道玉来阿蔵線改良事業
（阿蔵新橋撤去及び取付道路の整備）
市営急傾斜地崩壊対策事業
（天神鶴、三佐、政所等計6か所）
定住促進住宅建設事業
（空き家を活用した移住者向け住宅整備）
新図書館建設事業
（基本構想・基本計画策定等委託料等）
道路橋りょう災害復旧事業費
（稲荷橋の県営工事負担金増額分）
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分
担
金
及
び
負
担
金

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

地
方
交
付
税

地
方
特
例
交
付
金

自
動
車
取
得
税
交
付
金

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

地
方
消
費
税
交
付
金

株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

配
当
割
交
付
金

利
子
割
交
付
金

地
方
譲
与
税

市
税

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

予
備
費

公
債
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

消
防
費

土
木
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

労
働
費

衛
生
費

民
生
費

総
務
費

議
会
費

単
位
：
千
円

単
位
：
千
円

当初予算額
１号補正

当初予算額
１号補正

平成25年度予算をお知らせします
肉付け予算（１号補正）後の一般会計予算総額は

211億7,513万円です

６月補正
予算が可決

肉
付
け
予
算
が
本
格
始
動
！

　広報たけた４月号においてお知らせした平成25年度当初予算は、市長選挙が行われるため骨格予算となっ
ていました。
　今回は、その予算に対する肉付け予算として実質上の当初予算を編成したので、お知らせします。

用語説明
○一 般 会 計　市民の暮らしにもっとも深い関わりがある会計で、市が行う仕事の基本的な経費を中心に予算計上されています。
○骨 格 予 算　市長の選挙などにより政策的な判断ができにくいときに、政策的経費等の予算計上を避け、義務的経費等必要

最小限度の経費を計上する予算です。
○肉付け予算　骨格予算に政策的経費や新規事業費等を加える補正予算です。

肉付け予算後
1,852,096
270,001
3,500
1,500
500

220,000
8,000
50,000
3,000

8,600,000
5,000

363,114
342,918
1,750,691
4,721,947
74,116
7,920

1,041,248
1

250,278
1,609,300
21,175,130

肉付け予算
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

8,665
234

81,398
26,985
202
200

363,510
0

11,036
△ 90,000
402,230

当初予算額
1,852,096
270,001
3,500
1,500
500

220,000
8,000
50,000
3,000

8,600,000
5,000

354,449
342,684
1,669,293
4,694,962
73,914
7,720

677,738
1

239,242
1,699,300
20,772,900

区　　　分
市税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市債

総　　額

肉付け予算後
189,706
2,625,927
4,766,802
1,205,312
90,761

1,934,272
397,152
1,265,805
1,227,155
1,316,469
3,756,113
2,379,656
20,000

21,175,130

肉付け予算
△ 6,781
82,136
△ 5,533
△ 15,776
22,165
134,956
50,715
191,845
33,379

△ 87,254
2,378

0
0

402,230

当初予算額
196,487
2,543,791
4,772,335
1,221,088
68,596

1,799,316
346,437
1,073,960
1,193,776
1,403,723
3,753,735
2,379,656
20,000

20,772,900

区　　　分
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
予備費

総　　額

歳入

補正計上された主な事業

歳出単位：千円

（単位：千円）

単位：千円

736,591 
862,203 
72,346 
142,536 
17,247 
21,173 

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税

単位：千円

平成25年度予算

市
税
内
訳

歳　入

歳　出　総額211億7,513万円

◇
復
旧
復
興
事
業
進
む
◇

　
竹
田
市
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
、

農
地
災
害
で
昨
年
度
契
約
で
き
な
か
っ
た
過

年
災
と
し
て
、
２
億
９
千
万
円
余
り
を
補
正

計
上
し
ま
し
た
。
逆
に
過
年
災
と
し
て
本
年

度
計
上
し
て
い
た
農
業
用
施
設
災
害
で
昨
年

度
に
契
約
で
き
た
分
な
ど
３
億
４
千
万
円
余

り
を
減
額
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
が
行
う
稲
荷
橋
（
玉
来
地
区
）

の
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業
費
が
確
定
し
た

た
め
市
の
負
担
金
約
５
千
２
百
万
円
を
増
額

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
負
担
金
の
総

額
は
約
７
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
復
旧
に
関
連
し
、
市
道
玉
来
阿
蔵
線

に
架
か
る
阿
蔵
新
橋
の
撤
去
を
行
い
、
都
市

計
画
道
路
竹
田
玉
来
線
へ
の
取
付
道
路
を
整

備
す
る
事
業
費
約
６
千
２
百
万
円
が
土
木
費

に
計
上
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
災
害
救
助
費
と
し
て
、
被
災
者
住
宅
再
建

支
援
事
業
費
補
助
金
も
約
４
千
５
百
万
円
を

増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
壊

や
半
壊
な
ど
の
被
災
区
分
に
応
じ
た
基
礎
支

援
金
の
支
給
や
、
住
宅
の
建
設
や
購
入
、
補

修
に
充
て
ら
れ
る
加
算
支
援
金
が
該
当
す
る

世
帯
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
竹
田
ら
し
い
施
策
展
開
◇

　
本
市
は
、Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
を
基
軸
と
し
た
独

自
施
策
を
引
き
続
き
展
開
し
ま
す
。

　
敬
老
会
補
助
や
椎
茸
種
駒
助
成
な
ど
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
従
来
の
補
助
制
度
を

継
続
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ソ
フ
ト
事

業
、
と
り
わ
け
研
修
を
通
じ
た「
人
づ
く
り
」

に
主
眼
を
置
い
た
新
た
な
事
業
も
本
年
度
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
街
づ
く
り
や
新
た
な
農
業
技
術
取
得
に
要

す
る
研
修
費
用
を
助
成
し
、
活
力
あ
る
竹
田

市
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
必
要
な

部
分
に
つ
い
て
は
、
大
胆
な
財
政
措
置
を
講

じ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
行
政
運
営
に
努
め
る

こ
と
が
、
ふ
る
さ
と
の
再
生
と
再
興
に
つ
な

が
る
一
番
の
早
道
で
す
。

↑撤去される阿蔵新橋

　
竹
田
市
議
会
第
１
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
で
可
決
さ
れ
た
本
年
度
の
一

般
会
計
等
当
初
予
算
は
、
４
月
の
竹
田
市
長
・
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
執

行
を
控
え
、
い
わ
ゆ
る
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
首
藤
市
政
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
受
け
、
６
月
の
第
２
回
定
例
会
に
本
年

度
の
本
格
的
な
政
策
予
算
を
提
案
、
26
日
全
て
の
予
算
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
市
は
災
害
復
興
を
第
一
義
に
復
旧
事
業
を
加
速
し
、
あ
わ
せ
て
基
礎
自

治
体
の
自
立
を
め
ざ
し
、
竹
田
ら
し
い
独
自
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
一
端
を
一
般
会
計
の
歳
出
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

予算額

1,000

8,560

6,204

570

5,800

9,000

7,274

62,700

34,256

24,840

12,236

52,020

担当課等
企　画
情報課
企　画
情報課
福　祉
事務所

農政課

農政課

畜　産
振興室

農政課

建設課

建設課

建設課

図書館

建設課

事　業　内　容
実践型街づくり事業補助金
（市民、職員の視察研修補助）
農村回帰推進事業補助金
（空き店舗活用や短期滞在等への助成）
敬老会補助金
（敬老会実施団体に1人当り800円助成）
新技術取得チャレンジ事業費補助金
（新農業技術取得研修への助成）
環境に配慮した畑作営農奨励事業費補助金
（露地野菜の成分分解マルチへの助成）
但馬種雄牛利用促進保留購入事業費補助金
（保留1頭当り5万円助成）
椎茸種駒購入費助成事業費補助金
（2万駒以上に対し、1駒当り0.5円助成）
市道玉来阿蔵線改良事業
（阿蔵新橋撤去及び取付道路の整備）
市営急傾斜地崩壊対策事業
（天神鶴、三佐、政所等計6か所）
定住促進住宅建設事業
（空き家を活用した移住者向け住宅整備）
新図書館建設事業
（基本構想・基本計画策定等委託料等）
道路橋りょう災害復旧事業費
（稲荷橋の県営工事負担金増額分）

2013年7月発行9



監査公表 平成25年度予算

■
総
務
課
・
行
政
改
革
推
進
室

　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を
十
分

に
検
証
し
て
、
再
検
討
さ
れ
る
と
と

も
に
、
事
業
内
容
に
よ
る
契
約
期
間

等
に
つ
い
て
も
十
分
な
協
議
検
討

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

　
組
織
機
構
改
革
を
は
じ
め
、
定

員
管
理
計
画
、
及
び
事
務
事
業
評

価
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
引
続
き

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
。
な
お
、
支
所

の
組
織
機
構
の
改
革
に
つ
い
て
は
、

十
分
協
議
、
検
討
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　
農
村
回
帰
推
進
や
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談

会
及
び
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
な

ど
の
取
り
組
み
を
市
民
協
働
で
、
真

に
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
と
な
る
よ

う
、
併
せ
て
地
域
振
興
や
文
化
振

興
事
業
の
企
画
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、
告

知
放
送
は
、
竹
田
市
の
情
報
発
信
媒

体
と
し
て
、
市
政
や
行
事
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
き
め
細
や
か
な
情

報
を
引
続
き
提
供
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。
併
せ
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
未

納
が
無
い
健
全
な
運
営
を
要
望
す

る
。

■
人
権
・
同
和
対
策
課

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
男
女

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
均
等
に

利
益
を
享
受
で
き
る
施
策
を
引
続

き
展
開
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収

納
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
図
書
館

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽

に
利
用
で
き
る
、
親
し
み
や
す
い
図

書
館
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。
ま
た
、
図
書
購
入
に
あ
た
っ

て
は
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
要
望
に
こ
た
え
る
図
書
を
揃

え
て
い
た
だ
く
よ
う
、
併
せ
て
要
望

す
る
。

　
新
図
書
館
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、

機
能
性
や
利
便
性
を
考
慮
い
た
だ

き
、
併
せ
て
街
づ
く
り
構
想
に
ふ
さ

わ
し
い
建
築
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

　
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
火
災
や
救
急
業

務
の
的
確
、
迅
速
な
対
応
を
引
続
き

要
望
す
る
。
併
せ
て
、
各
種
予
防
業

務
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

■
財
政
援
助
団
体

　
竹
田
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ

て
い
る
団
体
か
ら
４
団
体
を
抽
出

し
、
補
助
金
等
が
交
付
目
的
に
従
っ

て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
監
査
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
け
る
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
引
続
き
十

分
な
精
査
を
行
い
、
地
域
へ
の
波
及

効
果
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
監
査
委
員
　
　佐
　伯
　次
　人

　
　
　同
　
　
　
　
　森
　
　
　哲
　秀

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
２
月
か
ら
平
成

25
年
５
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
の
監
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
公
表

　予算額をもとに計算すると、下記のようになります。

・災害復旧事業 37億5,611万円
・城下町再生推進事業 1,758万円
・JR豊肥本線復旧記念式典実行委員会補助金 300万円
・コミュニティ助成事業補助金 860万円
・実践型街づくり研修事業補助金 100万円
・被災者住宅再建支援事業費補助金 4,510万円
・衛生センター施設改修事業（長寿命化） 3億1,323万円
・緊急雇用創出事業 1,441万円
・次世代を担う園芸産地整備事業費補助金 1,812万円
・環境に配慮した畑作営農奨励事業費補助金 580万円
・肉用牛繁殖経営支援事業費補助金 1,150万円

　なお、竹田市ホームページに６月補正予算の概要について公表していますので、ご覧ください。

市民一人あたりの負担とサービスの額

平成25年度の主な事業

市民一人あたりに使われるお金 市民一人あたりが負担するお金
86万8,118円 10万4,169円

・但馬種雄牛利用促進保留購入事業費補助金   900万円
・肉用牛生産効率化施設整備事業費補助金 1,413万円
・椎茸種駒購入費助成事業費補助金 727万円
・椎茸生産基盤高度化緊急対策事業費補助金 1,650万円
・市道玉来阿蔵線道路改良事業 6,270万円
・道路新設改良事業 4,963万円
・市営急傾斜地崩壊対策事業 3,426万円
・住宅建設事業 4,289万円
・消防庁舎建設事業 2,836万円
・新図書館建設事業 1,224万円

平成25年３月末現在
人口　24,392人
（住民基本台帳)

議会費
（議会運営のために）

7,777円
市民税
30,198円

総務費
（総務・税・住基・選挙・統計
のために）　　　　　　
107,655円

民生費
（福祉・医療等のために）

195,425円
固定資産税
35,348円

衛生費
（保健衛生・環境衛生・ごみ
処理等のために）　　　

49,414円
軽自動車税
2,966円

農林水産業費
（農業や林業の振興
のために）　　　
79,299円

市たばこ税
5,844円

商工費
（商工観光業の振興
のために）　　　
16,282円

都市計画税
868円

土木費
（道路・橋・都市計画・住
宅整備等のために）
51,894円

消防費
（消防業務・消防団活動
の充実等のために）
50,310円

教育費
（小中学校・幼稚園・社会
教育等のために）　　
53,971円

災害復旧費
（災害の復旧等のために）

153,990円

公債費
（市が借りているお金の
返済金のために）　  
97,559円

その他
（分担金・負担金、使用料・
手数料等）

28,945円

※市民一人あたりの金額は、３月末の住
民基本台帳人口をもとに算出したもの
です。

労働費
（労働者の経済的地位
の向上等のために）
3,721円

監
査
委
員
に
森
哲
秀
さ
ん
、

佐
伯
次
人
さ
ん
が
選
任

　
竹
田
市
監
査
委
員
に
、
議
会

選
出
で
森
哲
秀
市
議
会
議
員
が

５
月
８
日
に
、
識
見
を
有
す
る
者

か
ら
佐
伯
次
人
さ
ん
（
叶
野
）
が

６
月
14
日
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
は
、
市
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
、
人
格
が
高
潔
で

行
政
運
営
に
関
し
て
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
者
と
市
議
会
議
員

の
う
ち
か
ら
、
選
任
を
し
ま
す
。

　
監
査
は
市
の
事
務
事
業
の
実

施
が
、
予
算
、
議
決
、
法
令
等
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
留

意
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
補
助
金
な
ど
を

交
付
し
て
い
る
公
共
的
団
体
や

資
本
金
な
ど
を
出
資
し
て
い
る

法
人
な
ど
に
対
し
て
も
、
財
政
的

援
助
に
か
か
る
出
納
な
ど
に
つ
い

て
監
査
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
任
期
は
、
森
監
査
委
員

は
議
員
の
任
期
の
間
（
平
成
29

荻
地
域
子
育
て
講
演
会

演
題   「
ス
マ
ホ
時
代
の
子
ど
も
た
ち
〜
知
っ
て
ま
す
か
？
現
実
と
対
応
」 

講
師  

子
ど
も
が
未
来
代
表
　
古
野
陽
一
氏
　

　
　  〔
第
１
回
講
演
会
場
〕 ７
月
８
日
㈪
　
午
後
２
時
30
分
〜
（
荻
小
体
育
館
） 

　
　  〔
第
２
回
講
演
会
場
〕７
月
８
日
㈪
　
午
後
７
時
〜
（
福
祉
健
康
エ
リ
ア
）

　
●
お
問
い
合
せ
　
荻
公
民
館
　
☎
６
８-

２
０
２
５

年
４
月
23
日
ま
で
）、
佐
伯
監
査

委
員
は
４
年
間
（
平
成
29
年
６

月
13
日
ま
で
）
で
す
。

公
平
委
員
会
委
員
に
山
岡

さ
ん
、原
さ
ん
、古
荘
さ
ん

が
選
任

　
竹
田
市
公
平
委
員
会
委
員
に

山
岡
正
近
さ
ん
（
菅
生
中
央
）、

原
眞
治
さ
ん
（
高
練
木
）、
古
荘

良
介
さ
ん
（
栃
原
）
の
３
名
が
６

月
14
日
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
４
年
間
（
平
成
29
年
６
月

13
日
ま
で
）
で
す
。

教
育
委
員
に
麻
生
さ
ん
が

再
任
、委
員
長
は
甲
斐
さ
ん

　
６
月
６
日
、
市
議
会
定
例
会

が
開
か
れ
、
麻
生
裕
美
委
員
（
向

丁
）の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
長
に
は
甲
斐
史

隆
さ
ん
（
馬
場
）
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
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監査公表 平成25年度予算

■
総
務
課
・
行
政
改
革
推
進
室

　
公
共
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を
十
分

に
検
証
し
て
、
再
検
討
さ
れ
る
と
と

も
に
、
事
業
内
容
に
よ
る
契
約
期
間

等
に
つ
い
て
も
十
分
な
協
議
検
討

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

　
組
織
機
構
改
革
を
は
じ
め
、
定

員
管
理
計
画
、
及
び
事
務
事
業
評

価
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
引
続
き

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
。
な
お
、
支
所

の
組
織
機
構
の
改
革
に
つ
い
て
は
、

十
分
協
議
、
検
討
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　
農
村
回
帰
推
進
や
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談

会
及
び
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
な

ど
の
取
り
組
み
を
市
民
協
働
で
、
真

に
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
と
な
る
よ

う
、
併
せ
て
地
域
振
興
や
文
化
振

興
事
業
の
企
画
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、
告

知
放
送
は
、
竹
田
市
の
情
報
発
信
媒

体
と
し
て
、
市
政
や
行
事
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
き
め
細
や
か
な
情

報
を
引
続
き
提
供
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。
併
せ
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
未

納
が
無
い
健
全
な
運
営
を
要
望
す

る
。

■
人
権
・
同
和
対
策
課

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
男
女

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
均
等
に

利
益
を
享
受
で
き
る
施
策
を
引
続

き
展
開
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収

納
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
図
書
館

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽

に
利
用
で
き
る
、
親
し
み
や
す
い
図

書
館
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。
ま
た
、
図
書
購
入
に
あ
た
っ

て
は
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
要
望
に
こ
た
え
る
図
書
を
揃

え
て
い
た
だ
く
よ
う
、
併
せ
て
要
望

す
る
。

　
新
図
書
館
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、

機
能
性
や
利
便
性
を
考
慮
い
た
だ

き
、
併
せ
て
街
づ
く
り
構
想
に
ふ
さ

わ
し
い
建
築
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

　
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
火
災
や
救
急
業

務
の
的
確
、
迅
速
な
対
応
を
引
続
き

要
望
す
る
。
併
せ
て
、
各
種
予
防
業

務
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

■
財
政
援
助
団
体

　
竹
田
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ

て
い
る
団
体
か
ら
４
団
体
を
抽
出

し
、
補
助
金
等
が
交
付
目
的
に
従
っ

て
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
監
査
を
行
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
け
る
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
引
続
き
十

分
な
精
査
を
行
い
、
地
域
へ
の
波
及

効
果
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
監
査
委
員
　
　佐
　伯
　次
　人

　
　
　同
　
　
　
　
　森
　
　
　哲
　秀

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
２
月
か
ら
平
成

25
年
５
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
教
育
委
員
会
の
監
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
公
表

　予算額をもとに計算すると、下記のようになります。

・災害復旧事業 37億5,611万円
・城下町再生推進事業 1,758万円
・JR豊肥本線復旧記念式典実行委員会補助金 300万円
・コミュニティ助成事業補助金 860万円
・実践型街づくり研修事業補助金 100万円
・被災者住宅再建支援事業費補助金 4,510万円
・衛生センター施設改修事業（長寿命化） 3億1,323万円
・緊急雇用創出事業 1,441万円
・次世代を担う園芸産地整備事業費補助金 1,812万円
・環境に配慮した畑作営農奨励事業費補助金 580万円
・肉用牛繁殖経営支援事業費補助金 1,150万円

　なお、竹田市ホームページに６月補正予算の概要について公表していますので、ご覧ください。

市民一人あたりの負担とサービスの額

平成25年度の主な事業

市民一人あたりに使われるお金 市民一人あたりが負担するお金
86万8,118円 10万4,169円

・但馬種雄牛利用促進保留購入事業費補助金   900万円
・肉用牛生産効率化施設整備事業費補助金 1,413万円
・椎茸種駒購入費助成事業費補助金 727万円
・椎茸生産基盤高度化緊急対策事業費補助金 1,650万円
・市道玉来阿蔵線道路改良事業 6,270万円
・道路新設改良事業 4,963万円
・市営急傾斜地崩壊対策事業 3,426万円
・住宅建設事業 4,289万円
・消防庁舎建設事業 2,836万円
・新図書館建設事業 1,224万円

平成25年３月末現在
人口　24,392人
（住民基本台帳)

議会費
（議会運営のために）

7,777円
市民税
30,198円

総務費
（総務・税・住基・選挙・統計
のために）　　　　　　
107,655円

民生費
（福祉・医療等のために）

195,425円
固定資産税
35,348円

衛生費
（保健衛生・環境衛生・ごみ
処理等のために）　　　

49,414円
軽自動車税
2,966円

農林水産業費
（農業や林業の振興
のために）　　　
79,299円

市たばこ税
5,844円

商工費
（商工観光業の振興
のために）　　　
16,282円

都市計画税
868円

土木費
（道路・橋・都市計画・住
宅整備等のために）
51,894円

消防費
（消防業務・消防団活動
の充実等のために）
50,310円

教育費
（小中学校・幼稚園・社会
教育等のために）　　
53,971円

災害復旧費
（災害の復旧等のために）

153,990円

公債費
（市が借りているお金の
返済金のために）　  
97,559円

その他
（分担金・負担金、使用料・
手数料等）

28,945円

※市民一人あたりの金額は、３月末の住
民基本台帳人口をもとに算出したもの
です。

労働費
（労働者の経済的地位
の向上等のために）
3,721円
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に
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14
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市
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が
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で
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有
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と
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を
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等
に
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月
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日
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14
日
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（
平
成
29
年
６
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で
）
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。
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麻
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再
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長
は
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月
６
日
、
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れ
、
麻
生
裕
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委
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（
向
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再
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。

　
ま
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に
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が
選
ば
れ
ま
し

た
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第23回参議院議員通常選挙

　
７
月
21
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
参
議
院
に
お
け

る
私
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
機
会
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
で
す
。

投
票
で
き
る
方
は

◆
現
在
竹
田
市
に
住
ん
で
い
る
方

　
平
成
５
年
７
月
22
日
以
前
に
生

ま
れ
、
平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に

竹
田
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
は
竹
田
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
４
日
以
降
竹
田

市
に
転
入
届
を
さ
れ
た
方
は
、
竹
田

市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
前
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
竹
田
市
か
ら
転
出
さ
れ
た
方

　
平
成
25
年
３
月
21
日
以
降
に
転

出
さ
れ
た
方
で
、
竹
田
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
転

出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
竹
田
市

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
は

　
入
場
整
理
券
は
、
７
月
４
日（
木
）

に
郵
送
の
予
定
で
す
。

　
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
方

は
、
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
入
場
整
理
券

を
な
く
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で
再

発
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

市
内
で
住
所
変
更
し
て
新
住
所

に
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
・
投
票
所
は

　
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

　
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の
番
号

で
す
）

①
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園

②
竹
田
市
岡
本
分
館
体
育
館

③
竹
田
市
明
治
分
館

④
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
竹
田
市
城
原
地
区
館

⑥
竹
田
市
宮
城
分
館

⑦
竹
田
市
南
部
小
学
校
体
育
館

⑧
竹
田
市
松
本
分
館

⑨
竹
田
市
菅
生
分
館

⑩
竹
田
市
入
田
分
館

⑪
竹
田
市
嫗
岳
分
館

⑫
竹
田
市
宮
砥
分
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
竹
田
市
荻
公
民
館

⑮
竹
田
市
柏
原
公
民
館

⑯
竹
田
市
久
住
公
民
館

⑰
竹
田
市
白
丹
公
民
館

⑱
竹
田
市
都
野
公
民
館

⑲
竹
田
市
直
入
支
所
大
会
議
室

⑳
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

期
日
前
投
票
は

　
投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が

あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由
に
よ
り
ど

う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
公
示
日
の
翌
日
か
ら
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
期
日
前
投
票
の
際
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
・

期
間

・
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室
で
は
７

月
５
日
（
金
）
か
ら
７
月
20
日

（
土
）
ま
で

・
荻
支
所
１
階
会
議
室
・
久
住
支
所

１
階
ホ
ー
ル
・
直
入
支
所
大
会
議

室
に
つ
い
て
は
７
月
13
日
（
土
）

か
ら
７
月
20
日
（
土
）
ま
で

・
各
投
票
所
の
投
票
時
間
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。

　
支
所
に
つ
い
て
は
、
投
票
期
間
が

異
な
り
ま
す
。
確
認
の
う
え
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
期
日
前
投
票
は
、
期
間
内
ど
こ
の

投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票
は

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い

る
方
は
、
病
院
・
施
設
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
病
院
・
施
設
の

事
務
の
方
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
投
票
等
は

　
重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
で
、
郵

便
等
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
方

に
限
っ
て
、
自
宅
に
お
い
て
記
載

し
、郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
方
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
の
詳
し
い
こ
と
は
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法
は

　
投
票
は
、
大
分
県
選
出
議
員
選

挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

２
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
薄
黄

色
地
に
黒
イ
ン
ク
、
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
は
白
地
に
赤
イ
ン
ク
の

投
票
用
紙
で
す
。

　
投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
大
分
県

選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
い
、
続

い
て
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

投
票
を
行
い
ま
す
。

　
大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
、
候
補

者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、

候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず

れ
か
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
身
体
等
の
障
が
い
等
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
れ
ば
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投

票
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報
の
配
布
は

　
各
家
庭
に
、
今
回
の
選
挙
に
立
候

補
し
た
候
補
者
の
経
歴
や
、
政
党
の

政
見
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を

投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
配
布
し
ま

す
。開

票
は

　
午
後
８
時
か
ら
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

〔
平
　
日
〕☎
６
３-

１
１
１
１

　
　
　
　（
内
線
３
６
０
・
３
３
０
）

〔
時
間
外
〕☎
６
３-

４
８
１
４

　その一票 未来を描く 架け橋に！
　第23回参議院 議員通常選挙の投票日は、７月21日（日）です。

　６月で20歳になり選挙権を得た大津由実さ
ん。参議院選挙は生まれて初めての投票にな
ります。
　「若い方の政治離れで、投票に行かないこと
が問題になっています。私は今の日本の政治
や選挙にもっと興味を持ち、ひとりの大人と
して、初めての投票を機会に、積極的に社会
参加をしたいと思っています。」
　現在、大分大学２年生の大津さん。夢は小
学校の先生になることだそうです。あなたの
大事な１票が日本の『未来』をつくります。

大 津  由 実さん（20歳）
「もっと政治に関心を持ちたい！」
I N T E R V I E W

公示日

投票日時

開票日時

開票場所

７月４日（木）

７月21日（日） 
 午前７時～午後６時

７月21日（日） 
 午後８時～

竹田市総合
社会福祉センター

生まれて
初めての選挙。
わたしは
行きます!

おお つ ゆ み
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第23回参議院議員通常選挙

　
７
月
21
日
（
日
）
は
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
参
議
院
に
お
け

る
私
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
機
会
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
で
す
。

投
票
で
き
る
方
は

◆
現
在
竹
田
市
に
住
ん
で
い
る
方

　
平
成
５
年
７
月
22
日
以
前
に
生

ま
れ
、
平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に

竹
田
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
は
竹
田
市
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
４
日
以
降
竹
田

市
に
転
入
届
を
さ
れ
た
方
は
、
竹
田

市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、
前
住

所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
前
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
竹
田
市
か
ら
転
出
さ
れ
た
方

　
平
成
25
年
３
月
21
日
以
降
に
転

出
さ
れ
た
方
で
、
竹
田
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
転

出
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
竹
田
市

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
は

　
入
場
整
理
券
は
、
７
月
４
日（
木
）

に
郵
送
の
予
定
で
す
。

　
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
方

は
、
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
入
場
整
理
券

を
な
く
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で
再

発
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

市
内
で
住
所
変
更
し
て
新
住
所

に
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
・
投
票
所
は

　
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

　
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の
番
号

で
す
）

①
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園

②
竹
田
市
岡
本
分
館
体
育
館

③
竹
田
市
明
治
分
館

④
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
竹
田
市
城
原
地
区
館

⑥
竹
田
市
宮
城
分
館

⑦
竹
田
市
南
部
小
学
校
体
育
館

⑧
竹
田
市
松
本
分
館

⑨
竹
田
市
菅
生
分
館

⑩
竹
田
市
入
田
分
館

⑪
竹
田
市
嫗
岳
分
館

⑫
竹
田
市
宮
砥
分
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
竹
田
市
荻
公
民
館

⑮
竹
田
市
柏
原
公
民
館

⑯
竹
田
市
久
住
公
民
館

⑰
竹
田
市
白
丹
公
民
館

⑱
竹
田
市
都
野
公
民
館

⑲
竹
田
市
直
入
支
所
大
会
議
室

⑳
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

期
日
前
投
票
は

　
投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が

あ
る
な
ど
、
一
定
の
事
由
に
よ
り
ど

う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い
方

は
、
公
示
日
の
翌
日
か
ら
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
期
日
前
投
票
の
際
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
・

期
間

・
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室
で
は
７

月
５
日
（
金
）
か
ら
７
月
20
日

（
土
）
ま
で

・
荻
支
所
１
階
会
議
室
・
久
住
支
所

１
階
ホ
ー
ル
・
直
入
支
所
大
会
議

室
に
つ
い
て
は
７
月
13
日
（
土
）

か
ら
７
月
20
日
（
土
）
ま
で

・
各
投
票
所
の
投
票
時
間
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。

　
支
所
に
つ
い
て
は
、
投
票
期
間
が

異
な
り
ま
す
。
確
認
の
う
え
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
期
日
前
投
票
は
、
期
間
内
ど
こ
の

投
票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票
は

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
等
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い

る
方
は
、
病
院
・
施
設
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
病
院
・
施
設
の

事
務
の
方
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
投
票
等
は

　
重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
で
、
郵

便
等
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
方

に
限
っ
て
、
自
宅
に
お
い
て
記
載

し
、郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
方
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
の
詳
し
い
こ
と
は
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法
は

　
投
票
は
、
大
分
県
選
出
議
員
選

挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

２
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
薄
黄

色
地
に
黒
イ
ン
ク
、
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
は
白
地
に
赤
イ
ン
ク
の

投
票
用
紙
で
す
。

　
投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
大
分
県

選
出
議
員
選
挙
の
投
票
を
行
い
、
続

い
て
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

投
票
を
行
い
ま
す
。

　
大
分
県
選
出
議
員
選
挙
は
、
候
補

者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
は
、

候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず

れ
か
を
書
い
て
投
票
し
ま
す
。

　
身
体
等
の
障
が
い
等
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
れ
ば
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
点
字
で
投

票
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報
の
配
布
は

　
各
家
庭
に
、
今
回
の
選
挙
に
立
候

補
し
た
候
補
者
の
経
歴
や
、
政
党
の

政
見
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を

投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
配
布
し
ま

す
。開

票
は

　
午
後
８
時
か
ら
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

〔
平
　
日
〕☎
６
３-

１
１
１
１

　
　
　
　（
内
線
３
６
０
・
３
３
０
）

〔
時
間
外
〕☎
６
３-

４
８
１
４

　その一票 未来を描く 架け橋に！
　第23回参議院 議員通常選挙の投票日は、７月21日（日）です。

　６月で20歳になり選挙権を得た大津由実さ
ん。参議院選挙は生まれて初めての投票にな
ります。
　「若い方の政治離れで、投票に行かないこと
が問題になっています。私は今の日本の政治
や選挙にもっと興味を持ち、ひとりの大人と
して、初めての投票を機会に、積極的に社会
参加をしたいと思っています。」
　現在、大分大学２年生の大津さん。夢は小
学校の先生になることだそうです。あなたの
大事な１票が日本の『未来』をつくります。

大 津  由 実さん（20歳）
「もっと政治に関心を持ちたい！」
I N T E R V I E W

公示日

投票日時

開票日時

開票場所

７月４日（木）

７月21日（日） 
 午前７時～午後６時

７月21日（日） 
 午後８時～

竹田市総合
社会福祉センター

生まれて
初めての選挙。
わたしは
行きます!

おお つ ゆ み

2013年7月発行13



市長コラム
〈第47回〉

今月のひと

↑遠隔地のメリット生かして、「助け合い」を誓う

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

　
実
質
的
に
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
６
月
の
第
２
回

定
例
会
。
冒
頭
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
基
軸
に
し
た
所
信
を
表
明

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
１
期
４
年
間
の
成
果
を
ど
う
捉

え
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
を
ど
う
市
政
運
営
し
て
い
く
か
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
中
で
、
昨
年
の
大
水
害
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
に
し

て
取
り
組
む
と
い
う
方
向
性
を
示
し
た
が
、
幸
運
に
も
時
を

同
じ
く
し
て
国
道
57
号
線
の
県
境
に
あ
る
滝
室
坂
の
ト
ン
ネ

ル
計
画
が
国
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
４
・
６

㌖
、
総
事
業
費
は
２
３
０
億
円
。
お
よ
そ
８
年
間
で
完
成
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
車
専
用
、
だ
か
ら
中
九
州
地
域
高
規
格

道
路
に
連
結
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
県
庁
所
在
地
で

あ
る
熊
本
市
と
大
分
市
が
や
っ
と
高
速
道
で
結
ば
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
地
域
高
規
格
道
路
で
あ
る
が
、
あ
と
２
年
で
朝

地
ま
で
到
達
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
竹
田
市

に
で
き
る
竹
田
イ
ン
タ
ー
に
接
続
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
お
れ
な
い
。
な
ぜ
か
。
高
規
格

道
路
に
よ
り
竹
田
と
大
分
が
直
結
さ
れ
る
と
、
車
で
わ
ず
か

40
分
。「
竹
田
市
民
は
病
院
も
買
い
物
も
、
さ
ら
に
は
学
校
も

大
分
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
く
る
の
だ
。
こ
の
社
会
現
象
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ロ
ー

現
象
と
呼
ば
れ
、
道
が
通
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
が
発

展
す
る
ど
こ
ろ
か
、
都
会
に
吸
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

事
例
が
全
国
に
い
や
と
い
う
ほ
ど
あ
る
の
だ
。

　
な
ら
ば
ど
う
す
る
か
。
道
路
の
早
期
完
成
を
願
う
一
方
で
、

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
ど
れ
だ
け
魅
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

る
か
、
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
わ
が
竹
田
市
は
、
久
住
地
区
の
久
住

花
の
会
「
Ｙ
ｏ
ｕ
花
」
や
竹
田
地
区
に
お
け
る
女
性
の
連
絡
協

議
会
、
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
な
ど
は
評
価
が

高
く
、
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
な
ど
市
民
が
主
役
の
地
域

づ
く
り
活
動
も
さ
か
ん
で
あ
る
し
、
荻
や
直
入
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
の
う
ま
さ
に
も
定
評
が
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま
求
め
ら
れ
る
の
が
『
政
策
』
な
の
だ
。

　
本
市
で
は
少
子
・
高
齢
化
・
過
疎
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
、

全
国
に
先
が
け
て
展
開
さ
せ
た
農
村
回
帰
運
動
な
ど
で
移
住
・

定
住
が
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
。
こ
こ
で
さ
ら
に
、

「
竹
田
に
住
み
た
い
。
竹
田
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と
い
う
環

境
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
竹
田
は
、
瀧
廉
太
郎
や
朝
倉
文
夫
も
学
び
、
田
能
村
竹
田

や
廣
瀬
武
夫
、
そ
し
て
佐
藤
義
美
も
生
み
出
し
て
い
る
で
は

な
い
か
。
白
洲
次
郎
・
正
子
に
も
、
川
端
康
成
や
与
謝
野
晶
子
、

北
原
白
秋
に
も
縁
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
教
育
も
文
化
も
歴

史
も
レ
ベ
ル
は
高
く
、
そ
れ
が
竹
田
の
品
格
を
生
み
出
し
て
い

る
と
、
私
は
確
信
す
る
。

　
ど
こ
に
も
真
似
の
で
き
な
い
こ
の
土
壌
を
活
か
し
て
、少
子
・

高
齢
化
・
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
の
が
『
教

育
の
ま
ち
竹
田
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
』
な
の
だ
。

　
土
地
は
安
く
て
、
教
育
環
境
も
す
ば
ら
し
い
。
い
ず
れ
、
大

分
市
に
は
40
分
で
通
勤
で
き
る
と
な
れ
ば
、
若
者
の
定
住
、
外

部
か
ら
の
移
住
に
拍
車
が
か
か
る
は
ず
だ
。

　
道
が
貫
通
す
る
ま
で
あ
と
５
年
。
ど
こ
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

形
成
す
る
か
。
ど
う
い
う
方
法
で
作
り
上
げ
る
か
。
市
民
の
英

知
を
結
集
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

←事業が進む中九州地域
高規格道路の竹田イン
ターチェンジ（予定）
付近 有由有縁（ゆうゆゆうえん）

　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

『
品
格
あ
る
教
育
の
ま
ち
竹
田
』で
若
い
世
代
の
定
住・移
住
を

嚶
鳴
協
議
会「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

　
６
月
４
日
、
東
京
都
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
半
蔵
門
に
お
い
て
、
嚶
鳴
協
議
会
に

加
入
す
る
12
の
自
治
体
間
で
、「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
嚶
鳴
協
議
会
に
加
入
す
る

岩
手
県
釡
石
市
が
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
災
害
時

の
相
互
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
度
協
定
の
締
結
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
本
協
定
で
は
、
平

時
の
交
流
を
よ
り
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
時
に
は
各
自
治
体
が
無
理
の

な
い
範
囲
で
相
互
支
援
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〔
締
結
自
治
体
〕
岩
手
県
釡
石
市
、
神
奈
川

県
小
田
原
市
、長
野
県
木
曽
町
、岐
阜
県
恵

那
市
・
大
野
町
、愛
知
県
東
海
市
・
田
原
市
、

兵
庫
県
養
父
市
、
大
分
県
日
田
市
・
竹
田

市
、佐
賀
県
多
久
市
、沖
縄
県
沖
縄
市

旧竹田中学校

中九州地域高規格道路（予定）

国道57号線

竹田市役所本庁舎

↑活躍した竹田市選手団のみなさん

工藤昭和消防士 吉野智博消防士

第
35
回
大
分
県
消
防
救
助
大
会

　
　
　ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の
部
で
優
勝

工 

藤  

昭 

和 

さ
ん

・
吉 

野  

智 

博 

さ
ん

（
竹
田
消
防
署
久
住
分
署
勤
務
・
23
歳
）

（
竹
田
消
防
署
勤
務
・
24
歳
）

　
５
月
18
日
、
26
日
に
大
分
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
８
回
大
分
県
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
竹
田
市
か
ら

多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
活
躍
し
ま

し
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
卓
　球
】

・
壮
年
男
子
第
11
コ
ー
ト
①   

中
野
　
伸
一

（
１
勝
２
敗
）　
３
位

・
壮
年
男
子
第
11
コ
ー
ト
②   

阿
南
　
成
一

（
１
勝
２
敗
）　
３
位

・
壮
年
男
子
第
13
コ
ー
ト
①   

伊
東
孝
二
郎

（
３
勝
０
敗
）　
１
位

・
壮
年
男
子
第
13
コ
ー
ト
①   

嶺
　
智
宏

（
１
勝
２
敗
）　
３
位

・
壮
年
男
子
第
13
コ
ー
ト
②   

大
野
　
徹

（
２
勝
１
敗
）　
２
位

・
２
部
女
子
Ｓ
Ｔ
Ｔ
２
コ
ー
ト  

羽
田
野
敏
子

（
２
勝
１
敗
）　
２
位

※

Ｓ
Ｔ
Ｔ（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
略
）

【
陸
上
競
技
】

・
青
年
男
子
１
０
０
㍍
走
⑬
　
倉
原
　
透

（
14
秒
94
）　
２
位

・
青
年
男
子
１
０
０
㍍
走
⑭
　
森
　
良
平

（
12
秒
99
）　
２
位

・
青
年
男
子
２
０
０
㍍
走
⑤
　
森
　
良
平

（
27
秒
77
）　
３
位

・
壮
年
男
子
２
０
０
㍍
走
⑥ 

薬
師
寺
哲
也
（
35
秒
11
）　
２
位

・
２
部
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
⑨

藤
本
　
敦
子
（
18
㍍
19
㌢
）　
１
位

・
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
③

古
澤
　
政
浩
（
39
㍍
35
㌢
）　
１
位

【
水
　泳
】

・
１
部
男
子
25
㍍
自
由
形
②

高
山
　
峻
平
（
46
秒
79
）　
２
位

第
24
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

森
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
が
入
賞

　
５
月
29
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
大
分
市
）
で
開
催

さ
れ
た
第
24
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
及
び

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
展
」
に
お
き
ま
し
て
、
竹

田
市
か
ら
も
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
、
各
部
門
に
お
い
て
、
入
賞
作
品

が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
展

【
俳
句
の
部
】
入
賞

　「
車
座
の  

足
の
は
み
出
る  

花
筵
」

森
　
添
子
さ
ん
（
82
歳
・
上
平
）

【
短
歌
の
部
】
入
賞

「
染
み
あ
る
は  

働
き
続
け
し  

勲
章
と

　
勧
誘
電
話
に  

ジ
ョ
ー
ク
で
返
す
」

阿
部
是
美
さ
ん
（
75
歳
・
米
納
）

大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

竹
田
市
選
手
団
が
活
躍

　
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
35

回
大
分
県
消
防
救
助
技
術
大
会
」。

県
内
の
消
防
士
２
４
１
人
が
参
加

し
、
７
つ
の
競
技
種
目
の
頂
点
を
目

指
し
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

の
部
で
、
当
市
消
防
本
部
か
ら
出
場

し
た
工
藤
昭
和
さ
ん
と
吉
野
智
博

さ
ん
の
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
競
技
と
は
、

登
は
ん
者
が
訓
練
塔
２
メ
ー
ト
ル

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
地
上
15
メ
ー
ト

ル
の
到
達
点
ま
で
器
具
を
使
わ
ず

に
ロ
ー
プ
の
み
で
登
り
、
そ
の
安

全
・
確
実
性
と
、
所
要
時
間
を
評
価

し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
４
年
。
基
本

は
「
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
こ

と
」。
幾
度
と
な
く
優
勝
の
チ
ャ
ン

ス
は
あ
っ
た
も
の
の
実
ら
ず
、
日
々

の
努
力
や
流
し
た
涙
と
汗
。
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
す
練
習
の
中
で
、
育

ま
れ
た
強
い
絆
。
こ
の
県
大
会
優
勝

で
、
努
力
は
よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ

の
で
す
。

　
８
月
22
日
に
広
島
市
で
開
催
さ

れ
る
第
42
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
。「
目
標
は
全
国
制
覇
。
大
分

県
代
表
と
し
て
頑
張
り
た
い
！
」
と

工
藤
さ
ん
。「
支
え
て
も
ら
っ
た
す

べ
て
の
方
に
、
い
い
報
告
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
吉
野
さ

ん
。
お
二
人
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

く

ど
う

あ
き

か
ず

よ
し

の

と
も

ひ
ろ

お
う 

め
い
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市長コラム
〈第47回〉

今月のひと

↑遠隔地のメリット生かして、「助け合い」を誓う

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

　
実
質
的
に
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
６
月
の
第
２
回

定
例
会
。
冒
頭
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
基
軸
に
し
た
所
信
を
表
明

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
１
期
４
年
間
の
成
果
を
ど
う
捉

え
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
を
ど
う
市
政
運
営
し
て
い
く
か
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
中
で
、
昨
年
の
大
水
害
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
に
し

て
取
り
組
む
と
い
う
方
向
性
を
示
し
た
が
、
幸
運
に
も
時
を

同
じ
く
し
て
国
道
57
号
線
の
県
境
に
あ
る
滝
室
坂
の
ト
ン
ネ

ル
計
画
が
国
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
４
・
６

㌖
、
総
事
業
費
は
２
３
０
億
円
。
お
よ
そ
８
年
間
で
完
成
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
車
専
用
、
だ
か
ら
中
九
州
地
域
高
規
格

道
路
に
連
結
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
県
庁
所
在
地
で

あ
る
熊
本
市
と
大
分
市
が
や
っ
と
高
速
道
で
結
ば
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
地
域
高
規
格
道
路
で
あ
る
が
、
あ
と
２
年
で
朝

地
ま
で
到
達
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
竹
田
市

に
で
き
る
竹
田
イ
ン
タ
ー
に
接
続
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
お
れ
な
い
。
な
ぜ
か
。
高
規
格

道
路
に
よ
り
竹
田
と
大
分
が
直
結
さ
れ
る
と
、
車
で
わ
ず
か

40
分
。「
竹
田
市
民
は
病
院
も
買
い
物
も
、
さ
ら
に
は
学
校
も

大
分
に
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
く
る
の
だ
。
こ
の
社
会
現
象
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ロ
ー

現
象
と
呼
ば
れ
、
道
が
通
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
が
発

展
す
る
ど
こ
ろ
か
、
都
会
に
吸
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

事
例
が
全
国
に
い
や
と
い
う
ほ
ど
あ
る
の
だ
。

　
な
ら
ば
ど
う
す
る
か
。
道
路
の
早
期
完
成
を
願
う
一
方
で
、

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
ど
れ
だ
け
魅
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く

る
か
、
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
わ
が
竹
田
市
は
、
久
住
地
区
の
久
住

花
の
会
「
Ｙ
ｏ
ｕ
花
」
や
竹
田
地
区
に
お
け
る
女
性
の
連
絡
協

議
会
、
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
社
会
貢
献
な
ど
は
評
価
が

高
く
、
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
な
ど
市
民
が
主
役
の
地
域

づ
く
り
活
動
も
さ
か
ん
で
あ
る
し
、
荻
や
直
入
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
の
う
ま
さ
に
も
定
評
が
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま
求
め
ら
れ
る
の
が
『
政
策
』
な
の
だ
。

　
本
市
で
は
少
子
・
高
齢
化
・
過
疎
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
、

全
国
に
先
が
け
て
展
開
さ
せ
た
農
村
回
帰
運
動
な
ど
で
移
住
・

定
住
が
大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
。
こ
こ
で
さ
ら
に
、

「
竹
田
に
住
み
た
い
。
竹
田
で
子
育
て
を
し
た
い
」
と
い
う
環

境
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

　
竹
田
は
、
瀧
廉
太
郎
や
朝
倉
文
夫
も
学
び
、
田
能
村
竹
田

や
廣
瀬
武
夫
、
そ
し
て
佐
藤
義
美
も
生
み
出
し
て
い
る
で
は

な
い
か
。
白
洲
次
郎
・
正
子
に
も
、
川
端
康
成
や
与
謝
野
晶
子
、

北
原
白
秋
に
も
縁
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
教
育
も
文
化
も
歴

史
も
レ
ベ
ル
は
高
く
、
そ
れ
が
竹
田
の
品
格
を
生
み
出
し
て
い

る
と
、
私
は
確
信
す
る
。

　
ど
こ
に
も
真
似
の
で
き
な
い
こ
の
土
壌
を
活
か
し
て
、少
子
・

高
齢
化
・
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
の
が
『
教

育
の
ま
ち
竹
田
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
』
な
の
だ
。

　
土
地
は
安
く
て
、
教
育
環
境
も
す
ば
ら
し
い
。
い
ず
れ
、
大

分
市
に
は
40
分
で
通
勤
で
き
る
と
な
れ
ば
、
若
者
の
定
住
、
外

部
か
ら
の
移
住
に
拍
車
が
か
か
る
は
ず
だ
。

　
道
が
貫
通
す
る
ま
で
あ
と
５
年
。
ど
こ
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

形
成
す
る
か
。
ど
う
い
う
方
法
で
作
り
上
げ
る
か
。
市
民
の
英

知
を
結
集
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

←事業が進む中九州地域
高規格道路の竹田イン
ターチェンジ（予定）
付近 有由有縁（ゆうゆゆうえん）

　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

『
品
格
あ
る
教
育
の
ま
ち
竹
田
』で
若
い
世
代
の
定
住・移
住
を

嚶
鳴
協
議
会「
災
害
時
に
お
け
る

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

　
６
月
４
日
、
東
京
都
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
半
蔵
門
に
お
い
て
、
嚶
鳴
協
議
会
に

加
入
す
る
12
の
自
治
体
間
で
、「
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
嚶
鳴
協
議
会
に
加
入
す
る

岩
手
県
釡
石
市
が
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
災
害
時

の
相
互
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
度
協
定
の
締
結
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
本
協
定
で
は
、
平

時
の
交
流
を
よ
り
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
時
に
は
各
自
治
体
が
無
理
の

な
い
範
囲
で
相
互
支
援
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〔
締
結
自
治
体
〕
岩
手
県
釡
石
市
、
神
奈
川

県
小
田
原
市
、長
野
県
木
曽
町
、岐
阜
県
恵

那
市
・
大
野
町
、愛
知
県
東
海
市
・
田
原
市
、

兵
庫
県
養
父
市
、
大
分
県
日
田
市
・
竹
田

市
、佐
賀
県
多
久
市
、沖
縄
県
沖
縄
市

旧竹田中学校

中九州地域高規格道路（予定）

国道57号線

竹田市役所本庁舎

↑活躍した竹田市選手団のみなさん

工藤昭和消防士 吉野智博消防士

第
35
回
大
分
県
消
防
救
助
大
会

　
　
　ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の
部
で
優
勝

工 

藤  

昭 

和 

さ
ん

・
吉 

野  

智 

博 

さ
ん

（
竹
田
消
防
署
久
住
分
署
勤
務
・
23
歳
）

（
竹
田
消
防
署
勤
務
・
24
歳
）

　
５
月
18
日
、
26
日
に
大
分
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
８
回
大
分
県
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
竹
田
市
か
ら

多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
活
躍
し
ま

し
た
。

　
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
卓
　球
】

・
壮
年
男
子
第
11
コ
ー
ト
①   

中
野
　
伸
一

（
１
勝
２
敗
）　
３
位

・
壮
年
男
子
第
11
コ
ー
ト
②   

阿
南
　
成
一

（
１
勝
２
敗
）　
３
位

・
壮
年
男
子
第
13
コ
ー
ト
①   

伊
東
孝
二
郎

（
３
勝
０
敗
）　
１
位

・
壮
年
男
子
第
13
コ
ー
ト
①   

嶺
　
智
宏

（
１
勝
２
敗
）　
３
位

・
壮
年
男
子
第
13
コ
ー
ト
②   

大
野
　
徹

（
２
勝
１
敗
）　
２
位

・
２
部
女
子
Ｓ
Ｔ
Ｔ
２
コ
ー
ト  

羽
田
野
敏
子

（
２
勝
１
敗
）　
２
位

※

Ｓ
Ｔ
Ｔ（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
略
）

【
陸
上
競
技
】

・
青
年
男
子
１
０
０
㍍
走
⑬
　
倉
原
　
透

（
14
秒
94
）　
２
位

・
青
年
男
子
１
０
０
㍍
走
⑭
　
森
　
良
平

（
12
秒
99
）　
２
位

・
青
年
男
子
２
０
０
㍍
走
⑤
　
森
　
良
平

（
27
秒
77
）　
３
位

・
壮
年
男
子
２
０
０
㍍
走
⑥ 

薬
師
寺
哲
也
（
35
秒
11
）　
２
位

・
２
部
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
⑨

藤
本
　
敦
子
（
18
㍍
19
㌢
）　
１
位

・
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
③

古
澤
　
政
浩
（
39
㍍
35
㌢
）　
１
位

【
水
　泳
】

・
１
部
男
子
25
㍍
自
由
形
②

高
山
　
峻
平
（
46
秒
79
）　
２
位

第
24
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

森
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
が
入
賞

　
５
月
29
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
大
分
市
）
で
開
催

さ
れ
た
第
24
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
及
び

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
展
」
に
お
き
ま
し
て
、
竹

田
市
か
ら
も
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
、
各
部
門
に
お
い
て
、
入
賞
作
品

が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

○
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
展

【
俳
句
の
部
】
入
賞

　「
車
座
の  

足
の
は
み
出
る  

花
筵
」

森
　
添
子
さ
ん
（
82
歳
・
上
平
）

【
短
歌
の
部
】
入
賞

「
染
み
あ
る
は  

働
き
続
け
し  

勲
章
と

　
勧
誘
電
話
に  

ジ
ョ
ー
ク
で
返
す
」

阿
部
是
美
さ
ん
（
75
歳
・
米
納
）

大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

竹
田
市
選
手
団
が
活
躍

　
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
35

回
大
分
県
消
防
救
助
技
術
大
会
」。

県
内
の
消
防
士
２
４
１
人
が
参
加

し
、
７
つ
の
競
技
種
目
の
頂
点
を
目

指
し
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

の
部
で
、
当
市
消
防
本
部
か
ら
出
場

し
た
工
藤
昭
和
さ
ん
と
吉
野
智
博

さ
ん
の
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
競
技
と
は
、

登
は
ん
者
が
訓
練
塔
２
メ
ー
ト
ル

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
地
上
15
メ
ー
ト

ル
の
到
達
点
ま
で
器
具
を
使
わ
ず

に
ロ
ー
プ
の
み
で
登
り
、
そ
の
安

全
・
確
実
性
と
、
所
要
時
間
を
評
価

し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
４
年
。
基
本

は
「
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
こ

と
」。
幾
度
と
な
く
優
勝
の
チ
ャ
ン

ス
は
あ
っ
た
も
の
の
実
ら
ず
、
日
々

の
努
力
や
流
し
た
涙
と
汗
。
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
す
練
習
の
中
で
、
育

ま
れ
た
強
い
絆
。
こ
の
県
大
会
優
勝

で
、
努
力
は
よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ

の
で
す
。

　
８
月
22
日
に
広
島
市
で
開
催
さ

れ
る
第
42
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
。「
目
標
は
全
国
制
覇
。
大
分

県
代
表
と
し
て
頑
張
り
た
い
！
」
と

工
藤
さ
ん
。「
支
え
て
も
ら
っ
た
す

べ
て
の
方
に
、
い
い
報
告
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
吉
野
さ

ん
。
お
二
人
の
す
ば
ら
し
い
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

く

ど
う

あ
き

か
ず

よ
し

の

と
も

ひ
ろ

お
う 

め
い
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き
れ
い
な
歯  

い
つ
ま
で
も

災害を乗り越えて
「友情をつなぐ蛍贈り」

南
部
小
が

「
友
情
の
蛍
お
く
り
」

　
６
月
13
日
、
南
部
小
学
校
（
河
野

啓
士
校
長
）
の
６
年
生
23
人
が
国
立

別
府
重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
こ
の
日
ま
で
採
っ
た
ほ
た
る
と

児
童
が
作
っ
た
ス
テ
ン
ド
ア
ー
ト
な

ど
の
記
念
品
を
入
所
者
に
贈
り
ま
し

た
。

　
原
山
慧
児
童
会
長
は
「
蛍
や
手
づ

く
り
の
作
品
が
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

る
み
な
さ
ん
の
励
み
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
施
設
内
を
見
学
し
た

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ご
う

と
、
５
月
20
日
か
ら
６
月
初
旬
に
か

け
て
、
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
成
長
が

早
く
除
草
の
必
要
が
少
な
い
植
物
）

を
植
え
る
取
り
組
み
が
片
ケ
瀬
の
小

富
士
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
田
の
法
面
や
畦
道
、
た
め
池
堤

体
な
ど
に
生
え
る
雑
草
の
除
去
管
理

作
業
を
軽
減
す
る
た
め
、
カ
バ
ー
プ

ラ
ン
ツ
で
覆
う
『
緑
化
』
を
す
れ
ば
、

雑
草
の
発
生
を
抑
制
し
、
草
刈
り
の

回
数
が
年
５
回
程
度
か
ら
１
〜
２
回

に
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
小
富
士
地
区
で
植
え
ら
れ
た
の
は

片
ケ
瀬
・
小
富
士
地
区
が
「
畦
畔
等
法
面
緑
化
」
を
実
施

草
刈
り
の
労
力
を
軽
減
へ

画聖「田能村竹田」の生誕を祝う
　６月９日、旧竹田荘界隈にて、竹田市出身
で日本を代表する南画家・田能村竹田の生誕
を祝う催しが行われました。
　参加者は、歴史資料館で開催中の記念展
「南画家竹田の軌跡」を見学した後、竹田荘
公園にて、画聖が愛したとされる田楽を味わ
い、文人の世界に思いを馳せました。

↑最優秀賞の甲斐清士さん

↑最優秀賞の工藤さん親子は、６日の
県大会に市代表として出場します

↑ヒメイワダレソウの苗ポット植え付け作業

↑シートを固定する「竹串」は、地
元のみなさんによる手づくり

↑法面に植生シートを貼り付けます

↑入所者にほたるを贈る南部小の児童たち

↑田能村竹田の画風が完成されるまでの過程を説明する入江
学芸員

　
６
月
６
日
、「
歯
の
健
康
」
に
広

く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
平

成
25
年
度
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
齢
者
の
部
門
】

最
優
秀
賞
　
甲
斐
清
士
（
80
歳
・
仏

面
）
／
優
秀
賞
　
藤
本
進
（
81
歳
・

久
保
）
／
最
高
齢
者
賞
　
飯
倉
艶
香

（
86
歳
）

【
親
と
子
の
部
門
】

最
優
秀
賞
　
工
藤
将
太
・
直
忠
（
河

宇
田
）
／
優
秀
賞
　
志
賀
和
美
・
千

夏
（
桜
町
南
）、大
杉
美
紀・敢
大
（
上

角
西
）　
　
　
　
　
　
　
　〔
敬
称
略
〕

　
廣
瀬
武
夫
顕
彰
会
は
６
月
９
日
、

入
田
地
区
出
身
で
陸
上
自
衛
隊
元
西

部
方
面
総
監
（
陸
将
）
の
木
崎
俊
造

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
記
念
講
演
会

を
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
テ
ー
マ
は
『
安
全
保
障
・

防
衛
戦
略
を
考
え
る
』。
南
西
諸
島

や
朝
鮮
半
島
の
情
勢
等
を
紹
介
。
南

シ
ナ
海
に
お
い
て
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
領
有
権
問
題

で
長
年
衝
突
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、『
南
シ
ナ
海
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
は
東
シ
ナ
海
で
も
起
こ

る
』
と
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
際
、
自
衛

隊
西
部
方
面
隊
は「
朝
鮮
半
島
正
面
、

南
西
諸
島
正
面
の
情
勢
」、「
大
規
模

災
害
、
国
際
活
動
の
対
応
」
を
同
時

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

だ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
、
自
衛
隊
活

躍
の
舞
台
裏
を
紹
介
。
退
職
時
に
は

「
自
衛
隊
が
良
く
な
れ
ば
、
日
本
が

良
く
な
る
。
自
衛
隊
が
頑
張
る
こ
と

は
、
日
本
の
為
に
な
る
」
と
、
後
輩

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
こ
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

り
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
体
験
し
ま
し

た
。竹

田
小
が

「
友
情
の
蛍
お
く
り
」

　
６
月
15
日
、
竹
田
小
学
校
（
堀
治

士
校
長
）
の
６
年
生
28
人
が
大
分
市

の
障
害
児
入
所
施
設
「
清
明
あ
け
ぼ

の
学
園
」
を
訪
問
し
、
ほ
た
る
を
贈

り
ま
し
た
。

　
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
、
当
時

は
明
治
小
と
大
分
市
ろ
う
あ
施
設

『
あ
け
ぼ
の
寮
』
と
の
間
で
ほ
た
る

の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
。 

　
昨
年
10
月
、
盲
児
施
設
清
明
学
園

「
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
」
で
、
背
丈

が
伸
び
に
く
い
こ
と
や
、
定
着
す
る

と
生
命
力
が
強
い
こ
と
が
特
長
で

す
。

　
こ
の
事
業
は
農
家
直
営
で
、
県
営

ほ
だ
場
整
備
事
業
で
生
じ
た
法
面
約

３
万
平
方
㍍
を
本
年
度
か
ら
２
年
間

を
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
で

は
、
法
面
の
草
刈
り
作
業
は
重
労
働

と
な
り
ま
す
。
緑
化
に
よ
っ
て
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
15
、
16
日
の
２
日
間
、
第
16

回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
が
久

住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
１
５
３

名
が
出
場
し
ま
し
た
。
主
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　〔
敬
称
略
〕

【
第
16
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大

賞
、
日
本
民
謡
協
会
賞
】
高
見
春
代

（
熊
本
県
）

【
少
年
少
女
の
部
】優
勝・岩
本
眞（
宮

崎
県
）、
準
優
勝
・
佐
野
汰
知
（
竹

田
市
）、
３
位
・
佐
野
み
な
み
（
竹

田
市
）

【
青
年
の
部
】優
勝・瀬
井
真
奈
美（
熊

本
県
）、準
優
勝・岩
本
希（
宮
崎
県
）、

３
位
・
吉
野
晃
聡
（
日
田
市
）

【
高
年
の
部
】
優
勝
・
大
坪
勝
美
（
宮

崎
県
）、
準
優
勝
・
横
山
栄
子
（
宮

崎
県
）、３
位・志
村
利
男
（
大
分
市
）

【
壮
年
の
部
】
優
勝
・
高
見
春
代
（
熊

本
県
）、
準
優
勝
・
児
玉
久
美
子
（
竹

田
市
）、３
位・後
藤
忠
文
（
竹
田
市
）

↑「（今後も熊本で）久住高原の唄を
広めたい」と高見さん

高
見
春
代
さ
ん
が

久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
賞
！

と
ろ
う
あ
児
施
設
あ
け
ぼ
の
学
園
が

統
合
。
ま
た
、
竹
田
小
は
こ
の
４
月

か
ら
岡
本
小
学
校
と
統
合
し
、
新
た

な
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
、
交
流
は
今

年
で
61
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
受
け
渡
し
式
」
で
は
、
竹
田
小

児
童
を
代
表
し
て
大
久
保
太
陽
く
ん

と
矢
野
あ
ゆ
み
さ
ん
が
、
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
し
た
手
話
を
交
え
な
が

ら
「
蛍
の
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、全
校
の
み
ん
な
で
集
め
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
竹
田
か
ら
の
来
賓
と
し
て
参

加
し
た
、
明
治
地
区
自
治
会
長
会
長

の
工
藤
友
市
さ
ん
（
71
歳
）
は
、
旧

明
治
小
学
校
出
身
で
、61
年
前
の「
蛍

お
く
り
」第
１
回
目
の
児
童
で
し
た
。

　「
子
ど
も
孫
と
３
代
に
わ
た
っ
て
、

こ
の
蛍
お
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
て
感
慨
深
い
。
こ
れ
か
ら
も
長

く
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
工

藤
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑清明あけぼの学園の子どもたちとほたる観賞

↑経験を基に講演する木崎さん

　
６
月
18
日
、
大
分
県
立
竹
田
商
業

高
等
学
校
同
窓
会
の
児
玉
誠
三
会
長

ほ
か
役
員
５
名
が
市
本
庁
舎
を
訪

れ
、
平
成
25
年
度
内
に
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
る
『
新
図
書
館
建
設
』
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
、現
金
１
０
０
万

円
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
竹
田
商
業
は
平
成
20
年
に
閉
校

し
、
１
万
余
名
の
同
窓
生
を
輩
出
し

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
、
首
藤
市
長
は
「
同
窓

生
の
み
な
さ
ん
が
竹
田
市
に
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
あ
り
が
た

い
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
多
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新図書館建設を応援！
竹田商業同窓会が市に100万円を寄贈

陸
上
自
衛
隊
元
西
部
方
面
総
監

木
崎
俊
造
さ
ん
が
講
演
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き
れ
い
な
歯  

い
つ
ま
で
も

災害を乗り越えて
「友情をつなぐ蛍贈り」

南
部
小
が

「
友
情
の
蛍
お
く
り
」

　
６
月
13
日
、
南
部
小
学
校
（
河
野

啓
士
校
長
）
の
６
年
生
23
人
が
国
立

別
府
重
度
障
害
者
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
こ
の
日
ま
で
採
っ
た
ほ
た
る
と

児
童
が
作
っ
た
ス
テ
ン
ド
ア
ー
ト
な

ど
の
記
念
品
を
入
所
者
に
贈
り
ま
し

た
。

　
原
山
慧
児
童
会
長
は
「
蛍
や
手
づ

く
り
の
作
品
が
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

る
み
な
さ
ん
の
励
み
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
」と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
施
設
内
を
見
学
し
た

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ご
う

と
、
５
月
20
日
か
ら
６
月
初
旬
に
か

け
て
、
カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ
（
成
長
が

早
く
除
草
の
必
要
が
少
な
い
植
物
）

を
植
え
る
取
り
組
み
が
片
ケ
瀬
の
小

富
士
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
田
の
法
面
や
畦
道
、
た
め
池
堤

体
な
ど
に
生
え
る
雑
草
の
除
去
管
理

作
業
を
軽
減
す
る
た
め
、
カ
バ
ー
プ

ラ
ン
ツ
で
覆
う
『
緑
化
』
を
す
れ
ば
、

雑
草
の
発
生
を
抑
制
し
、
草
刈
り
の

回
数
が
年
５
回
程
度
か
ら
１
〜
２
回

に
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
小
富
士
地
区
で
植
え
ら
れ
た
の
は

片
ケ
瀬
・
小
富
士
地
区
が
「
畦
畔
等
法
面
緑
化
」
を
実
施

草
刈
り
の
労
力
を
軽
減
へ

画聖「田能村竹田」の生誕を祝う
　６月９日、旧竹田荘界隈にて、竹田市出身
で日本を代表する南画家・田能村竹田の生誕
を祝う催しが行われました。
　参加者は、歴史資料館で開催中の記念展
「南画家竹田の軌跡」を見学した後、竹田荘
公園にて、画聖が愛したとされる田楽を味わ
い、文人の世界に思いを馳せました。

↑最優秀賞の甲斐清士さん

↑最優秀賞の工藤さん親子は、６日の
県大会に市代表として出場します

↑ヒメイワダレソウの苗ポット植え付け作業

↑シートを固定する「竹串」は、地
元のみなさんによる手づくり

↑法面に植生シートを貼り付けます

↑入所者にほたるを贈る南部小の児童たち

↑田能村竹田の画風が完成されるまでの過程を説明する入江
学芸員

　
６
月
６
日
、「
歯
の
健
康
」
に
広

く
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
平

成
25
年
度
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
高
齢
者
の
部
門
】

最
優
秀
賞
　
甲
斐
清
士
（
80
歳
・
仏

面
）
／
優
秀
賞
　
藤
本
進
（
81
歳
・

久
保
）
／
最
高
齢
者
賞
　
飯
倉
艶
香

（
86
歳
）

【
親
と
子
の
部
門
】

最
優
秀
賞
　
工
藤
将
太
・
直
忠
（
河

宇
田
）
／
優
秀
賞
　
志
賀
和
美
・
千

夏
（
桜
町
南
）、大
杉
美
紀・敢
大
（
上

角
西
）　
　
　
　
　
　
　
　〔
敬
称
略
〕

　
廣
瀬
武
夫
顕
彰
会
は
６
月
９
日
、

入
田
地
区
出
身
で
陸
上
自
衛
隊
元
西

部
方
面
総
監
（
陸
将
）
の
木
崎
俊
造

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
記
念
講
演
会

を
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
テ
ー
マ
は
『
安
全
保
障
・

防
衛
戦
略
を
考
え
る
』。
南
西
諸
島

や
朝
鮮
半
島
の
情
勢
等
を
紹
介
。
南

シ
ナ
海
に
お
い
て
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
が
領
有
権
問
題

で
長
年
衝
突
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
、『
南
シ
ナ
海
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
は
東
シ
ナ
海
で
も
起
こ

る
』
と
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
際
、
自
衛

隊
西
部
方
面
隊
は「
朝
鮮
半
島
正
面
、

南
西
諸
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正
面
の
情
勢
」、「
大
規
模

災
害
、
国
際
活
動
の
対
応
」
を
同
時

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

だ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
、
自
衛
隊
活

躍
の
舞
台
裏
を
紹
介
。
退
職
時
に
は

「
自
衛
隊
が
良
く
な
れ
ば
、
日
本
が

良
く
な
る
。
自
衛
隊
が
頑
張
る
こ
と

は
、
日
本
の
為
に
な
る
」
と
、
後
輩

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
こ
と
も
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

り
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
体
験
し
ま
し

た
。竹

田
小
が

「
友
情
の
蛍
お
く
り
」

　
６
月
15
日
、
竹
田
小
学
校
（
堀
治

士
校
長
）
の
６
年
生
28
人
が
大
分
市

の
障
害
児
入
所
施
設
「
清
明
あ
け
ぼ

の
学
園
」
を
訪
問
し
、
ほ
た
る
を
贈

り
ま
し
た
。

　
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
、
当
時

は
明
治
小
と
大
分
市
ろ
う
あ
施
設

『
あ
け
ぼ
の
寮
』
と
の
間
で
ほ
た
る

の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
。 

　
昨
年
10
月
、
盲
児
施
設
清
明
学
園

「
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
」
で
、
背
丈

が
伸
び
に
く
い
こ
と
や
、
定
着
す
る

と
生
命
力
が
強
い
こ
と
が
特
長
で

す
。

　
こ
の
事
業
は
農
家
直
営
で
、
県
営

ほ
だ
場
整
備
事
業
で
生
じ
た
法
面
約

３
万
平
方
㍍
を
本
年
度
か
ら
２
年
間

を
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む
地
域
で

は
、
法
面
の
草
刈
り
作
業
は
重
労
働

と
な
り
ま
す
。
緑
化
に
よ
っ
て
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
15
、
16
日
の
２
日
間
、
第
16

回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
が
久

住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
１
５
３

名
が
出
場
し
ま
し
た
。
主
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　〔
敬
称
略
〕

【
第
16
回
久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大

賞
、
日
本
民
謡
協
会
賞
】
高
見
春
代

（
熊
本
県
）

【
少
年
少
女
の
部
】優
勝・岩
本
眞（
宮

崎
県
）、
準
優
勝
・
佐
野
汰
知
（
竹

田
市
）、
３
位
・
佐
野
み
な
み
（
竹

田
市
）

【
青
年
の
部
】優
勝・瀬
井
真
奈
美（
熊

本
県
）、準
優
勝・岩
本
希（
宮
崎
県
）、

３
位
・
吉
野
晃
聡
（
日
田
市
）

【
高
年
の
部
】
優
勝
・
大
坪
勝
美
（
宮

崎
県
）、
準
優
勝
・
横
山
栄
子
（
宮

崎
県
）、３
位・志
村
利
男
（
大
分
市
）

【
壮
年
の
部
】
優
勝
・
高
見
春
代
（
熊

本
県
）、
準
優
勝
・
児
玉
久
美
子
（
竹

田
市
）、３
位・後
藤
忠
文
（
竹
田
市
）

↑「（今後も熊本で）久住高原の唄を
広めたい」と高見さん

高
見
春
代
さ
ん
が

久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
賞
！

と
ろ
う
あ
児
施
設
あ
け
ぼ
の
学
園
が

統
合
。
ま
た
、
竹
田
小
は
こ
の
４
月

か
ら
岡
本
小
学
校
と
統
合
し
、
新
た

な
歴
史
を
刻
み
な
が
ら
、
交
流
は
今

年
で
61
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　「
受
け
渡
し
式
」
で
は
、
竹
田
小

児
童
を
代
表
し
て
大
久
保
太
陽
く
ん

と
矢
野
あ
ゆ
み
さ
ん
が
、
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
し
た
手
話
を
交
え
な
が

ら
「
蛍
の
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、全
校
の
み
ん
な
で
集
め
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
竹
田
か
ら
の
来
賓
と
し
て
参

加
し
た
、
明
治
地
区
自
治
会
長
会
長

の
工
藤
友
市
さ
ん
（
71
歳
）
は
、
旧

明
治
小
学
校
出
身
で
、61
年
前
の「
蛍

お
く
り
」第
１
回
目
の
児
童
で
し
た
。

　「
子
ど
も
孫
と
３
代
に
わ
た
っ
て
、

こ
の
蛍
お
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
て
感
慨
深
い
。
こ
れ
か
ら
も
長

く
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
工

藤
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑清明あけぼの学園の子どもたちとほたる観賞

↑経験を基に講演する木崎さん

　
６
月
18
日
、
大
分
県
立
竹
田
商
業

高
等
学
校
同
窓
会
の
児
玉
誠
三
会
長

ほ
か
役
員
５
名
が
市
本
庁
舎
を
訪

れ
、
平
成
25
年
度
内
に
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
る
『
新
図
書
館
建
設
』
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
、現
金
１
０
０
万

円
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
竹
田
商
業
は
平
成
20
年
に
閉
校

し
、
１
万
余
名
の
同
窓
生
を
輩
出
し

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
、
首
藤
市
長
は
「
同
窓

生
の
み
な
さ
ん
が
竹
田
市
に
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
あ
り
が
た

い
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
多
大

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新図書館建設を応援！
竹田商業同窓会が市に100万円を寄贈

陸
上
自
衛
隊
元
西
部
方
面
総
監

木
崎
俊
造
さ
ん
が
講
演
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保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

今月の食育レシピ

今
も
な
お
、災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
衝
撃
は
続
く

気
づ
い
て「
心
の
健
康
」

健康情報

ひじきのマリネ
　「児童・生徒が食を通して郷土の自然の素晴らしさを知り、地域
に対して愛着をもってもらいたい。」竹田市の学校給食調理場では
毎月、食育の日（19 日）を地域の食材を使用し、郷土料理や行事
食をとりいれる「ふるさと献立の日」に設定しています。特に竹田
市の名産品であるサフランを使用したメニューは給食でも人気で
す。この献立（サフランライス、久住野菜たっぷりカレー、ひじき
のマリネ、かぼすゼリー、牛乳）は７月のふるさと献立です。

（久住学校給食共同調理場栄養教諭・渕　範子）

と　き　７月 24 日（水）9:00 ～ 14:00
ところ　竹田市総合社会福祉センター調理室
申込締切　７月 10 日（水）
※申込後詳細を送付します
●お申込み
　竹田中央学校給食共同調理場　☎63-1170

↑ふるさと献立（写真中央が「ひじきのマリネ」）

↑温泉療法医教育研修会に参加したドクターのみなさん

石井  宏子　Hiroko Ishii
　温泉の美容力を研究する日本
でただひとりの「温泉ビュー
ティ研究家」。
　全国を旅して宿に泊まること
をライフワークとし、トラベル
ジャーナリストとして取材・執
筆。温泉地の自然環境にも着目
し、ドイツ・ミュンヘン大学で
「気候療法士」を修了。雑誌・
TV番組への出演多数。

　
平
成
24
年
７
月
の
災
害
か
ら
１

年
。

　
雨
が
降
る
と
災
害
の
こ
と
を
思
い

出
す
等
、
心
の
傷
を
抱
え
て
い
る
と

い
う
方
も
い
ま
す
。
と
く
に
高
齢
者

は
環
境
の
変
化
に
う
ま
く
合
わ
せ

ら
れ
ず
、
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
少

し
く
ら
い
の
心
身
の
不
調
は
「
年
の

せ
い
」
と
見
過
ご
し
て
し
ま
う
事
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
被
災
に
よ
る
心
身
の
疲
労

や
体
調
の
変
化
等
は
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
や
症
状
の
憎
悪
に
も
影

響
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
予
備

軍
を
合
わ
せ
る
と
65
歳
以
上
の
４

人
に
１
人
は
認
知
症
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
竹
田
市
の
高
齢
者
の
人
数
は
お

よ
そ
９
９
０
０
人
。
厚
生
労
働
省
の

推
計
に
合
わ
せ
る
と
、
２
５
０
０
人

弱
の
人
が
認
知
症
（
予
備
軍
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

竹
田
市
の
高
齢
者
の

■

心
の
健
康
状
態
は…

？

　
平
成
24
年
度
は
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
等
12
か
所
で
認
知
症
予
防
講

座
を
行
い
こ
こ
ろ
の
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
の
２

番
・
４
番
・
10
番
、
う
つ
チ
ェ
ッ
ク

の
３
番
、
５
番
な
ど
は
チ
ェ
ッ
ク
を

つ
け
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
あ
な

た
は
ど
う
で
す
か
？

　
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
で
要
注
意
と
な
っ

た
ら
認
知
症
・
う
つ
病
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
ろ
の
健

康
度
が
下
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
気
に
な
る
方
は
早
め
の
相
談
・
受

診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
竹
田
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　  

☎
６
４-

０
３
１
０

　
こ
こ
ろ
の
相
談
支
援
事
業
所

　
　
　
　
　
　  

☎
６
３-

３
３
４
６

　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　  

☎
６
３-

４
８
１
０

　
認
知
症
や
う
つ
病
等
の
こ
こ
ろ
の

病
は
だ
れ
で
も
が
な
り
う
る
病
気

で
す
。
ま
ず
は
、
気
づ
く
事
、
そ
し

て
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

 1 同じことを短い時間のうちに何度も言ったり聞いたりする
 2 話す時に物の名前が出にくく「あれ」「これ」などと言う
 3 以前はあった興味や関心が無くなり、日課をしなくなった
 4 置き忘れやしまい忘れが目立つようになった
 5 時間や場所の感覚が不確かで、約束事を間違えるようになった
 6 計算の間違いが多くなった
 7 慣れている所で、道に迷ったことがある
 8 蛇口やガス栓の閉め忘れが目立つようになった
 9 薬の管理が出来ない
 10 以前から高血圧、あるいは糖尿病がある

以下の項目で、自分に当てはまるものに○をつけてください。

 1 毎日の生活が充実していない
 2 これまで楽しんでやれたことが、今は楽しめなくなった
 3 以前は楽にできていたことが、今はおっくうに感じられる
 4 自分は役に立つ人間だと思えない
 5 わけもなく疲れたような感じがする
 6 死について何度も考えることがある
 7 気分がひどく落ち込んで、自殺について考える
 8 最近ひどく困ったことやつらいと思ったことがある

（以下の項目からは、ここ２週間を振り返って○をつけてください。）

H24年　竹田市健康増進課

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
　

10
項
目
中
３
項
目
以
上
要
注
意

う
つ
チ
ェ
ッ
ク
　

８
項
目
中
２
項
目
以
上
要
注
意

こころの健康度チェック　
５
月
26
日
、
竹
田
市
直
入
支
所
で

「
第
34
回
温
泉
療
法
医
教
育
研
修

会
in
竹
田
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
を
主
催
す
る
㈶
日
本
温

泉
気
候
物
理
医
学
会
は
、
温
泉
・
気

候
・
物
理
医
学
を
通
じ
、
国
民
の
疾

病
治
療
・
予
防
、
健
康
保
持
・
増
進

を
図
る
と
と
も
に
、
温
泉
・
気
候
・

物
理
医
学
と
そ
の
療
法
の
進
歩
と

発
展
を
目
指
す
医
学
会
で
す
。
こ
の

医
学
会
に
は
、
全
国
各
地
で
活
躍
す

　６月16日、丸の内朝大学「九州温泉大学クラス」
の生徒約40名が、フィールドワークの一環として竹
田市・長湯温泉を訪れました。生徒の平均年齢は35
歳、男女ほぼ半々で、東京で働く社会人が朝出勤前
に学ぶ市民講座です。
　「日本の素晴らしい宝である温泉を知ることで、
東京の社会人達もどんどん温泉地へ旅にでかけてい
ただきたいという思いで５年前に講座を立ち上げま
した。これまでにのべ500名以上の受講生がいます。」
と講師の石井宏子先生。
　温泉がもたらす美容面の研究 “温泉ビューティ”
の第一人者でもある石井先生に長湯温泉の温泉につ
いてお聞きすると、肌の汚れや角質を落とす炭酸水
素塩泉としっとり保湿を助けるマグネシウム・ナト
リウムが豊富、さらに希少な炭酸ガスの成分で血行
促進できるビューティ温泉とのこと。
　気候療法士の資格も持つ石井先生は、「温泉はも
ちろん、その土地の自然環境に触れ、人々と交流す
る、地のものをバランス良く食す、温泉へ旅をする
こと全てが美と健康につながる自然療法の要素でも
あるのです。竹田市は、そういう要素が十分備わっ
ているので、まずは行ってみたいと思ってもらえる
仕掛けづくりがしたいですね。」と語っています。
　与えられた環境に目を向け、どのように滞在者を
受け入れていくかを考えていくことが、『日本一の
国民保養温泉地』を目指す竹田市において、非常に
重要な作業になってきます。

る
温
泉
療
法
医
や
よ
り
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
温
泉
療
法
専
門
医
が

数
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
温
泉
ド
ク
タ
ー
か
ら

熱
い
視
線

　
今
回
、
別
府
市
で
第
78
回
の
総

会
・
学
術
集
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
合
わ
せ
、
温
泉
療
法
医
に
な
る
た

め
の
教
育
研
修
会
が
２
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
場
と

し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
温
泉
を
活

用
し
た
予
防
医
学
や
観
光
振
興
と

し
て
の
独
自
施
策
で
あ
る
「
温
泉
療

養
保
健
制
度
」
を
実
施
し
て
い
る
竹

田
市
が
選
ば
れ
、
約
60
名
の
ド
ク

タ
ー
が
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
温
泉
療
法
医
教
育
研
修
会
の
受

講
は
温
泉
療
法
医
に
な
る
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
で
、
温
泉
療

法
医
を
目
指
し
て
い
る
先
生
や
、
既

に
温
泉
療
法
医
と
し
て
活
躍
中
の

先
生
方
の
学
習
・
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
初
日
25
日

に
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
研
修
会

受
講
後
、
竹
田
市
に
移
動
し
、
長
湯

温
泉
の
炭
酸
泉
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
竹
田
市

の
地
域
医
療
現
場
で
日
々
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
伊
藤
医
院
院
長
の

伊
藤
恭
先
生
や
、
大
分
大
学
医
学

部
付
属
病
院
の
青
野
裕
士
先
生
、

後
藤
孔
郎
先
生
に
よ
る
講
義
が
行

わ
れ
、
受
講
さ
れ
た
先
生
方
も
真
剣

な
眼
差
し
で
講
義
を
受
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
に
は
、
温
泉
だ
け
で
は
な

く
、
城
下
町
の
街
並
み
や
高
原
の
景

色
、
豊
か
な
水
資
源
な
ど
、
転
地
療

養
や
保
養
に
適
し
た
環
境
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

体
感
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
『
温
泉

療
養
』
な
の
で
す
。

　
未
来
の
温
泉
ド
ク
タ
ー
が
竹
田

市
に
集
い
、
全
国
レ
ベ
ル
の
研
修
会

の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本

有
数
の
炭
酸
泉
や
広
大
な
高
原
へ

の
転
地
療
養
を
体
感
さ
れ
、
竹
田
市

の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
日
本
一
の
国
民
保
養
温
泉

地
を
目
指
す
竹
田
市
に
お
い
て
、
歴

史
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
府
市
で
行
わ
れ
た
学
会

の
学
術
集
会
で
は
首
藤
市
長
が
講

演
を
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
温
泉
を
活
用
し
た
竹
田
市
の
取

り
組
み
に
対
し
、
全
国
の
温
泉
ド
ク

タ
ー
か
ら
の
熱
い
視
線
が
向
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
第
34
回
温
泉
療
法
医
教
育
研
修
会
in
竹
田
」開
催

未
来
の
温
泉
療
法
医
が

長
湯
温
泉
に
集
結

その環境に身を置くことで、
五感が刺激され、健康に美しく

地元の夏野菜を使った親子料理教室参加者募集 １．ひじきは水につけもどしておく。
２．かぼちゃは５ミリのいちょう切り。
３．にんじんは小さめのいちょう切り。
４．ロースハムはせん切りにする。
５．ハム以外の材料をボイルしておく。
６．調味料Ⓐは合わせて煮立たせてさましておく。
７．調味料と材料を混ぜ合わせる。

作り方材　料〈１人分〉
乾燥ひじき …………… 1g
西洋かぼちゃ ……… 35g
にんじん ……………… 5g
ロースハム ………… 10g
穀物酢 ………………… 5g
三温糖 ………………… 3g
うすくちしょうゆ …… 3g

Ⓐ
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保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

今月の食育レシピ

今
も
な
お
、災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
衝
撃
は
続
く

気
づ
い
て「
心
の
健
康
」

健康情報

ひじきのマリネ
　「児童・生徒が食を通して郷土の自然の素晴らしさを知り、地域
に対して愛着をもってもらいたい。」竹田市の学校給食調理場では
毎月、食育の日（19 日）を地域の食材を使用し、郷土料理や行事
食をとりいれる「ふるさと献立の日」に設定しています。特に竹田
市の名産品であるサフランを使用したメニューは給食でも人気で
す。この献立（サフランライス、久住野菜たっぷりカレー、ひじき
のマリネ、かぼすゼリー、牛乳）は７月のふるさと献立です。

（久住学校給食共同調理場栄養教諭・渕　範子）

と　き　７月 24 日（水）9:00 ～ 14:00
ところ　竹田市総合社会福祉センター調理室
申込締切　７月 10 日（水）
※申込後詳細を送付します
●お申込み
　竹田中央学校給食共同調理場　☎63-1170

↑ふるさと献立（写真中央が「ひじきのマリネ」）

↑温泉療法医教育研修会に参加したドクターのみなさん

石井  宏子　Hiroko Ishii
　温泉の美容力を研究する日本
でただひとりの「温泉ビュー
ティ研究家」。
　全国を旅して宿に泊まること
をライフワークとし、トラベル
ジャーナリストとして取材・執
筆。温泉地の自然環境にも着目
し、ドイツ・ミュンヘン大学で
「気候療法士」を修了。雑誌・
TV番組への出演多数。

　
平
成
24
年
７
月
の
災
害
か
ら
１

年
。

　
雨
が
降
る
と
災
害
の
こ
と
を
思
い

出
す
等
、
心
の
傷
を
抱
え
て
い
る
と

い
う
方
も
い
ま
す
。
と
く
に
高
齢
者

は
環
境
の
変
化
に
う
ま
く
合
わ
せ

ら
れ
ず
、
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
少

し
く
ら
い
の
心
身
の
不
調
は
「
年
の

せ
い
」
と
見
過
ご
し
て
し
ま
う
事
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
被
災
に
よ
る
心
身
の
疲
労

や
体
調
の
変
化
等
は
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
や
症
状
の
憎
悪
に
も
影

響
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
、
予
備

軍
を
合
わ
せ
る
と
65
歳
以
上
の
４

人
に
１
人
は
認
知
症
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
竹
田
市
の
高
齢
者
の
人
数
は
お

よ
そ
９
９
０
０
人
。
厚
生
労
働
省
の

推
計
に
合
わ
せ
る
と
、
２
５
０
０
人

弱
の
人
が
認
知
症
（
予
備
軍
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■

竹
田
市
の
高
齢
者
の

■

心
の
健
康
状
態
は…

？

　
平
成
24
年
度
は
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
等
12
か
所
で
認
知
症
予
防
講

座
を
行
い
こ
こ
ろ
の
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
の
２

番
・
４
番
・
10
番
、
う
つ
チ
ェ
ッ
ク

の
３
番
、
５
番
な
ど
は
チ
ェ
ッ
ク
を

つ
け
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
あ
な

た
は
ど
う
で
す
か
？

　
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
で
要
注
意
と
な
っ

た
ら
認
知
症
・
う
つ
病
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
ろ
の
健

康
度
が
下
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
気
に
な
る
方
は
早
め
の
相
談
・
受

診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
竹
田
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　  

☎
６
４-

０
３
１
０

　
こ
こ
ろ
の
相
談
支
援
事
業
所

　
　
　
　
　
　  

☎
６
３-

３
３
４
６

　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　  

☎
６
３-

４
８
１
０

　
認
知
症
や
う
つ
病
等
の
こ
こ
ろ
の

病
は
だ
れ
で
も
が
な
り
う
る
病
気

で
す
。
ま
ず
は
、
気
づ
く
事
、
そ
し

て
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

 1 同じことを短い時間のうちに何度も言ったり聞いたりする
 2 話す時に物の名前が出にくく「あれ」「これ」などと言う
 3 以前はあった興味や関心が無くなり、日課をしなくなった
 4 置き忘れやしまい忘れが目立つようになった
 5 時間や場所の感覚が不確かで、約束事を間違えるようになった
 6 計算の間違いが多くなった
 7 慣れている所で、道に迷ったことがある
 8 蛇口やガス栓の閉め忘れが目立つようになった
 9 薬の管理が出来ない
 10 以前から高血圧、あるいは糖尿病がある

以下の項目で、自分に当てはまるものに○をつけてください。

 1 毎日の生活が充実していない
 2 これまで楽しんでやれたことが、今は楽しめなくなった
 3 以前は楽にできていたことが、今はおっくうに感じられる
 4 自分は役に立つ人間だと思えない
 5 わけもなく疲れたような感じがする
 6 死について何度も考えることがある
 7 気分がひどく落ち込んで、自殺について考える
 8 最近ひどく困ったことやつらいと思ったことがある

（以下の項目からは、ここ２週間を振り返って○をつけてください。）

H24年　竹田市健康増進課

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
　

10
項
目
中
３
項
目
以
上
要
注
意

う
つ
チ
ェ
ッ
ク
　

８
項
目
中
２
項
目
以
上
要
注
意

こころの健康度チェック　
５
月
26
日
、
竹
田
市
直
入
支
所
で

「
第
34
回
温
泉
療
法
医
教
育
研
修

会
in
竹
田
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
を
主
催
す
る
㈶
日
本
温

泉
気
候
物
理
医
学
会
は
、
温
泉
・
気

候
・
物
理
医
学
を
通
じ
、
国
民
の
疾

病
治
療
・
予
防
、
健
康
保
持
・
増
進

を
図
る
と
と
も
に
、
温
泉
・
気
候
・

物
理
医
学
と
そ
の
療
法
の
進
歩
と

発
展
を
目
指
す
医
学
会
で
す
。
こ
の

医
学
会
に
は
、
全
国
各
地
で
活
躍
す

　６月16日、丸の内朝大学「九州温泉大学クラス」
の生徒約40名が、フィールドワークの一環として竹
田市・長湯温泉を訪れました。生徒の平均年齢は35
歳、男女ほぼ半々で、東京で働く社会人が朝出勤前
に学ぶ市民講座です。
　「日本の素晴らしい宝である温泉を知ることで、
東京の社会人達もどんどん温泉地へ旅にでかけてい
ただきたいという思いで５年前に講座を立ち上げま
した。これまでにのべ500名以上の受講生がいます。」
と講師の石井宏子先生。
　温泉がもたらす美容面の研究 “温泉ビューティ”
の第一人者でもある石井先生に長湯温泉の温泉につ
いてお聞きすると、肌の汚れや角質を落とす炭酸水
素塩泉としっとり保湿を助けるマグネシウム・ナト
リウムが豊富、さらに希少な炭酸ガスの成分で血行
促進できるビューティ温泉とのこと。
　気候療法士の資格も持つ石井先生は、「温泉はも
ちろん、その土地の自然環境に触れ、人々と交流す
る、地のものをバランス良く食す、温泉へ旅をする
こと全てが美と健康につながる自然療法の要素でも
あるのです。竹田市は、そういう要素が十分備わっ
ているので、まずは行ってみたいと思ってもらえる
仕掛けづくりがしたいですね。」と語っています。
　与えられた環境に目を向け、どのように滞在者を
受け入れていくかを考えていくことが、『日本一の
国民保養温泉地』を目指す竹田市において、非常に
重要な作業になってきます。

る
温
泉
療
法
医
や
よ
り
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
温
泉
療
法
専
門
医
が

数
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
温
泉
ド
ク
タ
ー
か
ら

熱
い
視
線

　
今
回
、
別
府
市
で
第
78
回
の
総

会
・
学
術
集
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
合
わ
せ
、
温
泉
療
法
医
に
な
る
た

め
の
教
育
研
修
会
が
２
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
会
場
と

し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
温
泉
を
活

用
し
た
予
防
医
学
や
観
光
振
興
と

し
て
の
独
自
施
策
で
あ
る
「
温
泉
療

養
保
健
制
度
」
を
実
施
し
て
い
る
竹

田
市
が
選
ば
れ
、
約
60
名
の
ド
ク

タ
ー
が
竹
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
温
泉
療
法
医
教
育
研
修
会
の
受

講
は
温
泉
療
法
医
に
な
る
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
環
で
、
温
泉
療

法
医
を
目
指
し
て
い
る
先
生
や
、
既

に
温
泉
療
法
医
と
し
て
活
躍
中
の

先
生
方
の
学
習
・
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
初
日
25
日

に
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
研
修
会

受
講
後
、
竹
田
市
に
移
動
し
、
長
湯

温
泉
の
炭
酸
泉
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
翌
日
に
は
、
竹
田
市

の
地
域
医
療
現
場
で
日
々
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
伊
藤
医
院
院
長
の

伊
藤
恭
先
生
や
、
大
分
大
学
医
学

部
付
属
病
院
の
青
野
裕
士
先
生
、

後
藤
孔
郎
先
生
に
よ
る
講
義
が
行

わ
れ
、
受
講
さ
れ
た
先
生
方
も
真
剣

な
眼
差
し
で
講
義
を
受
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
竹
田
市
に
は
、
温
泉
だ
け
で
は
な

く
、
城
下
町
の
街
並
み
や
高
原
の
景

色
、
豊
か
な
水
資
源
な
ど
、
転
地
療

養
や
保
養
に
適
し
た
環
境
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

体
感
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
『
温
泉

療
養
』
な
の
で
す
。

　
未
来
の
温
泉
ド
ク
タ
ー
が
竹
田

市
に
集
い
、
全
国
レ
ベ
ル
の
研
修
会

の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本

有
数
の
炭
酸
泉
や
広
大
な
高
原
へ

の
転
地
療
養
を
体
感
さ
れ
、
竹
田
市

の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
日
本
一
の
国
民
保
養
温
泉

地
を
目
指
す
竹
田
市
に
お
い
て
、
歴

史
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
別
府
市
で
行
わ
れ
た
学
会

の
学
術
集
会
で
は
首
藤
市
長
が
講

演
を
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
温
泉
を
活
用
し
た
竹
田
市
の
取

り
組
み
に
対
し
、
全
国
の
温
泉
ド
ク

タ
ー
か
ら
の
熱
い
視
線
が
向
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
第
34
回
温
泉
療
法
医
教
育
研
修
会
in
竹
田
」開
催

未
来
の
温
泉
療
法
医
が

長
湯
温
泉
に
集
結

その環境に身を置くことで、
五感が刺激され、健康に美しく

地元の夏野菜を使った親子料理教室参加者募集 １．ひじきは水につけもどしておく。
２．かぼちゃは５ミリのいちょう切り。
３．にんじんは小さめのいちょう切り。
４．ロースハムはせん切りにする。
５．ハム以外の材料をボイルしておく。
６．調味料Ⓐは合わせて煮立たせてさましておく。
７．調味料と材料を混ぜ合わせる。

作り方材　料〈１人分〉
乾燥ひじき …………… 1g
西洋かぼちゃ ……… 35g
にんじん ……………… 5g
ロースハム ………… 10g
穀物酢 ………………… 5g
三温糖 ………………… 3g
うすくちしょうゆ …… 3g

Ⓐ
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ミステリアス！竹田キリシタン

↑玉来地区にある寺院の「カマボコ石」

↑畳一枚分ほどの巨大なルイサの墓

↑ルイサの墓に刻まれている丸に十字の日輪章

↑墓の正面軸中央部に「るいさ」という洗礼名が刻まれている

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑫
〔
岡
藩
飛
び
地
編
〕

「
ル
イ
サ
」と
い
う
名
前
。そ
れ
は
、

岡
藩
の
女
性
キ
リ
シ
タ
ン
の
洗
礼
名
だ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
岡
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ
た
宇
目
町
（
現
：
佐
伯
市
宇
目
町
）
に
は
、
巨
大
な
石
製
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
あ
る
。

そ
こ
に
眠
る
キ
リ
シ
タ
ン
が
岡
藩
生
ま
れ
の
ル
イ
サ
で
あ
る
。

　「
ル
イ
サ
」
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
方
は
多
い
だ
ろ
う
が
、
有
名
な
南
蛮

菓
子
の
商
品
名
を
連
想
さ
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
の
商
品
名
が
、
実
在

し
た
竹
田
の
女
性
キ
リ
シ
タ
ン
に
由
来
す
る

こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
　
　

　
ル
イ
サ
は
洗
礼
名
で
、
岡
藩
士
渡
辺
興
吉

郎
の
娘
と
し
て
玉
来
に
生
ま
れ
、
本
名
は
渡

辺
ラ
ン
と
言
う
。
現
在
、
彼
女
の
墓
は
宇
目

町
重
岡
の
杉
林
の
中
に
あ
る
が
、
墓
石
は
畳

１
枚
分
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
も
の
で
、（
写

真
①
）
珍
し
い
こ
と
に
、
没
年
月
日
と
洗
礼

名
、
さ
ら
に
、
直
径
20
㎝
ほ
ど
の
丸
に
十
字

の
日
輪
章
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。（
写
真

②
）
日
輪
章
の
下
部
に
は
長
方
形
の
穴
が
開

け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
こ
こ
に
十
字
架

が
立
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ル
イ
サ

が
、
こ
の
墓
石
の
大
き
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
だ

け
の
大
柄
な
女
性
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
彼
女
は
南
蛮
人
の
血
が

混
じ
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
女
性
だ
っ
た
の

で
は
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
し
ま
う
。

　
ル
イ
サ
は
、
ま
だ
、
南
蛮
文
化
が
華
や
か

な
り
し
頃
に
少
女
時
代
を
玉
来
で
過
ご
し
た

後
、
岡
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ
た
宇
目
町
の
千

石
庄
屋
渡
辺
善
左
衛
門
に
嫁
ぎ
、
一
男
一
女

を
設
け
る
が
、
元
和
五
年
（
１
６
１
９
年
）

に
29
歳
で
病
死
。
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
と
し

て
手
厚
く
葬
ら
れ
た
が
、
弾
圧
が
厳
し
く
な

る
と
、
渡
辺
家
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
つ
な
が

り
を
恐
れ
て
墓
を
地
中
深
く
埋
め
た
。
そ
し

て
、
ル
イ
サ
に
関
す
る
一
切
の
こ
と
は
抹
消

さ
れ
、
子
孫
も
ル
イ
サ
と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン

が
い
た
こ
と
さ
え
知
ら
ず
に
約
３
０
０
年
が

過
ぎ
た
大
正
時
代
末
期
の
こ
と
。
親
子
で
杉

の
植
林
に
行
っ
た
際
に
、
父
親
で
あ
る
当
時

の
渡
辺
家
当
主
が
地
中
深
く
埋
め
ら
れ
て
い

た
こ
の
墓
石
を
偶
然
に
発
見
し
た
が
、
そ
の

異
様
な
形
に
恐
れ
を
な
し
て
、
再
び
地
中
に

埋
め
戻
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
約
40
年

後
、
父
と
杉
林
で
見
た
記
憶
が
突
然
よ
み
が

え
っ
た
次
代
の
当
主
が
墓
石
を
掘
り
起
こ
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
夢
の
中
で
彼
の
記

憶
を
呼
び
覚
ま
し
た
の
は
、
地
上
に
出
た
い

と
い
う
ル
イ
サ
の
魂
の
叫
び
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
史
」（
注
１
）
１

６
１
４
年
２
月
の
記
述
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の

宣
教
師
が
竹
田
と
臼
杵
の
間
を
巡
回
し
て
い

る
時
、
ル
イ
サ
と
い
う
名
前
の
女
性
キ
リ
シ

タ
ン
の
家
に
泊
ま
り
、
そ
の
家
の
子
ど
も
に

洗
礼
を
授
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
た
だ
し
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
ル
イ
サ
と
同

一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な

い
）
ま
た
、
当
時
の
玉
来
に
お
け
る
キ
リ
シ

タ
ン
信
仰
を
裏
付
け
る
記
述
も
あ
る
。「
禁

教
令
に
よ
り
臼
杵
の
教
会
を
追
わ
れ
て
長
崎

に
向
か
う
６
人
の
宣
教
師
が
、
信
者
に
悟
ら

れ
な
い
よ
う
に
玉
来
の
町
は
ず
れ
に
あ
る
大

き
な
寺
に
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
に
反
し

て
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
信
者
が
集
ま
っ
て

き
た
」
と
。
こ
の
記
述
と
の
関
連
は
定
か
で

は
な
い
が
、
現
在
も
玉
来
に
二
つ
あ
る
寺
院

の
い
ず
れ
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
シ
タ

ン
墓
と
同
型
の
古
い
カ
マ
ボ
コ
石
（
写
真

④・⑤
）
が
参
道
に
延
々
と
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
岡
城
大
手
門
と
同
様
に

何
の
目
的
で
誰
が
置
い
た
の
か
、
理
由
は
全

く
の
謎
で
あ
る
。
竹
田
に
は
、
つ
く
づ
く
謎

が
多
い
。

　
薄
暗
い
杉
林
の
中
で
、
静
寂
に
包
ま
れ
て

ル
イ
サ
の
墓
と
じ
っ
と
向
き
合
っ
て
い
る

と
、
彼
女
が
玉
来
に
帰
り
た
い
と
泣
い
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
初
期
か
ら
弾
圧
期
を
生
き
た
貴
重
な

キ
リ
シ
タ
ン
「
ル
イ
サ
」。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
４
０
０

年
の
時
を
超
え
て
、
今
も
な
お
、
宇
目
の
地

で
眠
り
続
け
て
い
る
。
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）
ヤ
シ
ン
ト
・
オ
ル
フ
ァ
ネ
ー
ル
著
　
１
９

７
７
年
　
雄
松
堂
書
店

参
考
文
献
：
宇
目
町
史
／
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村
清
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著
・
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分
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の

切
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料
／
マ
リ
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・
マ
レ
ガ
著
　

続
豊
後
切
支
丹
史
料

②

①

③

⑤

④

広報たけた  平成25年7月号 20



ミステリアス！竹田キリシタン

↑玉来地区にある寺院の「カマボコ石」

↑畳一枚分ほどの巨大なルイサの墓

↑ルイサの墓に刻まれている丸に十字の日輪章

↑墓の正面軸中央部に「るいさ」という洗礼名が刻まれている

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑫
〔
岡
藩
飛
び
地
編
〕

「
ル
イ
サ
」と
い
う
名
前
。そ
れ
は
、

岡
藩
の
女
性
キ
リ
シ
タ
ン
の
洗
礼
名
だ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
岡
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ
た
宇
目
町
（
現
：
佐
伯
市
宇
目
町
）
に
は
、
巨
大
な
石
製
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
あ
る
。

そ
こ
に
眠
る
キ
リ
シ
タ
ン
が
岡
藩
生
ま
れ
の
ル
イ
サ
で
あ
る
。

　「
ル
イ
サ
」
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
方
は
多
い
だ
ろ
う
が
、
有
名
な
南
蛮

菓
子
の
商
品
名
を
連
想
さ
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
の
商
品
名
が
、
実
在

し
た
竹
田
の
女
性
キ
リ
シ
タ
ン
に
由
来
す
る

こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
　
　

　
ル
イ
サ
は
洗
礼
名
で
、
岡
藩
士
渡
辺
興
吉

郎
の
娘
と
し
て
玉
来
に
生
ま
れ
、
本
名
は
渡

辺
ラ
ン
と
言
う
。
現
在
、
彼
女
の
墓
は
宇
目

町
重
岡
の
杉
林
の
中
に
あ
る
が
、
墓
石
は
畳

１
枚
分
ほ
ど
も
あ
る
巨
大
な
も
の
で
、（
写

真
①
）
珍
し
い
こ
と
に
、
没
年
月
日
と
洗
礼

名
、
さ
ら
に
、
直
径
20
㎝
ほ
ど
の
丸
に
十
字

の
日
輪
章
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。（
写
真

②
）
日
輪
章
の
下
部
に
は
長
方
形
の
穴
が
開

け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
こ
こ
に
十
字
架

が
立
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ル
イ
サ

が
、
こ
の
墓
石
の
大
き
さ
に
ふ
さ
わ
し
い
だ

け
の
大
柄
な
女
性
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
彼
女
は
南
蛮
人
の
血
が

混
じ
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
女
性
だ
っ
た
の

で
は
と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
し
ま
う
。

　
ル
イ
サ
は
、
ま
だ
、
南
蛮
文
化
が
華
や
か

な
り
し
頃
に
少
女
時
代
を
玉
来
で
過
ご
し
た

後
、
岡
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ
た
宇
目
町
の
千

石
庄
屋
渡
辺
善
左
衛
門
に
嫁
ぎ
、
一
男
一
女

を
設
け
る
が
、
元
和
五
年
（
１
６
１
９
年
）

に
29
歳
で
病
死
。
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
と
し

て
手
厚
く
葬
ら
れ
た
が
、
弾
圧
が
厳
し
く
な

る
と
、
渡
辺
家
は
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
つ
な
が

り
を
恐
れ
て
墓
を
地
中
深
く
埋
め
た
。
そ
し

て
、
ル
イ
サ
に
関
す
る
一
切
の
こ
と
は
抹
消

さ
れ
、
子
孫
も
ル
イ
サ
と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン

が
い
た
こ
と
さ
え
知
ら
ず
に
約
３
０
０
年
が

過
ぎ
た
大
正
時
代
末
期
の
こ
と
。
親
子
で
杉

の
植
林
に
行
っ
た
際
に
、
父
親
で
あ
る
当
時

の
渡
辺
家
当
主
が
地
中
深
く
埋
め
ら
れ
て
い

た
こ
の
墓
石
を
偶
然
に
発
見
し
た
が
、
そ
の

異
様
な
形
に
恐
れ
を
な
し
て
、
再
び
地
中
に

埋
め
戻
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
か
ら
約
40
年

後
、
父
と
杉
林
で
見
た
記
憶
が
突
然
よ
み
が

え
っ
た
次
代
の
当
主
が
墓
石
を
掘
り
起
こ
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
夢
の
中
で
彼
の
記

憶
を
呼
び
覚
ま
し
た
の
は
、
地
上
に
出
た
い

と
い
う
ル
イ
サ
の
魂
の
叫
び
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　「
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
史
」（
注
１
）
１

６
１
４
年
２
月
の
記
述
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の

宣
教
師
が
竹
田
と
臼
杵
の
間
を
巡
回
し
て
い

る
時
、
ル
イ
サ
と
い
う
名
前
の
女
性
キ
リ
シ

タ
ン
の
家
に
泊
ま
り
、
そ
の
家
の
子
ど
も
に

洗
礼
を
授
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
た
だ
し
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
ル
イ
サ
と
同

一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な

い
）
ま
た
、
当
時
の
玉
来
に
お
け
る
キ
リ
シ

タ
ン
信
仰
を
裏
付
け
る
記
述
も
あ
る
。「
禁

教
令
に
よ
り
臼
杵
の
教
会
を
追
わ
れ
て
長
崎

に
向
か
う
６
人
の
宣
教
師
が
、
信
者
に
悟
ら

れ
な
い
よ
う
に
玉
来
の
町
は
ず
れ
に
あ
る
大

き
な
寺
に
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
予
想
に
反
し

て
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
信
者
が
集
ま
っ
て

き
た
」
と
。
こ
の
記
述
と
の
関
連
は
定
か
で

は
な
い
が
、
現
在
も
玉
来
に
二
つ
あ
る
寺
院

の
い
ず
れ
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
シ
タ

ン
墓
と
同
型
の
古
い
カ
マ
ボ
コ
石
（
写
真

④・⑤
）
が
参
道
に
延
々
と
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
岡
城
大
手
門
と
同
様
に

何
の
目
的
で
誰
が
置
い
た
の
か
、
理
由
は
全

く
の
謎
で
あ
る
。
竹
田
に
は
、
つ
く
づ
く
謎

が
多
い
。

　
薄
暗
い
杉
林
の
中
で
、
静
寂
に
包
ま
れ
て

ル
イ
サ
の
墓
と
じ
っ
と
向
き
合
っ
て
い
る

と
、
彼
女
が
玉
来
に
帰
り
た
い
と
泣
い
て
い

る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
初
期
か
ら
弾
圧
期
を
生
き
た
貴
重
な

キ
リ
シ
タ
ン
「
ル
イ
サ
」。
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
４
０
０

年
の
時
を
超
え
て
、
今
も
な
お
、
宇
目
の
地

で
眠
り
続
け
て
い
る
。
　
　
　（
後
藤
篤
美
）

（
注
１
）
ヤ
シ
ン
ト
・
オ
ル
フ
ァ
ネ
ー
ル
著
　
１
９

７
７
年
　
雄
松
堂
書
店

参
考
文
献
：
宇
目
町
史
／
北
村
清
士
著
・
大
分
県
の

切
支
丹
史
料
／
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
著
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たけたんアンテナcolumn & news

竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

生き活き

起
興 環境エネルギー分野

竹資源を活かす！

厚生労働省パッケージ事業　「生き活き興起雇用創出大作戦！」

（http://www.bk-kurgarten.de/） ↑クアガールテンのイメージ図

　
２
０
１
２
年
１
月
広
報
誌
の
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
知
ら
せ
し

た
が
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は

「
ク
ア
ガ
ー
ル
テ
ン
」
と
い
う
新
団
地
建
設

が
企
画
さ
れ
、
今
の
と
こ
ろ
、
開
発
は
当
初

の
目
算
ど
お
り
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
ん
で
お
り
、
今
年
８
月
か
ら
住
宅
が
建
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
見
込
み
で
す
。
水
道

管
・
下
水
管
・
電
力
線
と
ガ
ス
管
の
設
置
が

終
わ
っ
て
、
道
路
は
建
設
中
、
道
路
名
も
決

♯42 竹田は本当に癒しでした。
東京大学大学院景観研究室　修士１年　モウ大喜　DAIKI　MAW

　
私
は
今
年
の
３
月
の
竹
田
市
志
土
知
地
区
で
の
研
究
報
告
会
に
お
邪
魔

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
竹
田
と
志
土
知
で
す
。

　
報
告
会
で
お
披
露
目
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
志
土
知
の
模
型
に
関
し
て
、

私
は
そ
の
制
作
を
担
当
し
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
見
せ
る
や
否
や
「
す

ご
い
ね
」「
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
」「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
頂
い
た
こ
と

は
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
、
志
土
知
の
方
々
が
机
に
乗
り
切
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
模
型
を
囲
ん

で
、
自
分
の
家
や
友
人
の
家
を
探
し
て
指
さ
し
な
が
ら
、
す
ご
く
楽
し
そ

う
に
談
笑
し
て
い
る
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
自
分
が
頑
張
っ
た
成

果
が
こ
ん
な
に
人
を
笑
顔
に
で
き
る
の
だ
と
感
じ
た
瞬
間
で
す
。
そ
の
後

の
懇
親
会
で
も
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
食
べ
き
れ
な
い
程
た
く
さ
ん
の

手
料
理
を
ふ
る
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
も
て
な
し
の
心
に
感
動
し
ま
し

た
。
周
り
に
座
っ
た
方
の
「
生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
竹
田
に
い
る
」「
都

会
に
出
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
す
ぐ
に
ま
た
戻
っ
て
き
た
」
と
い
う
話
を
聞

い
て
思
っ
た
の
は
、
皆
、
地
元
の
竹
田
が
大
好
き
な
の
だ
な
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
街
に
住
む
人
の
多
く
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
大
好

き
で
、
そ
れ
に
加
え
て
私
た
ち
の
よ
う
な
外
部
の
人
を
満
面
の
笑
顔
と
と

も
に
迎
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
他
の
街
で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。
竹
田
が
好
き
だ
、
志
土
知
が
好
き
だ
、
こ
の
〝
地
元
を
好
き
な
心
〞

が
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
く
る
街
は
も
の
す
ご
く
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
身
体
が
癒
さ
れ
、
心
が
洗
わ
れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
竹
田
に
行
っ
た
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
回
「
竹
田
は
癒
し
だ
よ
」

と
言
っ
て
帰
っ
て
く
る
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
本
当
に
癒
し
で

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
こ
れ
は
自
分
で
体
験
し
な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
志
土
知
に
行
く
機
会
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

　
私
は
、
今
東
京
で
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
と
し

た
時
に
志
土
知
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
き
っ
と
今
頃
は
水
田
の
稲
も

伸
び
て
き
て
、
美
し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
志

土
知
を
訪
れ
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
大
学
で
の
研
究
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
さ
れ
た
。
全
道
が
有
名
な
作
曲
家
の
名
が

付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
居
住
空
間

が
必
要
に
な
っ
た
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
中
心
部
で
は
、
将
来
的
に
、
あ
わ
せ
て
３

５
０
戸
分
の
住
居
が
設
け
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
団
地
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
避
け

る
た
め
、
中
心
の
ク
ア
パ
ー
ク
（
公
園
）、

沿
線
と
高
速
ア
ク
セ
ス
道
路
近
く
に
建
造
さ

れ
て
い
る
。
建
設
工
事
中
に
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
主
に
５
０
０
紀
元

前
の
家
の
基
礎
、
井
戸
と
古
代
ロ
ー
マ
の
舗

道
と
い
っ
た
貴
重
な
も
の
が
見
つ
か
っ
た
。

考
古
学
的
な
調
査
が
ま
だ
続
い
て
い
る
が
、

規
則
で
８
月
ま
で
に
終
わ
る
予
定
。
最
も
古

い
遺
跡
は
２
６
０
０
紀
元
前
の
お
墓
で
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
古
墳
を
作

り
直
し
、
標
識
で
案
内
を
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
メ
ロ
ー
ト
市
長
が
発
案
し
て
い
る
。
新

団
地
の
近
く
に
あ
る
ク
ア
パ
ー
ク
（
公
園
）

で
は
最
近
８
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
湖
が

　平成22年に策定された竹田市バイオマスタウン構想に
基づき、パッケージ事業の環境エネルギー分野では竹資
源を活用した事業化による起業や創業などを目指して人
材育成セミナーを開催しています。
　本年２月に開催した公開セミナー「竹の時代を竹田が
拓く」でも多くの市民が参加され、竹に対する関心の高
さを知ることが出来ました。
　平成23年から始まったセミナーでは、竹資源を活用し
た燃料化や肥料・飼料化などについて基礎知識や先進
事例などを学んできましたが、今年度からは肥料・飼料
化に絞り込み、具体的な実習作業に取り組んでいます。
若い竹を粉砕し「乳酸醗酵竹粉」を作り、それを農業分
野や畜産分野で実験的に使用し先ずは、効果や有効性
をデータにより実証しようとするものです。
　市内でも粉砕機や植繊機で「竹粉」をつくり、肥料と
して野菜づくりに活用されていますが、付加価値の高い
「乳酸醗酵竹粉」の商品化には至っていません。
　また畜産農家でも、「効果は知っているが購入価格が
高い」などの声が多く聞かれます。孟宗竹、真竹いずれ
でも作ることが出来ますが、竹山の確保、伐採、加工、

販売など地域ぐるみや、グループでの取り組みが必要とさ
れ、市内では本年４月から明治・岡本地区の有志による
「乳酸醗酵竹粉」製造の試みが始まっています。
　パッケージ事業では講師から提案された「竹田BBF
（BanBoo Fuel×Food）構想」実現を目指し、今後複数
の農家による効果の実証、畜産農家や畜産センターとの
連携による畜産分野でのデータ採取を行い、事業化に向
けたプロジェクトの立ち上げを推進します。
　竹の繁殖でお困りの地域や市民の方、竹林整備を兼ね
て肥料用竹粉を作りたい方などお気軽にお問い合わせくだ
さい。セミナーは市民ならどなたでもご参加できます。

●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　☎62-2122
〔URL〕http://taketa-ikiiki.org

実証的取り組みを進めています

　５月末、１週間の大雨が降り続き６月
２日～６月10日（予想）にかけて、ドイ
ツの南と東で洪水が発生しました。
※幸いにして姉妹都市バート･クロツィン
ゲン市には被害がありませんでした。
※瀧廉太郎と縁のあるライプツィヒ市
は、被害が多かった東ドイツ周辺にあ
りますが、2002年の大洪水を教訓に
対策した「洪水調節」の効果によって、
被害はありませんでした。
※被害の多かった街：パッサウ市（バイ
エルン州）、グリッマー市（ザクセン
州）、マイセン市（ザクセン州）、ハッ
レ市（ザクセン州）、ゲーラ市（チュー
リンゲン州）、グライツ市（チューリ
ンゲン州）、デッゲンドールフ市（バ
イエルン州）など
※数万人の住民が避難しなければなりま
せんでした。
※洪水被害は１兆円以上と予想されてい
ます。

６月初旬、ドイツで
　　　  洪水発生！

設
備
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
湖
の
周
り
に
緑
地
建

設
が
始
ま
る
。
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
「
保
養

お
よ
び
温
泉
施
設
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
（
有
）」
が
ゴ
ル
フ
場
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が

で
き
る
場
所
を
企
画
し
て
い
る
。

　
鉄
道
沿
線
防
音
壁
の
設
置
も
予
定
さ
れ
、

駅
、
町
の
中
心
と
公
園
に
近
い
の
で
、
生
活

の
質
が
非
常
に
高
い
団
地
に
な
る
に
違
い
な

い
。
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
内
で
は

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
数
が
少
な
い
の
で
、
自
宅

だ
け
で
は
な
く
、
賃
貸
集
合
住
宅
も
十
分
建

て
て
ほ
し
い
と
メ
ロ
ー
ト
市
長
が
述
べ
、
社

会
的
な
方
針
を
主
張
し
て
い
る
。

８月中旬、新団地
「クアガールテン」の
開発計画段階へ

昨年の九州北部豪雨災害により被災された農家の皆様方に対し、心より御見舞い申し上げます。
さて、災害は遭わないことが一番です。田や畑の災害復旧事業では通常、事業費の15～ 20％、100万円の工事費で
15～20万円の分担金が必要になります。
大切な農地や施設を災害から守る備えをお願いします。

●今一度、水路などの点検パトロールを！
　・漏水箇所や越流箇所はありませんか？
　・取水、排水樋門などに故障はなく正常に作動しますか？
　・管理用通路は支障なく通行できますか？
　・田の畦畔に亀裂や穴などが発生していませんか？
　・昨年の災害箇所が、更に被災していませんか？

●大雨が予想される時は事前の水管理を心がけて！
　・増水時の樋門、差蓋の開閉は危険です。事前の操作が必要です。
　・田の取水口を閉じ、水を落とすなど水管理はこまめにしてください。

●お問い合せ
　竹田市農林整備課  ☎63-4806　荻支所産業建設課  ☎68-2215
　久住支所産業建設課  ☎76-1115　直入支所産業建設課  ☎75-2218

あなたの田んぼや水路は大丈夫？

広報たけた  平成25年7月号 22
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竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

生き活き

起
興 環境エネルギー分野

竹資源を活かす！

厚生労働省パッケージ事業　「生き活き興起雇用創出大作戦！」

（http://www.bk-kurgarten.de/） ↑クアガールテンのイメージ図

　
２
０
１
２
年
１
月
広
報
誌
の
バ
ー
ト
・
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
知
ら
せ
し

た
が
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は

「
ク
ア
ガ
ー
ル
テ
ン
」
と
い
う
新
団
地
建
設

が
企
画
さ
れ
、
今
の
と
こ
ろ
、
開
発
は
当
初

の
目
算
ど
お
り
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
ん
で
お
り
、
今
年
８
月
か
ら
住
宅
が
建
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
見
込
み
で
す
。
水
道

管
・
下
水
管
・
電
力
線
と
ガ
ス
管
の
設
置
が

終
わ
っ
て
、
道
路
は
建
設
中
、
道
路
名
も
決

♯42 竹田は本当に癒しでした。
東京大学大学院景観研究室　修士１年　モウ大喜　DAIKI　MAW

　
私
は
今
年
の
３
月
の
竹
田
市
志
土
知
地
区
で
の
研
究
報
告
会
に
お
邪
魔

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
竹
田
と
志
土
知
で
す
。

　
報
告
会
で
お
披
露
目
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
志
土
知
の
模
型
に
関
し
て
、

私
は
そ
の
制
作
を
担
当
し
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
見
せ
る
や
否
や
「
す

ご
い
ね
」「
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
」「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
頂
い
た
こ
と

は
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
、
志
土
知
の
方
々
が
机
に
乗
り
切
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
模
型
を
囲
ん

で
、
自
分
の
家
や
友
人
の
家
を
探
し
て
指
さ
し
な
が
ら
、
す
ご
く
楽
し
そ

う
に
談
笑
し
て
い
る
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
自
分
が
頑
張
っ
た
成

果
が
こ
ん
な
に
人
を
笑
顔
に
で
き
る
の
だ
と
感
じ
た
瞬
間
で
す
。
そ
の
後

の
懇
親
会
で
も
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
食
べ
き
れ
な
い
程
た
く
さ
ん
の

手
料
理
を
ふ
る
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
も
て
な
し
の
心
に
感
動
し
ま
し

た
。
周
り
に
座
っ
た
方
の
「
生
ま
れ
た
時
か
ら
ず
っ
と
竹
田
に
い
る
」「
都

会
に
出
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
す
ぐ
に
ま
た
戻
っ
て
き
た
」
と
い
う
話
を
聞

い
て
思
っ
た
の
は
、
皆
、
地
元
の
竹
田
が
大
好
き
な
の
だ
な
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
街
に
住
む
人
の
多
く
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
大
好

き
で
、
そ
れ
に
加
え
て
私
た
ち
の
よ
う
な
外
部
の
人
を
満
面
の
笑
顔
と
と

も
に
迎
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
他
の
街
で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。
竹
田
が
好
き
だ
、
志
土
知
が
好
き
だ
、
こ
の
〝
地
元
を
好
き
な
心
〞

が
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
く
る
街
は
も
の
す
ご
く
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
身
体
が
癒
さ
れ
、
心
が
洗
わ
れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
竹
田
に
行
っ
た
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
が
毎
回
「
竹
田
は
癒
し
だ
よ
」

と
言
っ
て
帰
っ
て
く
る
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
本
当
に
癒
し
で

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
こ
れ
は
自
分
で
体
験
し
な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
志
土
知
に
行
く
機
会
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

　
私
は
、
今
東
京
で
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
と
し

た
時
に
志
土
知
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
き
っ
と
今
頃
は
水
田
の
稲
も

伸
び
て
き
て
、
美
し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
志

土
知
を
訪
れ
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
大
学
で
の
研
究
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

定
さ
れ
た
。
全
道
が
有
名
な
作
曲
家
の
名
が

付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
居
住
空
間

が
必
要
に
な
っ
た
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
中
心
部
で
は
、
将
来
的
に
、
あ
わ
せ
て
３

５
０
戸
分
の
住
居
が
設
け
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
団
地
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
避
け

る
た
め
、
中
心
の
ク
ア
パ
ー
ク
（
公
園
）、

沿
線
と
高
速
ア
ク
セ
ス
道
路
近
く
に
建
造
さ

れ
て
い
る
。
建
設
工
事
中
に
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
主
に
５
０
０
紀
元

前
の
家
の
基
礎
、
井
戸
と
古
代
ロ
ー
マ
の
舗

道
と
い
っ
た
貴
重
な
も
の
が
見
つ
か
っ
た
。

考
古
学
的
な
調
査
が
ま
だ
続
い
て
い
る
が
、

規
則
で
８
月
ま
で
に
終
わ
る
予
定
。
最
も
古

い
遺
跡
は
２
６
０
０
紀
元
前
の
お
墓
で
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
古
墳
を
作

り
直
し
、
標
識
で
案
内
を
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
メ
ロ
ー
ト
市
長
が
発
案
し
て
い
る
。
新

団
地
の
近
く
に
あ
る
ク
ア
パ
ー
ク
（
公
園
）

で
は
最
近
８
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
湖
が

　平成22年に策定された竹田市バイオマスタウン構想に
基づき、パッケージ事業の環境エネルギー分野では竹資
源を活用した事業化による起業や創業などを目指して人
材育成セミナーを開催しています。
　本年２月に開催した公開セミナー「竹の時代を竹田が
拓く」でも多くの市民が参加され、竹に対する関心の高
さを知ることが出来ました。
　平成23年から始まったセミナーでは、竹資源を活用し
た燃料化や肥料・飼料化などについて基礎知識や先進
事例などを学んできましたが、今年度からは肥料・飼料
化に絞り込み、具体的な実習作業に取り組んでいます。
若い竹を粉砕し「乳酸醗酵竹粉」を作り、それを農業分
野や畜産分野で実験的に使用し先ずは、効果や有効性
をデータにより実証しようとするものです。
　市内でも粉砕機や植繊機で「竹粉」をつくり、肥料と
して野菜づくりに活用されていますが、付加価値の高い
「乳酸醗酵竹粉」の商品化には至っていません。
　また畜産農家でも、「効果は知っているが購入価格が
高い」などの声が多く聞かれます。孟宗竹、真竹いずれ
でも作ることが出来ますが、竹山の確保、伐採、加工、

販売など地域ぐるみや、グループでの取り組みが必要とさ
れ、市内では本年４月から明治・岡本地区の有志による
「乳酸醗酵竹粉」製造の試みが始まっています。
　パッケージ事業では講師から提案された「竹田BBF
（BanBoo Fuel×Food）構想」実現を目指し、今後複数
の農家による効果の実証、畜産農家や畜産センターとの
連携による畜産分野でのデータ採取を行い、事業化に向
けたプロジェクトの立ち上げを推進します。
　竹の繁殖でお困りの地域や市民の方、竹林整備を兼ね
て肥料用竹粉を作りたい方などお気軽にお問い合わせくだ
さい。セミナーは市民ならどなたでもご参加できます。

●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　☎62-2122
〔URL〕http://taketa-ikiiki.org

実証的取り組みを進めています

　５月末、１週間の大雨が降り続き６月
２日～６月10日（予想）にかけて、ドイ
ツの南と東で洪水が発生しました。
※幸いにして姉妹都市バート･クロツィン
ゲン市には被害がありませんでした。
※瀧廉太郎と縁のあるライプツィヒ市
は、被害が多かった東ドイツ周辺にあ
りますが、2002年の大洪水を教訓に
対策した「洪水調節」の効果によって、
被害はありませんでした。
※被害の多かった街：パッサウ市（バイ
エルン州）、グリッマー市（ザクセン
州）、マイセン市（ザクセン州）、ハッ
レ市（ザクセン州）、ゲーラ市（チュー
リンゲン州）、グライツ市（チューリ
ンゲン州）、デッゲンドールフ市（バ
イエルン州）など
※数万人の住民が避難しなければなりま
せんでした。
※洪水被害は１兆円以上と予想されてい
ます。

６月初旬、ドイツで
　　　  洪水発生！

設
備
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
湖
の
周
り
に
緑
地
建

設
が
始
ま
る
。
さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
「
保
養

お
よ
び
温
泉
施
設
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
（
有
）」
が
ゴ
ル
フ
場
と
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が

で
き
る
場
所
を
企
画
し
て
い
る
。

　
鉄
道
沿
線
防
音
壁
の
設
置
も
予
定
さ
れ
、

駅
、
町
の
中
心
と
公
園
に
近
い
の
で
、
生
活

の
質
が
非
常
に
高
い
団
地
に
な
る
に
違
い
な

い
。
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
内
で
は

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
数
が
少
な
い
の
で
、
自
宅

だ
け
で
は
な
く
、
賃
貸
集
合
住
宅
も
十
分
建

て
て
ほ
し
い
と
メ
ロ
ー
ト
市
長
が
述
べ
、
社

会
的
な
方
針
を
主
張
し
て
い
る
。

８月中旬、新団地
「クアガールテン」の
開発計画段階へ

昨年の九州北部豪雨災害により被災された農家の皆様方に対し、心より御見舞い申し上げます。
さて、災害は遭わないことが一番です。田や畑の災害復旧事業では通常、事業費の15～ 20％、100万円の工事費で
15～20万円の分担金が必要になります。
大切な農地や施設を災害から守る備えをお願いします。

●今一度、水路などの点検パトロールを！
　・漏水箇所や越流箇所はありませんか？
　・取水、排水樋門などに故障はなく正常に作動しますか？
　・管理用通路は支障なく通行できますか？
　・田の畦畔に亀裂や穴などが発生していませんか？
　・昨年の災害箇所が、更に被災していませんか？

●大雨が予想される時は事前の水管理を心がけて！
　・増水時の樋門、差蓋の開閉は危険です。事前の操作が必要です。
　・田の取水口を閉じ、水を落とすなど水管理はこまめにしてください。

●お問い合せ
　竹田市農林整備課  ☎63-4806　荻支所産業建設課  ☎68-2215
　久住支所産業建設課  ☎76-1115　直入支所産業建設課  ☎75-2218

あなたの田んぼや水路は大丈夫？
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

司書のおすすめ

今月の読み聞かせ

　
祖
峰
小
学
校（
児
童
数
35
名
）は
、

豊
か
な
名
水
に
育
ま
れ
な
が
ら
「
学

び
い
っ
ぱ
い
・
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ
い
・

た
く
ま
し
さ
い
っ
ぱ
い
」
を
合
言
葉

に
、
保
護
者
・
地
域
（
入
田
・
嫗
岳
・

宮
砥
）
と
と
も
に
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

〈
学
び  

〜
主
体
的
に
伝
え
合
う
力
を
〜
〉

　
学
校
研
究
で
は
、
今
年
度
か
ら
市

の
指
定
を
受
け
、
小
規
模
校
に
お
け

る
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
究
テ
ー
マ
は
「
小
規
模
校
の
特
性

を
生
か
し
、
考
え
を
深
め
、
広
げ
る

た
め
の
指
導
法
」
で
す
。

　
今
後
の
児
童
数
減
少
も
考
慮
し
、

「
少
人
数
」
を
利
点
と
し
た
授
業
展

開
を
工
夫
し
、
伝
え
合
う
活
動
を
大

事
に
し
な
が
ら
思
考
力
や
表
現
力
を

伸
ば
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
つ
ず
つ
課
題
を
克
服
し

な
が
ら
「
祖
峰
小
ス
タ
イ
ル
」
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、Ｔ
授
業
（
菅
生
小
と
の
交

流
学
習
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は
、「
交
流
」
を
主
な
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
年
次
と
な

る
本
年
は
授
業
中
心
に
行
い
ま
す
。

多
様
な
見
方
・
考
え
方
を
学
び
合
う

と
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

も
身
に
つ
け
な
が
ら
、
学
力
向
上
を

図
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
で
す
。
各
学

年
と
も
年
５
回
実
施
す
る
予
定
で

す
。
成
果
が
楽
し
み
で
す
。

〈
や
さ
し
さ 

〜
一
人
ひ
と
り
を
つ
な
い
で
〜
〉

　
児
童
会
が
主
催
す
る
全
校
人
権
集

会
「
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
・
ス
マ
イ
ル
集
会
」

は
仲
間
づ
く
り
の
目
玉
と
い
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
々
の
実
態
か
ら

タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
を
６
年
生
が
寸
劇
の
形
で
問
題

提
起
を
し
、
縦
割
り
班
ご
と
に
解
決

に
向
け
た
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
１

年
生
も
２
年
生
も
自
分
の
思
い
を
返

し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に

共
感
し
な
が
ら
自
分
の
見
方
や
考
え

方
を
振
り
返
っ
て
い
く
こ
の
活
動
は
、

全
校
の
き
ず
な
を
深
め
一
人
ひ
と
り

を
つ
な
ぐ
祖
峰
小
の
伝
統
行
事
と
し

て
今
後
も
大
事
に
し
た
い
営
み
で
す
。

〈
た
く
ま
し
さ 

〜
体
力
ア
ッ
プ
を
〜
〉

　
年
間
を
通
し
て
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
祖
峰
小
の
１
日

は
、
５
分
間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
タ
イ
ム
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
本
年
度
は
、

低
・
中
・
高
別
に
め
あ
て
を
設
定
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
季
節
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
一
輪
車
や
な
わ
と
び
、
遊
具
を

使
っ
た
サ
ー
キ
ッ
ト
等
々
。
ま
た
、

体
育
の
時
間
に
は
、
個
々
の
弱
い
部

分
（
体
力
・
運
動
能
力
）
を
克
服
す

る
た
め
の
運
動
を
毎
時
間
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

今
は
、
名
水
に
感
謝
し
な
が
ら
水
泳

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
　（
朝
倉
和
秀
）

↑Ｔ授業５年算数

今
月
の
学
び
舎
　祖
峰
小
学
校

7

新刊のご案内

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

4
11
18
25

3
10
17
24
31

6
13
20
27

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

【一般の本】
・カウントダウン・メルトダウン　上・下巻（文芸春秋） 船橋　洋一
・いつも彼らはどこかに（新潮社） 小川　洋子
・クローズアップ（集英社） 今野　　敏
・家族写真（講談社） 荻原　　浩
・あなたにだけわかること（講談社） 井上　荒野
・家と庭と犬とねこ（河出書房新社） 石井　桃子
・偽りのシスター（幻冬舎） 横関　　大
・水俣な人　～水俣病を支援した人びとの軌跡～（未来社） 塩田　武史
・生きる場所のつくりかた（家の光協会） 島村　菜津
・お年寄りが笑顔になる楽しい壁面かざり 12 ヶ月（ナツメ社） 小池　寛子

【子どもの本】
・あかいろうそく（フレーベル館） 新美　南吉
・なみだひっこんでろ（岩崎書店） 岩瀬　成子
・のぞいてみよう！厨房図鑑（学研教育出版）
・ともだちできたよ（文研出版） 内田麟太郎
・ぶたラッパ（そうえん社） 下田　昌克

他 80 冊ほど入りました。

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

大人の本

子どもの本

「私が日本人になった理由」

「ハグくまさん」人生を希望に変えるニコラスの絵本

○ブックスタート 7月10日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 7月11日㈭ 14:00～14:30 （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 7月17日㈬ 13:30～14:00 （南部幼稚園ホール）　　　

7月15日（海の日）に「第16回なつやすみとしょかんまつり」（13:00～15:00）を開催します。
竹田市総合社会福祉センターにみんな来てね！プレゼントを用意して待ってるよー!!

（ドナルド・キーン／PHP研究所）

（ニコラス・オールドランド／クレヨンハウス）

　東日本大震災直後、「今こそ日本人とともに生きた
い」と日本への永住を決意し、日本国籍を取得した
キーンさん。日本人が見過ごしてきた日本文学、日本
の心、日本文化の魅力を語る。人物ドキュメントNHK
「100年インタビュー」で語られた珠玉の言葉を読ん
でみてください。「今も未来も守るべきものそれは日
本語です。」

　ハグとは「抱きしめる」ということ。森にちょっ
とふしぎなクマがいました。だれかに会うといつも
抱きしめてしまうハグくまさんです。なかでも大好
きなのは、森の木を抱きしめること。大きな木も、
ちっちゃい木も。ある日のこと、オノを持った人間
の男がやってきて森の木を…！生きることのすばら
しさをユーモラスに伝えてくれる絵本です。

７　月

5
12
19
26

誕
生
お
め
で
と
う
❺
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

7
14
21
28

↑ウィズユースマイル集会

93

上流のない岩間から湧き出づる湧水

ここにしかない名爆「白水の滝」

↑文化のふるさと「白水の滝」
　（国の登録記念物）

　「
大
野
川
」
は
、
昭
和
初

期
ま
で
「
白
滝
川
」
の
名
で
、

広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
名
前
の
由
来
は
、

源
流
に
あ
る
名
勝
「
白
水
の

滝
」
に
因
ん
で
い
る
。

　
天
保
14
（
１
８
４
３
）
年
、

岡
藩
御
用
人
大
江
重
剛
が
退

職
を
機
に
陽
目
の
山
奥
に
滝

の
あ
る
事
を
知
り
、
こ
の
地

を
訪
れ
た
。「
ふ
じ
の
ね
の 

雪
に
た
ぐ
い
て
高
き
名
の
　

い
よ
々
々
響
け
白
水
の
瀧
」

と
、
滝
の
素
晴
ら
し
さ
を
短

歌
で
残
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
江
戸
後
期
の
有
名

な
歌
人
で
あ
る
京
都
の
公

家
、
千
種
有
功
は
、
画
家
花

月
柴
翁
が
描
い
た
白
水
の
滝

の
絵
に
感
動
し
、「
豊
国
の

国
つ
宝
と
　
い
わ
お
よ
り
　

湧
き
て
　
泉
の
瀧
の
白
玉
」

と
詠
み
、
そ
の
名
は
全
国
に

広
が
っ
た
。

　
ま
た
、
湧
水
だ
け
の
滝
と

し
て
は
、
水
量
や
ス
ケ
ー
ル

の
点
で
、
唯
一
無
二
と
し
て

誇
れ
る
だ
ろ
う
。

　
自
然
の
美
の
追
求
も
そ
う

だ
が
、
岩
間
か
ら
湧
き
出
ず

る
自
然
の
泉
の
学
術
も
研
究

し
、
日
本
中
の
一
般
人
及
び

学
生
に
も
周
知
を
し
て
１
０

０
万
人
の
観
光
客
を
集
め
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
佐
藤
　
茂
）

ひ
な
た
め

ち  

ぐ
さ
あ
り
こ
と

しら みず

そ

ほ
う
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取
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。
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。
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ま
す
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ま
た
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授
業
（
菅
生
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と
の
交
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学
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に
も
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組
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で
い
ま
す
。

昨
年
は
、「
交
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を
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な
ね
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と
し
て
い
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し
た
が
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と
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る
本
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す
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な
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・
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を
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う

と
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時
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も
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に
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け
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が
ら
、
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向
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を
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く
の
が
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で
す
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各
学
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年
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を
つ
な
い
で
〜
〉

　
児
童
会
が
主
催
す
る
全
校
人
権
集

会
「
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
・
ス
マ
イ
ル
集
会
」

は
仲
間
づ
く
り
の
目
玉
と
い
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
々
の
実
態
か
ら

タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
を
６
年
生
が
寸
劇
の
形
で
問
題

提
起
を
し
、
縦
割
り
班
ご
と
に
解
決

に
向
け
た
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
１

年
生
も
２
年
生
も
自
分
の
思
い
を
返

し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に

共
感
し
な
が
ら
自
分
の
見
方
や
考
え

方
を
振
り
返
っ
て
い
く
こ
の
活
動
は
、

全
校
の
き
ず
な
を
深
め
一
人
ひ
と
り

を
つ
な
ぐ
祖
峰
小
の
伝
統
行
事
と
し

て
今
後
も
大
事
に
し
た
い
営
み
で
す
。

〈
た
く
ま
し
さ 

〜
体
力
ア
ッ
プ
を
〜
〉

　
年
間
を
通
し
て
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
祖
峰
小
の
１
日

は
、
５
分
間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
タ
イ
ム
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
本
年
度
は
、

低
・
中
・
高
別
に
め
あ
て
を
設
定
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
は
季
節
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
一
輪
車
や
な
わ
と
び
、
遊
具
を

使
っ
た
サ
ー
キ
ッ
ト
等
々
。
ま
た
、

体
育
の
時
間
に
は
、
個
々
の
弱
い
部

分
（
体
力
・
運
動
能
力
）
を
克
服
す

る
た
め
の
運
動
を
毎
時
間
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

今
は
、
名
水
に
感
謝
し
な
が
ら
水
泳

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
　（
朝
倉
和
秀
）

↑Ｔ授業５年算数

今
月
の
学
び
舎
　祖
峰
小
学
校

7

新刊のご案内

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

4
11
18
25

3
10
17
24
31

6
13
20
27

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

【一般の本】
・カウントダウン・メルトダウン　上・下巻（文芸春秋） 船橋　洋一
・いつも彼らはどこかに（新潮社） 小川　洋子
・クローズアップ（集英社） 今野　　敏
・家族写真（講談社） 荻原　　浩
・あなたにだけわかること（講談社） 井上　荒野
・家と庭と犬とねこ（河出書房新社） 石井　桃子
・偽りのシスター（幻冬舎） 横関　　大
・水俣な人　～水俣病を支援した人びとの軌跡～（未来社） 塩田　武史
・生きる場所のつくりかた（家の光協会） 島村　菜津
・お年寄りが笑顔になる楽しい壁面かざり 12 ヶ月（ナツメ社） 小池　寛子

【子どもの本】
・あかいろうそく（フレーベル館） 新美　南吉
・なみだひっこんでろ（岩崎書店） 岩瀬　成子
・のぞいてみよう！厨房図鑑（学研教育出版）
・ともだちできたよ（文研出版） 内田麟太郎
・ぶたラッパ（そうえん社） 下田　昌克

他 80 冊ほど入りました。

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

大人の本

子どもの本

「私が日本人になった理由」

「ハグくまさん」人生を希望に変えるニコラスの絵本

○ブックスタート 7月10日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 7月11日㈭ 14:00～14:30 （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 7月17日㈬ 13:30～14:00 （南部幼稚園ホール）　　　

7月15日（海の日）に「第16回なつやすみとしょかんまつり」（13:00～15:00）を開催します。
竹田市総合社会福祉センターにみんな来てね！プレゼントを用意して待ってるよー!!

（ドナルド・キーン／PHP研究所）

（ニコラス・オールドランド／クレヨンハウス）

　東日本大震災直後、「今こそ日本人とともに生きた
い」と日本への永住を決意し、日本国籍を取得した
キーンさん。日本人が見過ごしてきた日本文学、日本
の心、日本文化の魅力を語る。人物ドキュメントNHK
「100年インタビュー」で語られた珠玉の言葉を読ん
でみてください。「今も未来も守るべきものそれは日
本語です。」

　ハグとは「抱きしめる」ということ。森にちょっ
とふしぎなクマがいました。だれかに会うといつも
抱きしめてしまうハグくまさんです。なかでも大好
きなのは、森の木を抱きしめること。大きな木も、
ちっちゃい木も。ある日のこと、オノを持った人間
の男がやってきて森の木を…！生きることのすばら
しさをユーモラスに伝えてくれる絵本です。

７　月

5
12
19
26

誕
生
お
め
で
と
う
❺
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

7
14
21
28

↑ウィズユースマイル集会

93

上流のない岩間から湧き出づる湧水

ここにしかない名爆「白水の滝」

↑文化のふるさと「白水の滝」
　（国の登録記念物）

　「
大
野
川
」
は
、
昭
和
初

期
ま
で
「
白
滝
川
」
の
名
で
、

広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い

た
。
そ
の
名
前
の
由
来
は
、

源
流
に
あ
る
名
勝
「
白
水
の

滝
」
に
因
ん
で
い
る
。

　
天
保
14
（
１
８
４
３
）
年
、

岡
藩
御
用
人
大
江
重
剛
が
退

職
を
機
に
陽
目
の
山
奥
に
滝

の
あ
る
事
を
知
り
、
こ
の
地

を
訪
れ
た
。「
ふ
じ
の
ね
の 

雪
に
た
ぐ
い
て
高
き
名
の
　

い
よ
々
々
響
け
白
水
の
瀧
」

と
、
滝
の
素
晴
ら
し
さ
を
短

歌
で
残
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
江
戸
後
期
の
有
名

な
歌
人
で
あ
る
京
都
の
公

家
、
千
種
有
功
は
、
画
家
花

月
柴
翁
が
描
い
た
白
水
の
滝

の
絵
に
感
動
し
、「
豊
国
の

国
つ
宝
と
　
い
わ
お
よ
り
　

湧
き
て
　
泉
の
瀧
の
白
玉
」

と
詠
み
、
そ
の
名
は
全
国
に

広
が
っ
た
。

　
ま
た
、
湧
水
だ
け
の
滝
と

し
て
は
、
水
量
や
ス
ケ
ー
ル

の
点
で
、
唯
一
無
二
と
し
て

誇
れ
る
だ
ろ
う
。

　
自
然
の
美
の
追
求
も
そ
う

だ
が
、
岩
間
か
ら
湧
き
出
ず

る
自
然
の
泉
の
学
術
も
研
究

し
、
日
本
中
の
一
般
人
及
び

学
生
に
も
周
知
を
し
て
１
０

０
万
人
の
観
光
客
を
集
め
る

こ
と
を
提
案
し
た
い
。

（
佐
藤
　
茂
）

ひ
な
た
め

ち  

ぐ
さ
あ
り
こ
と

しら みず

そ

ほ
う

2013年7月発行25



竹田市民なら知っておきたい！

◎都市計画道路変更概要
　①「竹田玉来線」の起点の変更　②「本町屏風ヶ淵線」及び「登城線」の廃止
　③「竹田駅前山手線」の起点の変更

23

■
日
　
程

　
８
月
２
日
（
金
）

　
　
開
会
式
、
審
査

　
８
月
３
日
（
土
）

登
山
行
動 

男
子 

中
岳
コ
ー
ス
・
女
子 

久
住
山
コ
ー
ス
（
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
）

『
生
活
』（
テ
ン
ト
の
設
営
・
撤
収
、
炊
事
、

装
備
）
25
点

『
知
識
』（
気
象
・
自
然
観
察
・
計
画
記
録
・

救
急
）
30
点

『
態
度
』（
マ
ナ
ー
等
）
５
点
。

　
選
手
は
審
査
時
は
ず
っ
と
緊
張
を
強
い
ら

れ
ま
す
が
、
そ
こ
は
や
は
り
高
校
生
。
自
由

時
間
と
も
な
れ
ば
他
の
チ
ー
ム
と
も
す
ぐ
に

打
ち
解
け
ま
す
。

　
行
動
中
は
１
チ
ー
ム
４
人
で
お
互
い
を
励

ま
し
合
い
黙
々
と
歩
き
、
１
人
が
バ
テ
れ
ば

残
っ
た
３
人
が
荷
物
を
分
担
し
て
自
分
の

ザ
ッ
ク
に
突
っ
込
む
。
そ
し
て
最
後
ま
で
仲

間
４
人
で
歩
き
通
す
。
そ
こ
に
苦
楽
を
共
に

し
た
同
じ
釡
の
飯
を
食
っ
た
仲
間
が
い

る―
―

。
ま
さ
に
「
こ
れ
ぞ
チ
ー
ワ
ー
ク
だ

‼
」
と
感
じ
る
大
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
生
活
学
習
課

　
高
校
総
体
推
進
係
　
☎
７
５-

２
２
４
０

　６月に直入小学校、直入中学校、直入町老人クラ
ブ連合会及び久住花の会「YOU花」の皆さんが花

の植え付け作業
を行いました。
　本番の日、美
しい花で選手た
ちを出迎えるこ
とができます。
ありがとうござ
いました。

インターハイ登山大会
開催迫る！

第57回全国高等学校登山大会

平成25年度全国高等学校総合体育大会
2013未来をつなぐ北部九州総体

８２
FRI

皆様のお越しをお待ちしています！

交通規制（片側通行）ご協力のお願い

８月３日・４日（中岳コース）
レゾネイトクラブくじゅう前　バス降車計画　見取り図

Ａ隊（男子）… バス８台
Ｂ隊（女子）… バス８台
◆降車予定時間
　３日Ａ隊… 6時00分
　４日Ｂ隊… 6時00分

バス停車場所

登山道

レゾネイトクラブくじゅう
職員駐車場

 
 

（片側通行区間） 

岳麓寺集会所

七里田温泉方面

　
８
月
４
日
（
日
）

登
山
行
動 

男
子 

久
住
山
コ
ー
ス
・
女
子 

中
岳
コ
ー
ス

　
８
月
５
日
（
月
）

　
　
登
山
行
動 

男
女 

大
船
山
コ
ー
ス

　
８
月
６
日
（
火
）　
閉
会
式

■
大
会
コ
ー
ス

①
久
住
山
コ
ー
ス
（
赤
川
登
山
口
〜
久
住
山

〜
西
千
里
ヶ
浜
〜
扇
ヶ
鼻
〜
岩
井
川
岳
分

岐
〜
鍋
谷
登
山
口
（
九
州
横
断
道
路
））

②
中
岳
コ
ー
ス
（
レ
ゾ
ネ
イ
ト
駐
車
場
〜
朽

網
別
れ
〜
佐
渡
窪
〜
鉾
立
峠
〜
白
口
岳
〜

稲
星
岳
〜
中
岳
〜
池
の
小
屋
〜
神
明
水
〜

猪
鹿
狼
寺
本
堂
跡
〜
南
登
山
口
）

③
大
船
山
コ
ー
ス
（
岳
麓
寺
〜
柳
ヶ
水
〜
鳥

居
窪
〜
大
船
山
〜
入
山
公
廟
（
岡
藩
３
代

藩
主
・
中
川
久
清
公
の
墓
所
）
〜
柳
ヶ
水

〜
岳
麓
寺
）

■
審
査
項
目

　
次
の
項
目
で
採
点
さ
れ
、
総
合
力
が
競
わ

れ
ま
す
。

『
行
動
』（
体
力
・
歩
行
）
40
点

８６
TUE

　全国高校総体登山大会の開催に伴い下記の期日・場
所・時間帯において誘導警備員を配置した片側通行を行
います。市民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

■場所　久住町「レゾネイトクラブくじゅう」前の県道
■期日　８月３日（土）・４日（日）
■片側通行の時間帯
　３日、４日ともに午前６時00分～午前７時00分（選手入山時）
　（※時間帯は、多少前後する場合があります。）

バス
バス進行方向
選手順路

凡例

レゾネイトクラブくじゅう

至
久
住

至
直
入

大船山登山口へ

（
片
側
通
行
区
間
）

バ
ス
停
車
場
所

バス
バス進行方向
選手順路

凡例

大船山コース　８月５日（月）
岳麓寺バス乗降計画　見取り図

■場所　久住町「岳麓寺集会所横」の市道
■期日　８月５日（月）
■片側通行の時間帯
　①午前６時00分～午前７時00分（選手入山時）
　②午後２時00分～午後３時00分（選手下山時）
　（※①②とも時間帯は、多少前後する場合があります。）

Ａ隊（男子）… バス８台
Ｂ隊（女子）… バス８台
◆予定時間
　Ａ隊（男子）… 降車 6時00分
　　　　　　　 乗車 14時00分
　Ｂ隊（女子）… 降車 6時30分
　　　　　　　 乗車 15時00分

　
岡
城
に
出
入
り
す
る
三
口
の
一
つ
で
あ
る
近
戸

門
は
、
文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）
に
通
用
門
と
し
て

新
た
に
切
り
開
か
れ
ま
し
た
。
宝
永
３
年
（
１
７
０

６
）
に
は
、
地
震
に
よ
り
壊
れ
た
大
手
門
が
再
建
さ

れ
、
大
手
の
古
材
が
近
戸
門
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
屋
根
も
無
い
柵
門
で
あ
っ
た
近
戸
門

は
、
大
手
門
と
同
様
に
櫓
門
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
門
は
、
明
和
２
年
（
１
７
６
５
）
の
普
請
方
か

ら
の
出
火
に
よ
り
類
焼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
寛

政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
火
災
に
よ
り
再
び
焼
失
し

て
い
ま
す
。

　
三
門
の
管
理
責
任
者
は
家
老
が
任
命
さ
れ
、
火
災

が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
担
当
と
な
っ
て
い
る
６
〜

７
名
が
駆
け
つ

け
、
常
時
２
名

が
番
所
に
詰
め

る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

門
の
開
閉
は
、

当
初
明
六
ツ

（
午
前
６
時
）

か
ら
暮
四
ツ

（
午
後
10
時
）

と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
明
暦

３
年
（
１
６
５

７
）
か
ら
は
城

内
へ
は
暮
六
ツ
（
午
後
６
時
）
迄
と
な
り
、
一
部
の

者
以
外
は
通
行
札
や
主
人
の
証
明
書
が
必
要
と
な

り
、
行
商
人
の
入
城
は
原
則
禁
止
さ
れ
る
な
ど
厳
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
仕
切
門
に
は
門
番
を
置
き
、
城
の
中

核
で
あ
る
本
丸
一
帯
へ
の
入
り
口
で
あ
る
太
鼓
櫓
で

は
篝
火
が
焚
か
れ
て
、
従
者
４
人
以
上
は
入
る
事
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
城
門
番
所
で
は
、
水
を
大

切
に
し
、
毎
日
掃
除
を
し
て
、
火
の
用
心
に
心
が
け

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
番
所
の
戸
障
子
や

腰
板
を
破
っ
た
り
落
書
き
を
す
る
不
届
き
者
も
い
た

よ
う
で
す
。
大
手
門
や
近
戸
門
の
外
側
に
は
、
内
側

が
三
和
土
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
る
防
火
用
水
と
し

て
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
あ
り
ま
す
。

　 

近
戸
門
か
ら
は
、九
十
九
折
り
の
七
曲
り
を
通
っ

て
城
外
へ
出
て
行
き
ま
す
。
通
路
は
、
阿
蘇
溶
結
凝

灰
岩
の
岩
盤
を
削
っ
た
鑿
痕
や
カ
マ
ボ
コ
型
石
塁
の

一
部
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
３
分
の

２
程
度
の
道
幅
で
し
た
が
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
谷
側
か
ら
山
際
に
傾
斜
さ
せ
た
石
段
や
岩
盤
に

彫
り
込
ま
れ
た
縦
溝
か
ら
、
当
時
の
土
木
技
術
の
高

さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
佐
伯
　
治
）

※

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
に
合
わ
せ
て
中
川
家
当
主
シ
リ
ー
ズ
を
前
号

ま
で
お
届
け
し
ま
し
た
。
本
号
か
ら
再
び
『
岡
城
』
の
魅
力
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

↑近戸門と七曲り 厳
格
な
入
城
　〜
城
門
の
管
理
〜↑縦走風景

「
竹
田
都
市
計
画
道
路

変
更
説
明
会
」
を
開
催

　
都
市
計
画
道
路
「
竹
田
玉
来
線

（
本
町
工
区
）」・「
登
城
線
」及
び「
本

町
屏
風
ヶ
淵
線
」
は
、
昭
和
62
年

に
都
市
計
画
決
定
を
さ
れ
ま
し
た

が
、現
在
ま
で
未
着
手
路
線
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
、「
竹
田
都
市
計
画
道

路
変
更
説
明
会
」
が
竹
田
市
中
央

公
民
館
竹
田
分
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を

受
け
長
期
未
着
手
路
線
の
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
路
線
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
変
更
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
建
設
課

都
市
計
画
係
　
☎
６
３-

４
８
０
８

　工藤庄一さん（上坂田）が、江戸時代末か
ら明治時代初期に旧城下町（現市街地）での
収益により収集された銭貨を竹田市に寄贈し
てくださいました。
　銭貨は約100枚を紐で綴じた緡銭の状態に
よる42結です。総数は4,079枚で、寛永通寶
が3,711枚と全体の９割以上を占めています。
　竹田市教育委員会文化財課では、江戸時代
の流通貨幣の理解や城下町での貨幣経済の動
向を知る貴重な文化財資料として、今後の研
究に大いに役立つものと考えています。

工
藤
庄
一
さ
ん
が
「
銭
貨
」

を
市
に
寄
贈

駅前交通広場（大字会々字下木約7,700㎡）を設ける

番　号

3・4・2（旧）

3・4・2（新）

路線名

「竹田玉来線」

「竹田玉来線」

幅員／延長／車線数
W=16.0m　L=約 2,710m
２車線
W=16.0m　L=約1,840m
２車線

起　　点
竹田市大字
竹田字七里
竹田市大字
竹田字山手

終　　点
竹田市大字
玉来
竹田市大字
玉来

番　号

3・5・4（旧）

3・5・4（新）

路線名

「竹田駅前山手線」

「竹田駅前山手線」

幅員／延長／車線数

W=14.0m　L=約 780m

W=14.0m　L=約 860m
２車線

起　　点
竹田市大字竹
田字西裏丁
竹田市大字
会々字下木

終　　点
竹田市大字
山手
竹田市大字
山手

さしぜに

つ
　
づ
　
ら
　
お
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竹田市民なら知っておきたい！

◎都市計画道路変更概要
　①「竹田玉来線」の起点の変更　②「本町屏風ヶ淵線」及び「登城線」の廃止
　③「竹田駅前山手線」の起点の変更

23

■
日
　
程

　
８
月
２
日
（
金
）

　
　
開
会
式
、
審
査

　
８
月
３
日
（
土
）

登
山
行
動 

男
子 
中
岳
コ
ー
ス
・
女
子 

久
住
山
コ
ー
ス
（
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
）

『
生
活
』（
テ
ン
ト
の
設
営
・
撤
収
、
炊
事
、

装
備
）
25
点

『
知
識
』（
気
象
・
自
然
観
察
・
計
画
記
録
・

救
急
）
30
点

『
態
度
』（
マ
ナ
ー
等
）
５
点
。

　
選
手
は
審
査
時
は
ず
っ
と
緊
張
を
強
い
ら

れ
ま
す
が
、
そ
こ
は
や
は
り
高
校
生
。
自
由

時
間
と
も
な
れ
ば
他
の
チ
ー
ム
と
も
す
ぐ
に

打
ち
解
け
ま
す
。

　
行
動
中
は
１
チ
ー
ム
４
人
で
お
互
い
を
励

ま
し
合
い
黙
々
と
歩
き
、
１
人
が
バ
テ
れ
ば

残
っ
た
３
人
が
荷
物
を
分
担
し
て
自
分
の

ザ
ッ
ク
に
突
っ
込
む
。
そ
し
て
最
後
ま
で
仲

間
４
人
で
歩
き
通
す
。
そ
こ
に
苦
楽
を
共
に

し
た
同
じ
釡
の
飯
を
食
っ
た
仲
間
が
い

る―
―

。
ま
さ
に
「
こ
れ
ぞ
チ
ー
ワ
ー
ク
だ

‼
」
と
感
じ
る
大
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
生
活
学
習
課

　
高
校
総
体
推
進
係
　
☎
７
５-

２
２
４
０

　６月に直入小学校、直入中学校、直入町老人クラ
ブ連合会及び久住花の会「YOU花」の皆さんが花

の植え付け作業
を行いました。
　本番の日、美
しい花で選手た
ちを出迎えるこ
とができます。
ありがとうござ
いました。

インターハイ登山大会
開催迫る！

第57回全国高等学校登山大会

平成25年度全国高等学校総合体育大会
2013未来をつなぐ北部九州総体

８２
FRI

皆様のお越しをお待ちしています！

交通規制（片側通行）ご協力のお願い

８月３日・４日（中岳コース）
レゾネイトクラブくじゅう前　バス降車計画　見取り図

Ａ隊（男子）… バス８台
Ｂ隊（女子）… バス８台
◆降車予定時間
　３日Ａ隊… 6時00分
　４日Ｂ隊… 6時00分

バス停車場所

登山道

レゾネイトクラブくじゅう
職員駐車場

 
 

（片側通行区間） 

岳麓寺集会所

七里田温泉方面

　
８
月
４
日
（
日
）

登
山
行
動 

男
子 

久
住
山
コ
ー
ス
・
女
子 

中
岳
コ
ー
ス

　
８
月
５
日
（
月
）

　
　
登
山
行
動 

男
女 

大
船
山
コ
ー
ス

　
８
月
６
日
（
火
）　
閉
会
式

■
大
会
コ
ー
ス

①
久
住
山
コ
ー
ス
（
赤
川
登
山
口
〜
久
住
山

〜
西
千
里
ヶ
浜
〜
扇
ヶ
鼻
〜
岩
井
川
岳
分

岐
〜
鍋
谷
登
山
口
（
九
州
横
断
道
路
））

②
中
岳
コ
ー
ス
（
レ
ゾ
ネ
イ
ト
駐
車
場
〜
朽

網
別
れ
〜
佐
渡
窪
〜
鉾
立
峠
〜
白
口
岳
〜

稲
星
岳
〜
中
岳
〜
池
の
小
屋
〜
神
明
水
〜

猪
鹿
狼
寺
本
堂
跡
〜
南
登
山
口
）

③
大
船
山
コ
ー
ス
（
岳
麓
寺
〜
柳
ヶ
水
〜
鳥

居
窪
〜
大
船
山
〜
入
山
公
廟
（
岡
藩
３
代

藩
主
・
中
川
久
清
公
の
墓
所
）
〜
柳
ヶ
水

〜
岳
麓
寺
）

■
審
査
項
目

　
次
の
項
目
で
採
点
さ
れ
、
総
合
力
が
競
わ

れ
ま
す
。

『
行
動
』（
体
力
・
歩
行
）
40
点

８６
TUE

　全国高校総体登山大会の開催に伴い下記の期日・場
所・時間帯において誘導警備員を配置した片側通行を行
います。市民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

■場所　久住町「レゾネイトクラブくじゅう」前の県道
■期日　８月３日（土）・４日（日）
■片側通行の時間帯
　３日、４日ともに午前６時00分～午前７時00分（選手入山時）
　（※時間帯は、多少前後する場合があります。）

バス
バス進行方向
選手順路

凡例

レゾネイトクラブくじゅう

至
久
住

至
直
入

大船山登山口へ

（
片
側
通
行
区
間
）

バ
ス
停
車
場
所

バス
バス進行方向
選手順路

凡例

大船山コース　８月５日（月）
岳麓寺バス乗降計画　見取り図

■場所　久住町「岳麓寺集会所横」の市道
■期日　８月５日（月）
■片側通行の時間帯
　①午前６時00分～午前７時00分（選手入山時）
　②午後２時00分～午後３時00分（選手下山時）
　（※①②とも時間帯は、多少前後する場合があります。）

Ａ隊（男子）… バス８台
Ｂ隊（女子）… バス８台
◆予定時間
　Ａ隊（男子）… 降車 6時00分
　　　　　　　 乗車 14時00分
　Ｂ隊（女子）… 降車 6時30分
　　　　　　　 乗車 15時00分

　
岡
城
に
出
入
り
す
る
三
口
の
一
つ
で
あ
る
近
戸

門
は
、
文
禄
３
年
（
１
５
９
４
）
に
通
用
門
と
し
て

新
た
に
切
り
開
か
れ
ま
し
た
。
宝
永
３
年
（
１
７
０

６
）
に
は
、
地
震
に
よ
り
壊
れ
た
大
手
門
が
再
建
さ

れ
、
大
手
の
古
材
が
近
戸
門
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
屋
根
も
無
い
柵
門
で
あ
っ
た
近
戸
門

は
、
大
手
門
と
同
様
に
櫓
門
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
門
は
、
明
和
２
年
（
１
７
６
５
）
の
普
請
方
か

ら
の
出
火
に
よ
り
類
焼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
寛

政
元
年
（
１
７
８
９
）
の
火
災
に
よ
り
再
び
焼
失
し

て
い
ま
す
。

　
三
門
の
管
理
責
任
者
は
家
老
が
任
命
さ
れ
、
火
災

が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
担
当
と
な
っ
て
い
る
６
〜

７
名
が
駆
け
つ

け
、
常
時
２
名

が
番
所
に
詰
め

る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

門
の
開
閉
は
、

当
初
明
六
ツ

（
午
前
６
時
）

か
ら
暮
四
ツ

（
午
後
10
時
）

と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
明
暦

３
年
（
１
６
５

７
）
か
ら
は
城

内
へ
は
暮
六
ツ
（
午
後
６
時
）
迄
と
な
り
、
一
部
の

者
以
外
は
通
行
札
や
主
人
の
証
明
書
が
必
要
と
な

り
、
行
商
人
の
入
城
は
原
則
禁
止
さ
れ
る
な
ど
厳
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
仕
切
門
に
は
門
番
を
置
き
、
城
の
中

核
で
あ
る
本
丸
一
帯
へ
の
入
り
口
で
あ
る
太
鼓
櫓
で

は
篝
火
が
焚
か
れ
て
、
従
者
４
人
以
上
は
入
る
事
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
城
門
番
所
で
は
、
水
を
大

切
に
し
、
毎
日
掃
除
を
し
て
、
火
の
用
心
に
心
が
け

る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
番
所
の
戸
障
子
や

腰
板
を
破
っ
た
り
落
書
き
を
す
る
不
届
き
者
も
い
た

よ
う
で
す
。
大
手
門
や
近
戸
門
の
外
側
に
は
、
内
側

が
三
和
土
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
る
防
火
用
水
と
し

て
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
あ
り
ま
す
。

　 

近
戸
門
か
ら
は
、九
十
九
折
り
の
七
曲
り
を
通
っ

て
城
外
へ
出
て
行
き
ま
す
。
通
路
は
、
阿
蘇
溶
結
凝

灰
岩
の
岩
盤
を
削
っ
た
鑿
痕
や
カ
マ
ボ
コ
型
石
塁
の

一
部
が
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
３
分
の

２
程
度
の
道
幅
で
し
た
が
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
谷
側
か
ら
山
際
に
傾
斜
さ
せ
た
石
段
や
岩
盤
に

彫
り
込
ま
れ
た
縦
溝
か
ら
、
当
時
の
土
木
技
術
の
高

さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
佐
伯
　
治
）

※

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
に
合
わ
せ
て
中
川
家
当
主
シ
リ
ー
ズ
を
前
号

ま
で
お
届
け
し
ま
し
た
。
本
号
か
ら
再
び
『
岡
城
』
の
魅
力
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

↑近戸門と七曲り 厳
格
な
入
城
　〜
城
門
の
管
理
〜↑縦走風景

「
竹
田
都
市
計
画
道
路

変
更
説
明
会
」
を
開
催

　
都
市
計
画
道
路
「
竹
田
玉
来
線

（
本
町
工
区
）」・「
登
城
線
」及
び「
本

町
屏
風
ヶ
淵
線
」
は
、
昭
和
62
年

に
都
市
計
画
決
定
を
さ
れ
ま
し
た

が
、現
在
ま
で
未
着
手
路
線
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
、「
竹
田
都
市
計
画
道

路
変
更
説
明
会
」
が
竹
田
市
中
央

公
民
館
竹
田
分
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を

受
け
長
期
未
着
手
路
線
の
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
路
線
に
つ

い
て
、
都
市
計
画
変
更
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
建
設
課

都
市
計
画
係
　
☎
６
３-

４
８
０
８

　工藤庄一さん（上坂田）が、江戸時代末か
ら明治時代初期に旧城下町（現市街地）での
収益により収集された銭貨を竹田市に寄贈し
てくださいました。
　銭貨は約100枚を紐で綴じた緡銭の状態に
よる42結です。総数は4,079枚で、寛永通寶
が3,711枚と全体の９割以上を占めています。
　竹田市教育委員会文化財課では、江戸時代
の流通貨幣の理解や城下町での貨幣経済の動
向を知る貴重な文化財資料として、今後の研
究に大いに役立つものと考えています。

工
藤
庄
一
さ
ん
が
「
銭
貨
」

を
市
に
寄
贈

駅前交通広場（大字会々字下木約7,700㎡）を設ける

番　号

3・4・2（旧）

3・4・2（新）

路線名

「竹田玉来線」

「竹田玉来線」

幅員／延長／車線数
W=16.0m　L=約 2,710m
２車線
W=16.0m　L=約1,840m
２車線

起　　点
竹田市大字
竹田字七里
竹田市大字
竹田字山手

終　　点
竹田市大字
玉来
竹田市大字
玉来

番　号

3・5・4（旧）

3・5・4（新）

路線名

「竹田駅前山手線」

「竹田駅前山手線」

幅員／延長／車線数

W=14.0m　L=約 780m

W=14.0m　L=約 860m
２車線

起　　点
竹田市大字竹
田字西裏丁
竹田市大字
会々字下木

終　　点
竹田市大字
山手
竹田市大字
山手

さしぜに

つ
　
づ
　
ら
　
お
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秘書広報係 ☎63-1043
すくすく1歳 平成25年8月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
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国登録有形文化財に指定されている「吉川家住宅倉庫」（竹田市上町）が染色工房として生ま
れ変わりました。６月29日、お披露目式が行われ、多くの関係者が集まり完成を祝いました。
主の染色作家・辻岡快さん（紺屋そめかひ工房）は、縁あって竹田市に移住してきたばかり。
今後、城下町で生まれる『日本の伝統文化』が全国に向けて発信されます。

　「白百合」は、市の「白百合保護条例」により保
護地域を指定し、地元自治会のご協力をいただきな
がら保護に努めています。近年は、箱根町から球根
の寄贈を受け、岡城跡にも美しい花が蘇っていま
す。
　もうすぐ白百合が開花の時期を迎えます。ぜひ一
度ご観賞ください。
【白百合保護特別地区】
片ケ瀬地区（竹田）、挟田地区（岡本）、上鹿口地区（豊
岡）、楠公社（玉来）、小高野地区（入田）、矢原地区（入
田）、大正公園（竹田）、岡城跡及びその周辺
問竹田市総務課・企画情報課　☎63-1111

竹田の城下町を吹き抜ける「新たな染風」
吉川家酒蔵が「染色工房」に生まれ変わりました！

にじみ染め作業

→「
鯉
の
滝
の
ぼ
り
」（
辻
岡
快
・
作
）

↑「藍」の染色作業する辻岡さん

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年
７月生まれ

7・8月は「白百合」の開花の季節です

日　時　８月31日㈯ 18:00 ～ 20:00
場　所　 久住総合運動公園グラウンド
　　　　（雨天時は総合運動公園体育館）
　７月から練習を始めます。10名以上が参加する
「練習会」には指導者を派遣することができます。
　　　問奥豊後踊りを楽しむ夕べ実行委員会
　　　　☎090-8664-5861（佐藤）

「奥豊後踊りを楽しむ夕べ」に参加しませんか
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第63回社会を明るくする運動
　社会を明るくする運動は、全ての国民が犯罪や非行の
防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、犯
罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動
で、７月は強調月間です。
◇�啓発活動　７月１日㈪・7:20 ～（豊後竹田駅前）
　・7:30 ～（豊後荻駅前他）　・8:30 ～（久住支所前）
　・8:30 ～（直入支所前）
◇竹田市民大会
　７月６日㈯ 10:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）
●お問い合せ　�社会を明るくする運動竹田市推進委員会

（竹田保護司会）☎63-1458（海老納）

公益財団法人日本体育協会・日本スポーツ少年団主催
「スポーツ活動中の熱中症予防 LIVE ON SEMINAR」
　日　時　７月13日㈯ 18:00 ～ 19:30 ※参加無料
　会　場　竹田市社会福祉センター　多目的ホール
　講　師　�国立スポーツ科学センター統括研究部長
　　　　　　川原　貴 先生
　　　　　広島大学大学院総合科学研究科准教授
　　　　　　長谷川　博 先生
●�お問い合せ　�竹田市教育委員会　生涯学習課
　　　　　　　スポーツ振興係　☎63-4817

コンツァートKÔJÔ in 竹田
　日　時　７月14日㈰ 13:30開場 14:00開演
　場　所　竹田商工会議所２階ホール
　入場料　大人2,000円　高校生以下1,000円
☆チケット販売窓口
　�竹田商工会議所、竹田町商店街振興組合（清和館内）、

但馬屋老舗、竹田市観光ツーリズム協会、竹田市生涯
学習課
●お問い合せ　コンツァートKÔJÔ in 竹田実行委員会
　☎090-5080-5729

平成25年度竹田市戦没者追悼式
　戦没者の慰霊と遺族への慰藉を行うとともに、恒久平
和を願い竹田市戦没者追悼式を行います。ご遺族の方
は、ご参列ください。
　日　時　７月18日㈭ 10:00 ～
　場　所　竹田市総合社会福祉センター
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811

別冊 たけたん情報 ７月号

歴史資料館	 ☎63-1923
〔開館時間〕　9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕　�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場

合は開館）
○特別企画展　２階展示室Ｂ
　�平成25年度全国高等学校総合体育大会　～ 2013未来
をつなぐ北部九州総体 第57回全国高等学校登山大会
開催記念「くじゅう連山と登山家殿さま　中
川久清展」

　７月２日㈫～８月25日㈰

市民ギャラリー 水琴館	 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○『奥豊後ちょっとみ歴史展－六地蔵信仰とその願い－』
　７月10日㈬～７月27日㈯
　九州でも最も盛んな豊肥地区の石幢（六地蔵）信仰に
焦点を当て、地域の人々の願いについて実物大表示のパ
ネルで展示。（文化財管理センター　☎66-3618）

○『井田孝子近作展』
　７月28日㈰ 午後～８月18日㈰（井田孝子 ☎62-4860）
※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話ください。

相　談
平成25年度視覚障がい教育相談（巡回相談）
　県立盲学校は、視覚に関わる巡回教育相談を実施します。
　日　　時　８月22日㈭ 10:30 ～ 15:00
　場　　所　市役所３階会議室
　相談内容　�視覚障がいのある幼児児童生徒の家庭での

接し方、保育、教育、医療に関すること等
　相談対象　�視覚障がいのある幼児児童生徒及びその保

護者、または関係者（保育士、教員等）
　申込方法　�竹田市教育委員会学校教育課に「視覚障が

い教育相談票」がありますので、必要事項
を記入のうえ、お申し込みください。

　申込期日　７月30日㈫
　相談担当　�大分県立盲学校　教育支援部（大分市金池

町3-1-75）☎097-532-2638
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平成25年度「聞こえとことばの教育相談会」
　大分県立聾学校では、聞こえやことばが気になるお子さ
まについての巡回教育相談会を実施いたします。どうぞお
気軽に相談にお越しください。
　日　　時　８月28日㈬ ９:30 ～ 15:30
　会　　場　竹田教育事務所31会議室
　相談内容　�育児や学習、生活についての相談、就学や

転学についての相談、聴覚障がい教育に関
する情報提供、医療・福祉・保健・教育機
関等との連携など

　相談対象　�０歳～ 18歳までのお子さま及びその関係者
　申込方法　�大分県立聾学校へ電話もしくはFAXでお

申し込みください。
　　　　　　☎097-543-2047　FAX097-546-2111
　申込締切　平成25年８月９日㈮　
　　　　　　※秘密厳守、相談無料

竹田市選挙管理委員会
選挙管理委員会委員が決まりました
　竹田市選挙管理委員会委員が、平成25年６月６日の
議会で、議長の指名推薦により当選されましたのでお知
らせします。任期は平成29年６月５日までです。

委員長 海老納眞則 竹田市大字会々 2348番地１

職務代理者 木村　信義 竹田市久住町大字白丹4480番地

委　員 吉野　眞正 竹田市直入町大字長湯8027番地３

委　員 穴見　一男 竹田市荻町馬場161番地３

●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-4814

福　祉
大分オレンジカンパニーに登録しませんか
　大分県では、認知症サポーターの存在や活動を普及啓
発し、認知症の人とその家族が「安心して暮らせる地域
づくり」を推進するために、企業・職域組織単位で認知
症サポーター養成講座を受講した事業所を「大分オレン
ジカンパニー（認知症にやさしい企業・団体）」に登録
し、「オレンジステッカー」を交付します。ステッカー
の交付を受けた団体は、県のホームページに掲載されま
す。
対象　�企業・団体、公共サービス関連、公共交通機関等
要件　�団体に所属する職員の全員が受講していることが

望ましいが、概ね半数以上が認知症サポーター養
成講座を受講していること

手続　�講座を受講後、登録申込書を竹田市福祉事務所ま
たは大分県高齢者福祉課に提出してください。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811
　　　　　　　大分県高齢者福祉課　☎097-506-2695

第８回チャリティーバザー
　日　時　７月26日㈮ 11:00 ～ 14:00
　場　所　竹田市総合社会福祉センター
　市民の皆さまから寄贈いただいた品物・野菜等を販売
し、得られた益金は12月開催予定のチャリティーショー
の益金等と合わせて地域福祉活動を行う団体等に、活動

費として配分します。
　品物の寄贈・購入につきまして皆さまのご理解、ご協
力をお願いします。※マイバッグをご持参ください。
●お問い合せ　竹田市社会福祉協議会　☎63-1544
　　　　　　　竹田市福祉事務所　☎63-4811

竹田市心身障害者福祉手当の支給について
　竹田市では、４月１日現在に１年以上市内に住所を有
し、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳をお持ちの方に心身障害者福祉手当を支給いたします。
　６月下旬から下記の支給内容で、手帳交付時に口座振
り込みの申請をされている方は指定された口座に振り込
み、窓口受け取りの場合はハガキでお知らせいたします。
〔支給内容〕
　身体障害者手帳をお持ちの方
　・１級から３級　3,000円　・４級から６級　2,000円
　療育手帳をお持ちの方
　・A　3,000円　　・B　2,000円  
　精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方
　・１級　3,000円　・２級と３級　2,000円
　＊�２つ以上の手帳をお持ちの場合は、額の高い方を支

給いたします。
　＊施設入所者は、半額となります。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811
　
『虹色サマースクール』ボランティア募集
　竹田市、豊後大野市在住の障がいのあるお子さんに楽
しい夏休みを過ごしてもらうため、参加者と一緒に楽し
く過ごしていただけるボランティアを募集します。高校
生以上の方であれば年齢、性別は問いません。事前に研
修会を行います。多くの方のご応募お待ちしています。
　実施場所　①豊後大野市三重町本城2054番地　
　　　　　　　「障害者支援施設　本城苑」内　
　　　　　　②豊後大野市大野町田中700番地２
　　　　　　　「新星館障害福祉サービスセンター」内
　実 施 日　７月29日㈪～８月23日㈮までの間（15日間）
　　　　　　※但し、８月６日、８月13日～ 16日、土日は除く
　ボランティア活動時間　8:30 ～ 17:00頃まで
　事前研修　○７月24日㈬　18:30 ～ 20:00
　　　　　　　�竹田市総合社会福祉センター裏「いきい

き交流センター」
　　　　　　○７月27日㈯　9:00 ～ 11:00
　　　　　　　豊後大野市「神楽会館」
　募集期限　７月19日㈮※期限以降も随時受付します。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

年　金
国民年金の「保険料免除・猶予制度」をご存知
ですか！
　経済的な理由で、保険料（月額15,040円）の納付が
困難な場合には、申請手続きをすることにより保険料の
納付が「免除」、または「猶予」される制度があります。
　「全額免除・一部免除申請」「若年者納付猶予申請」「学
生納付特例申請」です。
　退職（失業）の事実がある場合には、所得に関係なく
「特例免除」に該当する場合があります。
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●�お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所（お客様相

談室）☎097-552-1211

消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起
　－“サクラサイト商法”にご注意を！－
　“サクラサイト商法”とは、サイト業者に雇われた“サク
ラ”が異性・芸能人・社長、などになりすまして消費者の
気持ちを利用してサイトに誘導し、メール交換等の有料
サービスを利用させ、その度に支払いを続けさせるサイ
トを言います。このような“サクラサイト”でお金を支払っ
てしまったという相談が後を絶ちません。きっかけは
様々ですが、見ず知らずの方とのメールのやり取りに、
不用意に多額のお金を支払わないよう注意しましょう。
●お問い合せ
　◎竹田市市民課 窓口（竹田市消費生活センター）
　　8:30 ～ 17:00　（月～金／平日のみ）☎63-4834　 
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎097-534-0999

月　間　
◎バスの車内事故防止についてのお願い
　一般社団法人大分県バス協会では、７月１日から31
日まで「車内事故防止キャンペーン」を実施中です。
　走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場
合があります。お降りの際は、バスが停留所に着いて扉
が開いてから席をお立ち願います。
　また、バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得
ず急ブレーキをかける場合があります。満席のため、お
立ちになってご利用いただく場合は、吊革や握り棒に
しっかりおつかまりください。
　バスの車内事故防止に皆様のご理解とご協力をお願い
します。

農　業
おおいた新規就農・就業相談会を開催します
　大分県では新規就農者を５年間で1,000人確保する目
標を掲げ、新規就農者の確保に取り組んでいます。大分
県への就農希望者を対象とした相談会を開催し、積極的
に地域情報を発信することにより、地域農業の担い手の
確保を図ります。

　日　時　８月11日㈰ 10:00 ～ 16:00
　場　所　�コンパルホール５階体育室（大分市府内町１

丁目５番38号）
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805

環境衛生課からのお知らせ
今年の夏も節電にご協力ください
　今年の夏の電力の需要見通しや、国からの節電要請を
踏まえ、以下の内容で、引き続き節電へのご協力をお願
いします。
期　間　平成25年７月１日㈪～９月30日㈪の平日
　　　　（８／ 13㈫～８／ 15㈭を除きます）
時間帯　�9:00 ～ 20:00（特に13:00 ～ 17:00は重点的

な節電をお願いします）
内　容　�昨年にご協力いただいた節電の約８割を目安

に、生活や健康に支障のない範囲で、可能な限
り節電にご協力をお願いします。

【犬の狂犬病注射及び登録について】
◎狂犬病予防注射について
　�　飼い主の方は（猶予は除く）年に１回は狂犬予防注

射を受けなければなりません。
◎犬の登録について
　�　生後91日以上の犬を飼い始めたら30日以内に市役

所窓口（環境衛生課または各支所・いきいき市民課）
で登録をしてください。（登録費用　3,000円）犬の
鑑札を交付します。

◎犬の転入・譲渡及び死亡について
　�　犬の飼い主で竹田市に転入された方や犬の譲渡をさ

れた場合は環境衛生課または各支所いきいき市民課に
連絡ください。（すでに竹田市または他の市町村で登
録している犬については登録費用は不用ですが変更手
続きが必要となります）また、飼い犬が死亡した時は
速やかに担当課に連絡ください。

◎犬の放し飼い及び犬の糞について
　�　犬の放し飼いは「竹田市畜犬取締り条例」によって

禁止されています。夜間などに放し飼いはやめましょ
う。犬の散歩のときなどは、必ず掃除道具を持って犬
の糞を持ち帰るようにしましょう。

●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎63-4821
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：0
0～
（
直
入
支
所
大
会

議
室
）

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
公
示
日

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
歩
こ
う
会「
早
朝
散
策

岡
城
」廣
瀬
神
社
5:
50
集

合
※
１

・第
7回
竹
田
市
農
業
委
員
会

総
会
13
：
30
～（
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義

美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お
う

ち
〕）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

竹
田
市
市
民
大
会

10
：
00
-1
2：
00
（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

統
計
調
査
員
を
か
た
っ
て
個

人
情
報
を
聞
き
出
す
不
審
な

電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
な
ど
の
統
計
調
査
は
、

顔
写
真
つ
き
の「
調
査
員
証
」を

持
っ
た
調
査
員
が
訪
問
し
て
行
い
ま

す
の
で
、電
話
で
調
査
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
り
ま
し

た
ら
、竹
田
警
察
署（
☎
63
-2
13
1）
ま

で
。

・荻
地
域
子
育
て
講
演
会

14
:3
0～
（
荻
小
体
育
館
）

19
:0
0～
（
荻
福
祉
健
康
エ

リ
ア
）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・〔
水
琴
館
〕『
奥
豊
後
ち
ょ
っ
と
み

歴
史
展
』　
～
７
／
2
7
㈯
ま
で

・
第
７
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
 荻
地

域
予
選
会
9：
3
0
～（
巡
回
審
査
）

・
３
・
６
・
1
2
か
月
児
健
康
診
査〔
３

か
月
・
６
か
月
〕1
3
:0
0
-1
3
:2
0
受

付
　〔
1
2
か
月
〕1
3
:2
0
-1
3
:4
0

受
付（
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
　
1
3
:3
0
～（
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

1
3
:3
0
-1
5
:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・
R
e
a
d
y
2
c
h
a
t英
会
話（
英
語

中
・
上
級
）1
9
:0
0
-2
1
:0
0（
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※
参
加
無
料

　
問
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・〔
歴
史
資
料
館
〕特
別
企
画
展「
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
」開
催
記

念『
く
じ
ゅ
う
連
山
と
登
山
家
殿
さ

ま
　
中
川
久
清
展
』　
～
８
／
25

㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・〔
久
住
地
域
〕T
O
P懇
談
会

19
：0
0～
（
久
住
公
民
館
機
能
回

復
訓
練
室
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0
0（
竹
田
市
立

図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
：3
0-
15
：3
0（
竹
田
古
町

会
場
）（
☎
63
-3
34
6）

・稲
葉
川
一
斉
清
掃

8：
00
～（
花
水
月
駐
車
場

集
合
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0-
14
:3
0（
南
部
幼

稚
園
ホ
ー
ル
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

【
竹
田
市
災
害
の
日
】

・「
７・
１
２
竹
田
市
豪
雨
災
害
特
別

講
演
」講
師
・
佐
藤
仁（
宮
城
県
南

三
陸
町
長
）1
0：
00
開
場
11
：0
0

開
演（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

・豊
肥
子
牛
市
場（
9:
30
セ
リ
開
始
）

・
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要

予
約：
文
化
財
課
　
☎
63
-4
81
8

・「
LI
VE
 O
N
 S
EM
IN
A
R 

～
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱

中
症
予
防
」

18
:0
0-
19
:3
0※
参
加
無

料（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
　
☎
63
-4
81
7

・郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植
物
を
観

察
す
る
会「
夏
鞍
岳
」

文
化
会
館
前
8：
00
集
合
※
２

・第
28
回
入
田
名
水
祭・
河
川
プ
ー

ル
開
き

9：
00
受
付
　
9：
30
神
事（
中
島

公
園
・
竹
田
市
入
田
河
宇
田
湧
水

そ
ば
）

・「
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
ÔＪ
Ô
 in
 竹
田
」

13
：3
0開
場
　
14
：0
0開
演（
竹

田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー
ル
）

・第
16
回
夏
休
み
図
書
館
ま

つ
り
13
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

海
の
日

食
育
の
日
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18
19

20

21
22

25
26

27

28
29

30
31

1
4

5
6

7
8

11

17 243 10

16 232 9
12

13

14
15

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・年
金
相
談
　
10
：0
0-
15
：0
0（
竹
田

市
高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・３
歳
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

13
:3
0-
14
:0
0（
竹
田
幼
稚
園
え

ほ
ん
の
へ
や
）

・大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16
:0
0（
大
分
県
行
政
書
士

会〔
大
分
市
〕）
  ☎
09
7-
53
7-
70
89

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
市
戦
没
者
追
悼
式

10
:0
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

・第
７
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
竹
田

地
域
予
選
会

9:
30
～（
豊
肥
家
畜
市
場
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
荻
福
祉
健
康
エ

リ
ア
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・「
緑
中
２
年
生
と
地
域
住
民
の
花
植

え
交
流
会
」

15
:0
0～
（
JR
荻
駅
ホ
ー
ム
）

・豊
肥
成
牛
市
場（
9:
30
セ
リ
開
始
）

・脳
ト
レ
型
交
通
安
全
教
室

14
:0
0～
（
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

・国
際
C
in
em
a 
in
 T
ak
et
a 
映

画「
マ
イ
レ
ー
ジ
、マ
イ
ラ
イ
フ
」

（
20
09
年
・
米
）2
0：
00
～
　
※

入
場
無
料（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
） 
問

竹
田
市
商
工
観
光
課
☎
63
-4
80
7

・司
法
書
士
法
律
相
談（
登
記・
供
託・

訴
訟・
水
害
に
関
す
る
相
談
等
）

13
:0
0-
16
:0
0（
竹
田
市
中
央
公

民
館
竹
田
分
館
） 
問
大
分
県
司
法

書
士
会
豊
肥
支
部
　
☎
63
-1
40
0

・夕
涼
み
会

17
:0
0～
（
都
野
保
育
所
）

・夕
涼
み
会

17
:0
0～
（
白
丹
保
育
所
）

・夕
涼
み
会

18
:3
0～
（
竹
田
保
育
所
）

・
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

7:
00
-1
8:
00
（
開
票
場
所
・
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・竹
田
歩
こ
う
会「
そ
う
ぞ
う
の
丘
」

本
町
マ
ル
シ
ョ
ク
前
8：
00
集
合
※
１

・竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
in
菅
生

8:
30
-1
5:
00
（
道
の
駅「
す
ご
う
」）

・第
11
回
久
住
高
原
そ
よ
か
ぜ
ウォ
ー
ク
 

9：
30
～（
久
住
高
原
荘
8:
30
受
付
）

・竹
田
夏
越
祭
 9：
30
～（
城
下
町
一
円
）

・神
原
縁
側
カ
フ
ェ
　
13
:0
0-
16
:0
0

（
神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
緒
環
周

辺
）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・５
歳
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13
:2
0受
付
　

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）※
15
：
30
終
了
予

定

・
第
７
回
竹
田
市
畜
産
共
進

会
久
住
地
域
予
選
会

9：
30
～（
久
住
家
畜
審
査

棟
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
:0
0（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・荻
の
里
温
泉（
全
館
休
館
日
）

・
第
７
回
竹
田
市
畜
産
共
進

会
直
入
地
域
予
選
会

9:
30
～（
直
入
畜
産
審
査

棟
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15
:3
0（
久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・第
８
回
チ
ャリ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

11
:0
0-
14
:0
0（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要

予
約：
文
化
財
課
 ☎
63
-4
81
8

・夕
涼
み
会
　
18
:0
0-
20
:0
0（
竹

田
幼
稚
園
）

・夕
涼
み
会

19
:0
0～
（
荻
保
育
所
）

・第
27
回
久
住
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会

8:
00
受
付
開
始
／
14
:0
0終
了

予
定
 （
竹
田
市
久
住
町
南
登
山
口

『
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習
コ
ー

ス
』）

・第
33
回
日
本
一
炭
酸
泉
ま
つ
り

（
湯
の
原
商
店
街
・
河
川
プ
ー
ル
・

直
入
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）～

29
日
㈪
ま
で

・第
25
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭

9:
00
-1
2:
00
（
佐
藤
義
美
記
念
館
）

・土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談
日

9:
00
-1
6:
00
（
竹
田
市
中
央
公

民
館
竹
田
分
館
）問
大
分
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
豊
肥
支
部
　
☎

63
-1
26
8

・〔
水
琴
館
〕『
井
田
孝
子
近
作
展
』

～
８
／
18
㈰
ま
で

・「
竹
田
市
文
化
会
館
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
民
謡
と
踊
り
の
祭
典
」

12
:0
0～
（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

：
要
予
約
13
:3
0-
15
:3
0

（
☎
63
-3
34
6）

【
納
期
】固
定
資
産
税
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
１
期
、介

護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
１
期

・ 陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
 in
 菅
生

7月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
   （
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-3
66
2、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-2
48
0、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-1
30
4、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-2
42
6）

月 間 ・ そ の 他

○
ソ
フ
ト
王
国
た
け
た
三
ツ
星
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
7／
1～
9／
30
）

○
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

○
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
強
調
月
間

○
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
月
間
　
　
　
○
河
川
愛
護
月
間

○
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
　
　
○
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
6／
1～
9／
30
）

○
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
（
6／
20
～
7／
19
）

○
「
青
い
羽
根
募
金
」
強
調
運
動
期
間
（
7／
1～
8／
31
）

○
全
国
安
全
週
間
（
7／
1～
7）
　
　
○
自
然
に
親
し
む
運
動
（
7／
21
～
8／
20
）

◇
8月
上
旬
の
主
な
予
定

 
3日
㈯
 
・
第
21
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上
【
20
13
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
in
お
ぎ
】
15
:3
0受
付
／
16
:0
0開

会
式
（
竹
田
市
立
荻
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）　
問
荻
公
民
館
内
〔
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス

実
行
委
員
会
　
☎
68
-2
02
5〕

 
 
・
た
け
た
夏
物
語
「
七
夕
こ
ど
も
夜
市
」　
18
:0
0～
（
廣
瀬
神
社
下
・
竹
田
市
田
町
）

 
4日
㈰
 
・
豊
後
荻
駅
（
荻
ふ
れ
あ
い
会
館
）「
駅
舎
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典
／
全
線
復
旧
記
念
列

車
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
（
７
:3
0～
）
／
式
典
（
７
:4
0～
）

 
 
・
第
９
回
市
民
球
技
大
会
〔
８
種
目
・
10
会
場
〕
開
会
式
 8
:3
0～
（
軟
式
野
球
の
み
8:
15

～
）　
問
竹
田
市
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
☎
63
-4
81
7

 
7日
㈬
 
・
3・
6・
12
か
月
児
健
康
診
査
〔
３
か
月
・
６
か
月
〕
13
:0
0-
13
:2
0受
付
　
〔
12
か

月
〕
13
:2
0-
13
:4
0受
付
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

 
9日
㈮
 
・「
人
権
を
守
る
市
民
の
つ
ど
い
」　
13
:3
0～
（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

地
　
域

相
談
日

時
　
間

開
催
場
所
 

７
月
17
日
㈬

７
月
17
日
㈬

７
月
17
日
㈬

７
月
18
日
㈭

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室
 

直
入
支
所
　
小
会
議
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

竹
　
田

久
　
住
 

直
　
入
荻

と
　
き
　
７
月
21
日
㈰
 8
:3
0
～
15
:0
0 

と
こ
ろ
　
道
の
駅
「
す
ご
う
」

内
　
容
　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
試
食
・
販
売
・
加
工
品
販
売
、
収
穫
体

験
、
地
元
農
畜
産
物
販
売
 

主
　
催
　「
竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ
 in
 菅
生
」
実
行
委
員
会

●
お
問
い
合
せ
　
道
の
駅
「
す
ご
う
」　
☎
65
-2
21
1

第
33
回
　
日
本
一
炭
酸
泉
ま
つ
り

と
　
き
　
７
月
27
日
㈯
～
７
月
29
日
㈪

と
こ
ろ
　
直
入
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
他
（
直
入
地
域
）

内
　
容
　
温
泉
供
養
、
神
楽
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
少
年
柔
道
・
剣

道
大
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
渓
流
釣
り
大
会
、
エ
ノ
ハ

の
つ
か
み
取
り
大
会
、
水
中
宝
さ
が
し
大
会
、
青
年
神
輿

主
　
催
　
日
本
一
炭
酸
泉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

●
お
問
い
合
せ
　
直
入
支
所
産
業
建
設
課
　
☎
75
-2
21
4

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
7

【
納
期
】市
県
民
税
１
期

・荻
の
里
温
泉（
全
館
休
館
日
）

・「
第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」啓
発
活
動
　
7:
20
～（
豊
後

竹
田
駅
前
）／
7:
30
～（
豊
後
荻

駅
前
他
）／
8:
30
～（
久
住
支
所

前
）／
8:
30
～（
直
入
支
所
前
）

・〔
荻
地
域
〕T
O
P懇
談
会

19
:0
0～
（
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多

機
能
室
）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休

業
日

・〔
直
入
地
域
〕T
O
P懇
談
会

19
：0
0～
（
直
入
支
所
大
会

議
室
）

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
公
示
日

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・竹
田
歩
こ
う
会「
早
朝
散
策

岡
城
」廣
瀬
神
社
5:
50
集

合
※
１

・第
7回
竹
田
市
農
業
委
員
会

総
会
13
：
30
～（
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
）

・童
謡
と
絵
本
の
会

10
:0
0-
11
:3
0（
佐
藤
義

美
記
念
館〔
こ
の
こ
の
お
う

ち
〕）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

竹
田
市
市
民
大
会

10
：
00
-1
2：
00
（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

統
計
調
査
員
を
か
た
っ
て
個

人
情
報
を
聞
き
出
す
不
審
な

電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
な
ど
の
統
計
調
査
は
、

顔
写
真
つ
き
の「
調
査
員
証
」を

持
っ
た
調
査
員
が
訪
問
し
て
行
い
ま

す
の
で
、電
話
で
調
査
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
り
ま
し

た
ら
、竹
田
警
察
署（
☎
63
-2
13
1）
ま

で
。

・荻
地
域
子
育
て
講
演
会

14
:3
0～
（
荻
小
体
育
館
）

19
:0
0～
（
荻
福
祉
健
康
エ

リ
ア
）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・〔
水
琴
館
〕『
奥
豊
後
ち
ょ
っ
と
み

歴
史
展
』　
～
７
／
2
7
㈯
ま
で

・
第
７
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
 荻
地

域
予
選
会
9：
3
0
～（
巡
回
審
査
）

・
３
・
６
・
1
2
か
月
児
健
康
診
査〔
３

か
月
・
６
か
月
〕1
3
:0
0
-1
3
:2
0
受

付
　〔
1
2
か
月
〕1
3
:2
0
-1
3
:4
0

受
付（
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
　
1
3
:3
0
～（
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

1
3
:3
0
-1
5
:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・
R
e
a
d
y
2
c
h
a
t英
会
話（
英
語

中
・
上
級
）1
9
:0
0
-2
1
:0
0（
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※
参
加
無
料

　
問
商
工
観
光
課
　
☎
63
-4
80
7

・〔
歴
史
資
料
館
〕特
別
企
画
展「
全

国
高
等
学
校
登
山
大
会
」開
催
記

念『
く
じ
ゅ
う
連
山
と
登
山
家
殿
さ

ま
　
中
川
久
清
展
』　
～
８
／
25

㈰
ま
で

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0
0（
竹
田
市
立
図
書

館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・〔
久
住
地
域
〕T
O
P懇
談
会

19
：0
0～
（
久
住
公
民
館
機
能
回

復
訓
練
室
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0
0（
竹
田
市
立

図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
：3
0-
15
：3
0（
竹
田
古
町

会
場
）（
☎
63
-3
34
6）

・稲
葉
川
一
斉
清
掃

8：
00
～（
花
水
月
駐
車
場

集
合
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0-
14
:3
0（
南
部
幼

稚
園
ホ
ー
ル
）

・ 竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

【
竹
田
市
災
害
の
日
】

・「
７・
１
２
竹
田
市
豪
雨
災
害
特
別

講
演
」講
師
・
佐
藤
仁（
宮
城
県
南

三
陸
町
長
）1
0：
00
開
場
11
：0
0

開
演（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

・豊
肥
子
牛
市
場（
9:
30
セ
リ
開
始
）

・
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～
（
岡
城
跡
駐
車
場
）※
要

予
約：
文
化
財
課
　
☎
63
-4
81
8

・「
LI
VE
 O
N
 S
EM
IN
A
R 

～
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱

中
症
予
防
」

18
:0
0-
19
:3
0※
参
加
無

料（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
）

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
　
☎
63
-4
81
7

・郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植
物
を
観

察
す
る
会「
夏
鞍
岳
」

文
化
会
館
前
8：
00
集
合
※
２

・第
28
回
入
田
名
水
祭・
河
川
プ
ー

ル
開
き

9：
00
受
付
　
9：
30
神
事（
中
島

公
園
・
竹
田
市
入
田
河
宇
田
湧
水

そ
ば
）

・「
コ
ン
ツ
ァ
ー
ト
Ｋ
ÔＪ
Ô
 in
 竹
田
」

13
：3
0開
場
　
14
：0
0開
演（
竹

田
商
工
会
議
所
２
階
ホ
ー
ル
）

・第
16
回
夏
休
み
図
書
館
ま

つ
り
13
:0
0-
15
:0
0（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

海
の
日

食
育
の
日
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information
狩　猟

狩猟免許講習会
狩猟免許の取得を希望する方は受講してください。
◇網猟・わな
　①日　　時　７月20日㈯ 10:00 ～ 16:30
　　場　　所　大分県林業会館　新館３階（大分市）
　②日　　時　８月10日㈯ 10:00 ～ 16:30
　　場　　所　神楽会館（豊後大野市清川町砂田810）
◇第１種銃猟・第２種銃猟
　①日　　時　７月27日㈯・28日㈰ 10:00 ～ 16:30
　　場　　所　大分県猟友会　会議室（大分市）
　　受講内容　�法令、狩猟鳥獣の判別、猟具の取扱い、

実技
　　受　講　料
　　○網猟、わな猟、網猟及びわな猟は、各々 8,000円
　　○�第１種銃猟、第２種銃猟、第１種銃猟及び第２種

銃猟、網猟・わな猟及び第１種銃猟、網猟・わな
猟及び第２種銃猟、網猟・わな猟及び第１種銃猟
並びに第２種銃猟は各々 12,000円

　　受付期間　①７月１日㈪～７月10日㈬
　　　　　　　②７月15日㈪～７月26日㈮
●お問い合せ　竹田市猟友会事務局　☎62-3434

市民課からのお知らせ
外国人住民の方にも住民基本台帳ネットワーク
システム（住基ネット）運用開始！
　2013（平成25）年７月８日から、外国人住民の方につ
いても住基ネットの運用が開始されます。これに伴い、市
役所では、外国人住民の方の住民票に「住民票コード」を
記載し、その住民票コード情報を「住民票コード通知票」
として、ご本人宛てにお送りします。
　また、同日以降、外国人住民の方にも住基ネットを利用
した住民基本台帳カードの交付や、住民票の写しの広域
交付サービスが提供できるようになります。
　なお、今回の制度改正に関し、外国人住民自らが行う
手続き等はございません。
※�住基ネット…住民票の本人確認情報を各市町村の間で

結ぶ全国規模のネットワークシステム
※�住民票コード…住基ネットにおいて全国共通の本人確認

を行うにあたって不可欠な、無作為の１１桁の番号
※�住民基本台帳カード…ご希望の方に対して有料で交付さ

れるＩＣカードで、公的な証明書として利用できるもの
※�住民票の写しの広域交付サービス…住基ネットを利用す

るため、全国どこの市町村からでも、自分の住民票の写
しが取れるサービス
●お問い合せ　竹田市市民課　☎63-4804

補　助
「竹田市元気づくり支援事業」募集
　この事業は、自治会や公共的な活動を行っている団体
等を対象に、次に挙げる活動等に対し、原則的に活動費
の半額までを補助するものです。
　⑴　地域振興や観光ＰＲ等のためのイベント
　⑵　地域による地域のための活動、及びそれに資する事業

　⑶　地域の伝統文化を守るための事業
　⑷　地域の安心・安全に資する事業
　⑸　その他、地域の活力維持や活性化に資する事業
※７月19日㈮までに事前申込書を提出してください。
●お問い合せ・提出先　
〔竹田地域〕竹田市企画情報課　☎63-4801
〔荻 地 域〕荻支所いきいき市民課　☎68-2211
〔久住地域〕久住支所いきいき市民課　☎76-1111
〔直入地域〕直入支所いきいき市民課　☎75-2211

行　政
竹田市行財政改革推進委員を募集します
　竹田市が推進する行財政改革の進行管理に関して、意
見をいただく行財政改革推進委員を募集します。
　応募資格　応募日現在、次の全てに該当する人
　　　　　　・市内に住所を有する20歳以上の人
　　　　　　・行政機関職員及び市議会議員でない人
　募集人数　各地区１名
　任　　期　平成27年３月31日まで
　申込方法　�住所、氏名、電話番号、性別、生年月日、

職業、応募の理由（抱負等）を明記し提出
（様式は任意）

　選考方法　書類選考等
　申込期限　７月30日㈫まで
●�お問い合せ　竹田市総務課行政改革推進室
　☎63-1111（内線214）

住　宅	 ８月入居募集（予定）

一般住宅の募集
①竹田地域　県営豊岡住宅：２戸
②久住地域　さくら住宅（35歳以下の単身のみ）：１戸
　　　　　　桐迫住宅（単身可）：１戸
③荻地域　　桜住宅（単身可）：１戸
特定公共賃貸住宅の募集
　竹田地域　七里団地（35歳以下の単身のみ）：１戸
随時募集中の住宅
①竹田地域（特定公共賃貸住宅）
　七里第２団地（35歳以下の単身のみ）
②久住地域（一般住宅）　桐迫住宅（単身可）
※申込方法、募集住宅の詳細は８月号の広報たけたに掲載します。
●お問い合せ　�竹田市営住宅管理センター（本庁建設課

内）☎63-4400

●竹田警察署からのお知らせ

　大分県警察就職説明会を開催します

　日　時　７月20日㈯ 13:30 ～（２時間程度）
　場　所　大分県庁新館14階大会議室
　対象者　�警察に興味のある方ならどなたでも参加可
　内　容　・�採用試験、給与体系、警察学校について
　　　　　・警察官、警察事務の仕事内容の紹介ほか
●お問い合せ　竹田警察署総務課　☎63-2131
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たけたん情報
休日及び夜間の在宅当番医院

大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間 18:00～21:00、土曜日 13:00～21:00、休日 8:30～21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241
受付時間　平日（月・水・金曜日）の夜間18:00 ～ 21:00
　　　　　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能
と判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

7月 6 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7月 7 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

7月13日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7月14日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121
7月15日（月・祝）豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

7月20日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7月21日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

7月27日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

7月28日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

8月 3 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

8月 4 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121
受付時間 8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間 9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院（☎ 0974-42-3121） http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎ 0974-24-0230） http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎ 0974-22-6333） http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎ 0974-63-3838） http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所（☎ 0974-22-0162）
受診時の注意　当番医院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署
（☎63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。

また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて
約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

7月 7 日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
7月14日㈰ 久住加藤病院歯科診療部（久住） 0974-76-0008
7月15日（月・祝）高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
7月21日㈰ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
7月28日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
※診療時間 9:00 ～ 12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

求　人	 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①食品製造１人14 ～ 19万 ②フロント係１人14 ～ 16万 
③介護業務１人14 ～ 16万 ④正看護師３人18.9 ～ 22万円 
⑤事務員１人13.2 ～ 17.6万円 ⑥生活支援員１人12.8万 
⑦施工図管理１人15 ～ 30万 ⑧警備員５人12 ～ 15万 ⑨
製造員１人15 ～ 16万 ⑩事業推進員１人12.7万 ⑪大型運
転手１人20万 ⑫土木施工管理技術者２人25.3 ～ 35.3万
〔パート求人（時給）〕
⑬受付事務員１人1,000円 ⑭給食調理員１人670円 ⑮配車
係１人850円 ⑯清掃員１人700円 ⑰英語講師５人1,200 ～
2,500円 ⑱寿司調理及びパック詰２人850 ～ 950円 ⑲接
客担当１人850円 ⑳レジ係１人690円 ㉑調理員１人820 ～
840円 ㉒ホームヘルパー1人1,100 ～ 1,200円 ㉓販売・作
業員１人700 ～ 750円 ㉔店内販売・包装３人800 ～ 850円

「竹田市職業相談室」の名称が変わります
　平成25年７月１日より、「竹田市地域職業相談所」は
「竹田市ふるさとハローワーク」へ名称を変更します。
　今回の名称変更に伴う業務内容等の変更はありません
ので、これまで同様にご利用いただけます。
〔利用時間〕8:30 ～ 17:00
〔所 在 地〕〒878-0011 竹田市大字会々 2316-1

◇たけた市民チャンネル７月特番
竹田総合地域学センター由学館 第６回由学館セミナー
　放送日　（前半）7月6日、13日、20日、27日、8月3日　土曜日　20：00～
　　　　　（後半）7月7日、14日、21日、28日、8月4日　日曜日　20:00～

●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎76-1415
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご了承ください。
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information

平成24年度　下半期の予算執行状況をお知らせします
　市民の皆さんに市の財政運営を知っていただくために、予算執行状況を年２回公表しています。
　今回は、平成24年度の執行状況をお知らせします。（竹田市ホームページでは６月１日からお知らせしています。）

一般会計　226億2,379万円（平成23年度予算からの繰越分を含む。）
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（平成25年3月31日現在　単位：万円）
歳　　　　入 歳　　　　出

区　　分 予算現額 収入済額 執行率 区　　分 予算現額 支出済額 執行率
市 税 184,254 185,435 100.6% 議 会 費 20,133 19,485 96.8% 
交 付 税 等 1,015,497 1,005,780 99.0% 総 務 費 311,205 215,322 69.2% 
分担金及び負担金 36,094 22,977 63.7% 民 生 費 497,723 418,852 84.2% 
使用料及び手数料 34,877 32,218 92.4% 衛 生 費 94,972 66,988 70.5% 
国 庫 支 出 金 282,286 108,850 38.6% 労 働 費 6,960 6,340 91.1% 
県 支 出 金 373,136 109,795 29.4% 農 林 水 産 業 費 227,871 179,086 78.6% 
諸 収 入 232,632 165,838 71.3% 商 工 費 42,255 33,000 78.1% 
市 債 103,603 61,851 59.7% 土 木 費 115,004 75,589 65.7% 

消 防 費 74,638 64,572 86.5% 
教 育 費 161,685 130,835 80.9% 
災 害 復 旧 費 430,669 129,982 30.2% 
公 債 費 277,264 233,567 84.2% 
予 備 費 2,000 0 0.0% 

合　　計 2,262,379 1,692,744 74.8% 合　　計 2,262,379 1,573,618 69.6%
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特別会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（単位：万円）
会　計　区　分 予算現額（A） 歳入執行状況 歳出執行状況

収入済額（B） 収入率（B）/（A） 支出済額（C） 支出率（C）/（A）
竹 田 市 立 こ ど も 診 療 所 特 別 会 計 9,256 9,037 97.6% 7,474 80.7% 
畜 産 開 発 事 業 特 別 会 計 1,617 1,615 99.9% 1,615 99.9% 
長 湯 温 泉 療 養 文 化 館 特 別 会 計 5,248 5,074 96.7% 4,161 79.3% 
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 381,379 334,522 87.7% 347,063 91.0% 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 37,450 36,963 98.7% 36,433 97.3% 
介 護 保 険 特 別 会 計 370,874 296,583 80.0% 296,620 80.0% 
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 25,312 10,129 40.0% 18,761 74.1% 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 12,222 11,782 96.4% 10,929 89.4% 
浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 18,199 11,171 61.4% 15,201 83.5% 
国 民宿舎久住高原荘事業特別会計 32,865 25,142 76.5% 29,412 89.5% 
国 民 宿 舎 直 入 荘 事 業 特 別 会 計 7,136 5,812 81.4% 5,711 80.0%

 
水道事業会計の執行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：万円）

区　　　　　　　　分 予算現額（A） 収入支出済額（B） 収入・支出率（B）/（A）
収 益 的 収 入 及 び 支 出 事 業 収 益 18,802 17,755 94.4% 

事 業 費 用 18,535 15,738 84.9% 
資 本 的 収 入 及 び 支 出 資 本 的 収 入 20,403 1,430 7.0% 

資 本 的 支 出 29,194 7,862 26.9%

 
用語説明 　「一般会計と特別会計」

　一般会計は、市の予算の中心となる基本的な会計です。特別会計は特定の事業を行う場合や特定の歳入をもって特定の歳出に充て、
一般会計とは区別して経理する必要がある場合に設置される会計です。

●お問い合せ　竹田市財政課財政係　☎ 63-1111（内線231・232）
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●お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771（代表）
　  申請窓口   竹田市保険課 国保・高齢者医療係  ☎63-1111（内線135・136・137）または各支所いきいき市民課

　現在使用している保険証（薄赤色）は７月末で有効期限が切れます。８月以降はお送りする新し
い保険証（薄青色）を使ってください。

　現在使っている限度額適用認定証・減額認定証の有効期限は７月末です。８月以降は使えません
のでご注意ください。入院中の方は、８月中に必ず申請（更新）手続きをしてください。

　なお、高齢受給者証をお持ちの住民税課税世帯の方は、申請の必要はありません。「高齢受給者
証」を提示することで、入院時の医療費が自己負担限度額までとなります。
※限度額適用認定証：入院したとき、病院等の窓口に提示すると、医療費の支払いが自己負担限度額ま
でになります。
※減額認定証：住民税非課税世帯の方が入院したとき、病院等の窓口に提示すると、食事代の減額を受
けることができます。

　　☆手続きに必要なもの　　保険証、印鑑、現在お使いの認定証
　　☆申請窓口　　　　　　　保険課または各支所いきいき市民課

●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係　☎63-1111（内線135・136・137）

◆新しい保険証の受け取り方
　・世帯毎にまとめて、世帯主宛に送ります。

　・簡易書留郵便で７月中旬にお送りします。

　・配達時にご不在の場合は受け取りの手続き
　　が必要です。

　新しい保険証の有効期限は、平成26年７月31日です。ただし、75歳の誕生日を迎える方や退職
被保険者で65歳を迎える方は、有効期限が異なります。
　有効期限切れの古い保険証は、保険課または各支所いきいき市民課にお返しいただくか、内容が
読み取れないように切断して破棄してください。

配達時にご不在の場合
　「郵便等お預かりのお知らせ」に記載
された保管期限日までに、郵便局に連絡
し再配達してもらうか、本人確認書類
（免許証など）を持参して郵便局の窓口
でお受け取りください。

　社会保険に加入しているのに
　　　　　保険証が届いたとき等は
　職場の健康保険等に加入したのに保険証が届
いた方は、届出が必要です。又、竹田市に住所
がない方で、学校を卒業したのに保険証が届い
た場合も届出が必要です。
　手続きをしないと国保の資格が登録されたま
まとなり保険税がかかりますので、必ず早めの
手続きをお願いします。

  70歳から74歳までの方へ
  新しい「国民健康保険高齢受給者証」
　　　　　　　　　   をお送りします
　病院等では、一部負担金の割合（２割（平成
26年３月31日までは１割）又は３割）をこの
高齢受給者証で確認します。受診の際には、保
険証と一緒に病院等の窓口に提示してください。
　なお、新しい高齢受給者証の一部負担割合
は、平成24年中の所得に基づいて判定されて
います。

竹田市国民健康保険に加入している皆さんへ

新しい保険証を７月中旬に郵送します
後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

「限度額適用認定証・減額認定証」は更新手続きが必要です

　平成25年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。
　保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

平成25年度　保険料が決定しました

　保険証が更新されますので、７月中旬に新しい保険証をお送りします。

新しい保険証をお送りします

　現在発行している減額認定証は、７月31日（水）で有効期限が切れます。８月以降も必要な方は、
申請が必要となりますので、以下の点をご確認の上、市町村窓口にて申請をしてください。
　☆対象となる被保険者　平成25年度住民税非課税世帯に属する方
　☆申請に必要なもの　　①保険証　②印鑑　③過去１年間に90日を超える入院があれば、入院日

数が分かる証明書（領収書等）
【非自発的失業者の保険料の減免について】
非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合または竹
田市税務課課税係（☎63-1111　内線125・126・127）にお問い合わせください。

平成25年度　限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付

○　現在の緑色の保険証は、７月末で有効期限が切れます。

○　新しい保険証の色は、桃色です。

○　８月以降は新しい保険証を使ってください。

○　新しい保険証の有効期限は、平成26年７月31日です。

○　保険証は折りたたみタイプです。半分に折って使ってくだ
さい。

○　裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○　保険証は上記、保険料額決定通知書とは別に送付します。

○　「一部負担金の割合」は、平成24年中の所得に基づいて判
定されています。

４月
５月
６月
７月
８月
９月

納　期
（月）

保　険　料　額 普通徴収の
納　期　限特別徴収額 普通徴収額

通知書に記載

・
・

○　特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場
合は、その月の年金から差し引かれます。
○　普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場
合は、その月の納期限までに納付書等で保険料を
納めていただくようになります。ただし、口座振
替申請をされている方は、納期限の日に通知書に
記載している金融機関から振り替えさせていただ
きますので、手続は必要ありません。
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国民健康保険税のお知らせ

 
正しい所得を申告しましょう！
　保険税の所得割額は前年の所得をもとに決められます。申告をしないと、高額療養費の非課税世
帯や入院したときの食事代等で減額が認められないなど、不利益となることがありますので、正しい
申告をお願いします。

平成25年度保険税の納税通知書を送付します
　納税通知書は７月中旬に納税義務者（世帯主）に送付します。
　納める回数は、普通徴収（納付書や口座振替による納付）は７月から翌年２月までの８回、特別
徴収（年金からの差し引きによる納付）は偶数月の６回となります。また、年度の途中で加入の場
合、届出の翌月から納付がはじまりますので納付回数が異なります。

◆非自発的失業者に対する軽減
　会社の倒産や会社都合等の非自発的理由で失業した方（雇用保険の特定受給資格者及び特定理由
離職者に限ります）の保険税は、離職日の翌日の属する月からその翌年度末までの間、前年中の給
与所得を30／100とみなして計算します。
　対象となる人は雇用保険受給者証を持参の上、保険課又は、各支所いきいき市民課で申請をして
ください。
　☆対象者　　21年３月31日以降に離職した、雇用保険受給者証の離職理由コードが
　　　　　　　11、12、21、22、23、31、32、33、34の人

◆後期高齢者医療制度移行に伴う軽減措置
　世帯の中に後期高齢者医療制度に移行する人がいる場合は、国保加入者の保険税が急に増えるこ
とのないよう、軽減措置があります。この軽減については、申請していただく必要はありません。

◆災害等による減免
　災害等で保険税の納付が困難なときは、申請することによって保険税の減免が認められることが
あります。（ただし、申請が受理された時点で既に納期限を経過している保険税については、減免の
対象とはなりません）

●課税に関するお問い合わせ　竹田市税務課　課税係　☎63-1111（内線125・126・127）
●納付に関するお問い合わせ　竹田市税務課　管理係　☎63-1111（内線121・122・129）

　口座振替にすれば、納め忘れがなくなります。一度手続きをすれば、翌年度
からの分も自動的に継続するので簡単で便利です。

　☆申込み手続きに必要なもの　　預（貯）金通帳、通帳届出印
☆上記のものを持って、市役所税務課、各支所いきいき市民課、市指定の金融機関（大分銀
行、豊和銀行、大分県信用組合、九州労働金庫、大分県農業協同組合、ゆうちょ銀行）で市
指定の「口座振替依頼書」に必要事項を記入して申し込んでください。

納める前に知ってなっとく保険税

○平成25年度の税率（課税限度額を除き、平成20年度の改正以降変更なし）

※課税所得金額：前年の総所得金額等から33万円（基礎控除額）を差し引いた金額。

保険税の納付は、口座振替で

課税所得金額×1.9％

被保険者数×8,700円

１世帯×4,800円

120,000円

課税所得金額×2.7％

被保険者数×7,800円

１世帯×5,900円

140,000円

課税所得金額×11％

被保険者数×30,900円

１世帯×23,000円

510,000円

①所得割額

②均等割額

③平等割額

課税限度額

介護納付金分
（40 ～ 64歳の人）後期高齢者支援金分医療給付費分区　分

16,100円

4,130円

3,360円

11,500円

2,950円

2,400円

4,600円

1,180円

960円

21,630円

5,460円

6,090円

15,450円

3,900円

4,350円

6,180円

1,560円

1,740円

33万円以下

33万円＋（24.5万円×世帯

主を除く被保険者数）　　

33万円＋（35万円×被保険者数）

平等割額
（１世帯につき）

均等割額
（１人につき）

軽減される金額

該当する世帯の所得基準額区　　分

７割

軽減

５割

軽減

２割

軽減

医療分

支援金分

介護分

医療分

支援金分

介護分

医療分

支援金分

介護分

　国民健康保険税（保険税）は、毎年４月から３月までの12か月を１年度として、「医療給付費分」
と「後期高齢者支援金分」と「介護納付金分（40歳から64歳までの人）」を下記の表の①～③で計
算した合計額が年額です。
　皆さんが納めていただく保険税は、皆さんや後期高齢者医療制度（75歳以上の人が対象）の人が
病気やけがをしたときの医療費や、介護サービス費用の一部となります。保険税は、決められた日
までにきちんと納付しましょう。納付が困難なときは、滞納のままにせず納付方法についてお早め
にご相談してください。

保険税の決め方
◆低所得世帯に対する軽減
　世帯の前年の所得合計額が、下記の基準以下の場合、均等割額・平等割額が軽減されます。
　申請していただく必要はありませんが、前年の所得金額を申告していない場合は、軽減を受ける
ことができません。所得の申告が必要な人は必ず申告をしてください。

保険税の「軽減」と「減免」制度があります
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国民健康保険税のお知らせ
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保険税の「軽減」と「減免」制度があります



2013年7月発行4

●お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771（代表）
　  申請窓口   竹田市保険課 国保・高齢者医療係  ☎63-1111（内線135・136・137）または各支所いきいき市民課

　現在使用している保険証（薄赤色）は７月末で有効期限が切れます。８月以降はお送りする新し
い保険証（薄青色）を使ってください。

　現在使っている限度額適用認定証・減額認定証の有効期限は７月末です。８月以降は使えません
のでご注意ください。入院中の方は、８月中に必ず申請（更新）手続きをしてください。

　なお、高齢受給者証をお持ちの住民税課税世帯の方は、申請の必要はありません。「高齢受給者
証」を提示することで、入院時の医療費が自己負担限度額までとなります。
※限度額適用認定証：入院したとき、病院等の窓口に提示すると、医療費の支払いが自己負担限度額ま
でになります。
※減額認定証：住民税非課税世帯の方が入院したとき、病院等の窓口に提示すると、食事代の減額を受
けることができます。

　　☆手続きに必要なもの　　保険証、印鑑、現在お使いの認定証
　　☆申請窓口　　　　　　　保険課または各支所いきいき市民課

●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係　☎63-1111（内線135・136・137）

◆新しい保険証の受け取り方
　・世帯毎にまとめて、世帯主宛に送ります。

　・簡易書留郵便で７月中旬にお送りします。

　・配達時にご不在の場合は受け取りの手続き
　　が必要です。

　新しい保険証の有効期限は、平成26年７月31日です。ただし、75歳の誕生日を迎える方や退職
被保険者で65歳を迎える方は、有効期限が異なります。
　有効期限切れの古い保険証は、保険課または各支所いきいき市民課にお返しいただくか、内容が
読み取れないように切断して破棄してください。

配達時にご不在の場合
　「郵便等お預かりのお知らせ」に記載
された保管期限日までに、郵便局に連絡
し再配達してもらうか、本人確認書類
（免許証など）を持参して郵便局の窓口
でお受け取りください。

　社会保険に加入しているのに
　　　　　保険証が届いたとき等は
　職場の健康保険等に加入したのに保険証が届
いた方は、届出が必要です。又、竹田市に住所
がない方で、学校を卒業したのに保険証が届い
た場合も届出が必要です。
　手続きをしないと国保の資格が登録されたま
まとなり保険税がかかりますので、必ず早めの
手続きをお願いします。

  70歳から74歳までの方へ
  新しい「国民健康保険高齢受給者証」
　　　　　　　　　   をお送りします
　病院等では、一部負担金の割合（２割（平成
26年３月31日までは１割）又は３割）をこの
高齢受給者証で確認します。受診の際には、保
険証と一緒に病院等の窓口に提示してください。
　なお、新しい高齢受給者証の一部負担割合
は、平成24年中の所得に基づいて判定されて
います。

竹田市国民健康保険に加入している皆さんへ

新しい保険証を７月中旬に郵送します
後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ

「限度額適用認定証・減額認定証」は更新手続きが必要です

　平成25年度の保険料が決定しましたので、７月中旬に決定通知書等をお送りします。
　保険料の納め方については、通知書の『期別保険料額』をご覧ください。

平成25年度　保険料が決定しました

　保険証が更新されますので、７月中旬に新しい保険証をお送りします。

新しい保険証をお送りします

　現在発行している減額認定証は、７月31日（水）で有効期限が切れます。８月以降も必要な方は、
申請が必要となりますので、以下の点をご確認の上、市町村窓口にて申請をしてください。
　☆対象となる被保険者　平成25年度住民税非課税世帯に属する方
　☆申請に必要なもの　　①保険証　②印鑑　③過去１年間に90日を超える入院があれば、入院日

数が分かる証明書（領収書等）
【非自発的失業者の保険料の減免について】
非自発的に失業した方は、申請により保険料が減免される場合がありますので、広域連合または竹
田市税務課課税係（☎63-1111　内線125・126・127）にお問い合わせください。

平成25年度　限度額適用・標準負担額減額認定証の申請受付

○　現在の緑色の保険証は、７月末で有効期限が切れます。

○　新しい保険証の色は、桃色です。

○　８月以降は新しい保険証を使ってください。

○　新しい保険証の有効期限は、平成26年７月31日です。

○　保険証は折りたたみタイプです。半分に折って使ってくだ
さい。

○　裏面に臓器提供の意思表示ができます。

○　保険証は上記、保険料額決定通知書とは別に送付します。

○　「一部負担金の割合」は、平成24年中の所得に基づいて判
定されています。

４月
５月
６月
７月
８月
９月

納　期
（月）

保　険　料　額 普通徴収の
納　期　限特別徴収額 普通徴収額

通知書に記載

・
・

○　特別徴収額の欄に保険料額が記入されている場
合は、その月の年金から差し引かれます。
○　普通徴収額の欄に保険料額が記入されている場
合は、その月の納期限までに納付書等で保険料を
納めていただくようになります。ただし、口座振
替申請をされている方は、納期限の日に通知書に
記載している金融機関から振り替えさせていただ
きますので、手続は必要ありません。


